

[image: ]















エリート弁護士は独占愛を刻み込む

滝井みらん










目次




エリート弁護士は独占愛を刻み込む


私の新しいボス

彼との同居生活

彼女を拾った理由［恭吾 side］

ボスは無敵

キスマーク［恭吾 side］

弟からの電話

スマートすぎる彼

外堀りを埋めていく？〔恭吾 side〕

彼が愛おしくて

クリスマスイブの朝［恭吾 side］

これがオフィスラブ？

過去の呪縛

彼女へのクリスマスプレゼント［恭吾 side］

私のサンタ

彼女と一緒に［恭吾 side］



特別書き下ろし番外編


みんなに幸あれ



あとがき
















エリート弁護士は独占愛を刻み込む










私の新しいボス




「うーん、やっとお昼だあ」

　デスクの書類をまとめ、両手をあげてストレッチをすると、目の前にＡ４サイズの大きな封筒と黒のレザーの長財布がポンと置かれた。

　師走しわすに入って一段と寒さが増したけれど、今日は天気もよく、陽射しも暖かい。

「葵あおい、この封筒、郵便局に書留で出しておいて。あとデパ地下で『エトワール』のチョコ買ってきてくれる？」

　ニコニコ笑顔で頼むのは、私のボスである黒くろ瀬せ恭きょう吾ごさん、三十二歳。

　彼は赤あか坂さかの『宝ほう生しょう法律事務所』で、複数の大企業の顧問弁護士を務める超エリートだ。

　宝生法律事務所は都内でも名の知れた法律事務所。四人の敏びん腕わん弁護士がいて、六階建てのお洒落しゃれなビルの五階にオフィスがある。

　奥の窓側にドーンと大きな執務デスクが置いてあるのが彼の席。その手前には事務机が四つあり、私は右側のふたつの机を使わせてもらっていて、左側は恭吾さんの補佐のパラリーガルが使用している。隣に恭吾さんの執務室があるが、彼がひとりで残業する時しか使われていない。恭吾さん曰いわく、『秘書やパラリーガルと同部屋の方が仕事がはかどる』とのこと。

　恭吾さんはこの事務所一の稼ぎ頭。難関といわれる司法試験にトップで合格、またアメリカの弁護士資格も持ち、グローバルに活躍していて、事務所の共同経営者に名を連ねている。

　頭ず脳のう明めい晰せきで地位もあってお金持ち。それだけでも充分すごいのだけれど、天は彼に二物どころか、三物以上のものを与えている。

　百八十三センチの長身に俳優顔負けの端整な顔立ち。ダークブラウンの前髪を上げて額を出しているが、知的というよりは、セクシーな印象を受ける。

　そんなハイスペ男の秘書をしている私は、朝あさ比ひ奈な葵、二十七歳。

　髪は今流は行やりのマッドグレージュのロングで、目はパッチリ二重。背は百五十八センチ。お洒落には気を使っていて、ファッション雑誌を見て日々メイクや服装を研究している。大学卒業後に都会に憧れて群ぐん馬まの田舎から出てきた普通の女の子だ。

　先週、以前勤めていた会社を突然解雇され、途方に暮れていたところを恭吾さんに拾われた。

「郵便局に行くのはいいですが、デパ地下はお断りします。二日前に買いに行ってひどい目に遭ったんですから。あれ二十個入りですよ。もう食べたんですか？」

　今人気の一粒五百円という高級チョコを購入するために、三十分も並んだのだ。

　お陰で私の昼食時間はなくなって、自席でチョコバーを食べただけ。

　眉間にシワを寄せながら恭吾さんに長財布を返そうとするも、彼は受け取らない。

「だってあのチョコ、美味しくて手が止まらなくなるんだよね」

　恭吾さんの言い訳に脱力する私。

　彼の秘書になってまだ一週間も経っていないけれど、だいぶボスの性格がわかってきた。

　仕事はできるのに、チョコが好きで、子供のように我わが儘まま。その上、お金には無頓着。

　一粒五百円だよ。スーパーで売ってるお徳用チョコが二袋は買える。

「チョコの食べすぎで病気になりますよ。それに財布ごと渡さないでくださいね。私が勝手に中のお金を盗むとか考えないんですか。この財布に今いくら入っているかも知らないでしょう？」

　前回の買い物でも私に財布を丸ごと預けるから驚いた。

　それに、オフィスに彼専用のチョコの冷蔵庫があると知って唖あ然ぜんとした。

「そこはほら、葵を信用してるから」

　無邪気に笑ってみせるが、彼は決して天真爛らん漫まんではない。この言葉と微笑で私を意のままに動かすつもりなのだろう。弁護士だけあって頭は切れる。

「私に取り入ろうとしても無駄ですよ。恭吾さんのおやつを買いに行くのは私の仕事ではありません！」

　きっぱり断れば、彼はしゅんとなった。

「あのチョコがないと……仕事が手につかないな。明日の裁判、『ＫケーＳエスＲアールカンパニー』の奴らに負けるかも」

「チョコぐらいで大おお袈げ裟さな。市販のチョコでいいじゃないですか」

　ハーと溜め息交じりに返せば、彼は至極真面目な顔で力説する。

「あのチョコの代用品なんてない。俺にはどうしてもあのチョコが必要なんだ」

　本当、この人はなんなの？　弁護士のくせに、子供みたいなこと言って。

「だったら、自分で買いに行ってください」

　呆あきれ顔で言うと、彼は戦法を変えてきた。

「今日はこれからクライアントとランチなんだけど、それすっぽかして買いに行っていいの？」

　芝居がかった口調で、私の反応をうかがうように上目遣いに見る。

「ダメに決まってるでしょう！」

　苛いら立だたしげに答えると、彼はにっこり笑いながら「うん、うん」と頷うなずいた。

「だよね。だったら、どうしたらいいと思う？　俺が裁判に勝つにはあのチョコが必要。でも、俺は買いに行けない」

　まるで環境問題でも語るかのように真剣に話しているが、話題はチョコ。まともに相手をする気にもなれない。

「では、正しょう一いちさんに頼めばいいでしょう？　私がいなかった時はずっと正一さんが買いに行ってたんですよね？」

　私は前の席にいる正一さんにチラリと目を向けた。

　彼は佐さ藤とう正一さんといって、恭吾さんと同じ年。司法試験にトライし続けているが合格せず、パラリーガルとして恭吾さんの下で働いている。

　細身でメガネをかけているので、一見頼りなさそうに見える。でも、コツコツとひた向きに仕事をするのが正一さんの長所で、彼は恭吾さんのよき右腕だ。

「葵さん、今はダメです。特許の使用例を調べるので手いっぱい」

　正一さんは少し青ざめた顔でブンブン首を左右に振った。

　その返答を聞いて、強引にこの話を終わらせる。

「だそうです。恭吾さん、諦めてくださいね」

　恭吾さんの財布を置いたまま席を立とうとしたら、ドアからひょっこり宗そう一いち郎ろうさんが顔を出した。

　白い髭ひげをたくわえた水み戸と黄こう門もんのような容姿のこのおじいちゃん……いや、おじさんは、宝生宗一郎さんといって、宝生法律事務所の代表で私の大ボス。

　どこにでもいる気のよさそうなおじさんに見えるけど、この事務所を開く前は最高裁判所の判事をしていたすごいお方なのだ。

　上司、部下関係なく名前で呼び合うのはこの代表の方針。

「葵ちゃん、悪いけど恭吾くんのお願い聞いてあげて。お昼休みはずらしてとってくれていいからね？　ね？」

　私たちの声が聞こえていたのか、手を合わせて私に向かって拝む宗一郎さん。

　新参者の私にそこまでしないでくださいよ。

　大ボスに言われては、もう従うしかない。

「……わかりました。買いに行きます」

　仏頂面で返事をする私に宗一郎さんは満面の笑顔で、「葵ちゃん、ありがとう。今度美味しいケーキ買ってきてあげるね」と言って去っていく。

　そんな大ボスに気を取られていたら、恭吾さんは私の手に封筒と長財布を持たせようとした。

「葵、いい子だね」

　目を細めて私を褒める彼。

　この策士。私が騒げば宗一郎さんが現れるのわかってたんでしょう！

　キッと恭吾さんを睨にらみつけ、財布は彼に突き返す。

「財布はいりません。後でレシート渡すので、その時にお金をいただきます」

「了解。二十個入りのを二箱頼むよ。ひとつは自宅用ね。気をつけて行ってきて。ナンパされてもホイホイついてっちゃダメだよ」

　恭吾さんは、にこやかに微笑みながら私に注意した。

「ついていきません！」

　ムッとしながら言い返し、自分のバッグを持ってオフィスを出ると、エレベーターの前で深紅のスーツを着た美人に出くわした。

「フフッ。葵ちゃんが来てから恭ちゃんのオフィスは賑にぎやかね」

　さらさらの黒髪ボブに、面長な顔と切れ長な目。モデルのように背が高く、化粧は完璧。

　大女優のようにエレガントに微笑む彼女……いや、彼は藤ふじ原わら晶あきらさんという。

　こう見えても男性で、女装は趣味らしい。彼は恭吾さんの同級生で、ここの弁護士のひとり。

　人権問題や離婚訴訟が専門分野なのだけれど、いつもフレンドリーに接するから若い女性のクライアントに受けがいい。

　彼の執務室は、私たちのオフィスの向かい側にある。

　晶さん、今日もお色気ムンムンで綺き麗れい～。

　見惚れながらもペコリと頭を下げる。

「あっ、うるさかったですよね。ごめんなさい、晶さん。つい上司にムカついちゃって」

「元気があるのはいいことよ。うちに来た時は今にも死にそうな顔してたものね、葵ちゃん」

　晶さんの指摘に、私はただ笑ってごまかす。

「はは……」

　あの時はこの世の終わりかっていうくらい落ち込んでいて、ひどい状態だった。

　でも、恭吾さんがあんなだから沈んでいる暇はなくて、気づけば彼にガミガミお説教をするようになり、遠慮がなくなった。

　お陰で自分でも驚くくらいすっかりこの職場に馴染んでしまった。

「恭ちゃんはあんなだけどいい奴よ。私が保証するわ。でも、恭ちゃんとの相性がよくなかったら、私のところにいらっしゃい。美容から手取り足取り教えてあ・げ・る」

　晶さんの手が伸びてきたと思ったら、私の頬に触れてゾクッとした。

「あ、晶さん……」

　対応に困っていると、誰かが彼の手をパシッと叩たたいた。

「葵はお前の世話にはならないよ、晶。俺のかわいい秘書に手を出すのはやめてくれるかな」

　それは恭吾さんだった。

　彼はスッと、私と晶さんの間に割って入る。

「だったら恭ちゃんが相手をしてよ」

　晶さんは妖艶に微笑んで、恭吾さんの首に手を絡めた。

　わー、美男美女……じゃなかった。美男と美男だけどお似合い。

　ふたりのやり取りをちょっと興奮しながら見ていたら、恭吾さんがクスッと笑った。

「晶、歯に口紅ついてるよ」

「え？　やだ、嘘うそ！」

　晶さんは恭吾さんから離れ、口元を手で隠す。

　この晶さんを相手にしても動じない恭吾さんってやっぱりすごい。

　感心する私を見下ろして、恭吾さんは保護者顔で注意した。

「葵、こいつの半径一メートル以内に近づかないこと。妊娠させられるよ」

「ちょっと人を盛りのついた猫みたいに言わないで……!?」

　口を尖らせ文句を言う晶さんの言葉を、黒髪のイケメンが現れて遮る。

「恭吾の言ったことは正しい。晶には気をつけろ。俺も昨日襲われそうになった」

　彼は坂さか井い涼りょう太たさん。

　彼も恭吾さんの同級生で、ここの弁護士。刑事事件を専門に扱っている。

　黒髪ウルフヘアの涼太さんは、目は二重だけれどシャープな顔立ちで、学生時代はボクシングをやっていたらしく身体は細マッチョ。クールで硬派なイケメンだ。

　三人とも性格はバラバラだけど、みんな有能で仲がいい。

　彼らは大学在学中に受けた司法試験に優秀な成績で合格し、法曹界からは栄光の世代と称えられている。

「お前、本当見境ないね」

　涼太さんの発言を受け、恭吾さんは晶さんに軽蔑の眼差しを向けた。

「綺麗であれば性別なんて関係ないのよ」

　開き直る晶さんを見て引いてしまう私。

「うわー、晶さん、お願いですから犯罪者にはならないでくださいね。ちゃんと相手の同意は得なきゃダメですよ」

　晶さんに説教しようとしたら、恭吾さんがポンと私の肩に手を置いた。

「葵、早く行かないとチョコが売り切れる」

　このショコラ王子め。どんだけチョコが大事なのよ。

「はいはい、わかりました」

　溜め息をつきたいのをこらえながら返事をして、これからクライアントとランチだという恭吾さんと一緒にビルを出る。

「葵」

　またチョコの念押しかと思い、「なんですか？」と顔をしかめて返事をしたら、すぐ目の前に彼の顔があってビックリした。

「やっと目の下の隈が消えたね」

　彼の指摘に思わず顔の熱がカーッと上がる。

　前の会社を解雇されたショックでしばらく眠れず、顔がひどいことになっていたのだ。

　でも、美形に言われると余計に恥ずかしい。

　気づいてても指摘しないでよ～！

「大きなお世話です！」

　フンと鼻を鳴らし、ひとりスタスタ歩く私。

　そんな私の背中に恭吾さんのクスクス笑いが聞こえた。

　ムッとして振り返れば、彼は後ろ手を振って反対側の道を歩いていく。

　その姿をじっと睨みつけた。

「あ～。彼の手を取ったのは間違いだったかな？　あんなチョコ命の人だなんて知らなかったよ」

　ぼやきながら彼と出会った日のことを思い出していた。




　あれは一週間前のこと。

　私は、突然会社をクビになった。

『朝比奈さん、君のような人はうちの社員として認められない。今日付けで退職してもらう』

　総務部長に言われたその言葉が、私には死刑宣告のように聞こえた。

　私に向けられる他の社員の冷たい視線。

　その目はどれも私を〝罪人〟として見ていて、心が押し潰されそうなほど苦しかった。

　私を誰も信じてくれない。

　誰も――。

　いつ会社を出たのかもあまりに気落ちしていて覚えていない。

　まるで悪夢を見ているかのようで、地に足がしっかりついていない感じがする。

　でも、これは現実なのだ。

　これから私……どうすればいいの？

『……でどう？　三万で』

　呆ぼう然ぜんとして駅前のベンチに座っていたら、男性の声が耳に届いて、ゆっくりと顔を上げた。

　もう深夜近いのか空は真っ暗で、街灯が駅の周囲を静かに照らしていて人通りも少ない。

　どのくらいベンチに座っていたのか。

　二時間？　それとも三時間？

　目の前には四十代くらいの黒のハーフコートを着た細身のサラリーマン。

『三万円……？』

　力ない口調で男性の言葉を呟つぶやき返す私。

　なんのことかわからなかった。考える気力さえなかったのかもしれない。

　私が手に持っているのは大きな紙袋。その中には会社に置いてあったブランケットや置き傘、文房具などの私物が入っている。

　私が勤務していたのは、日本でも三本の指に入る電気機器メーカー『丸まる岩いわ』だった。

　解雇通告をまだ受け入れられず放心状態の私。

『だから、三万でいいだろ？　ほら、行くぞ』

　急に手を掴つかまれてようやくその男性と目を合わせた。

『行くって……どこに？』

　虚うつろな目で聞き返せば、男性は苛立たしげに言った。

『ホテルに決まってるだろ！』

『ホテル……』

　その言葉でやっと自分が買われそうになっていることに気づいた。

　普段の私なら男の手を振り払い、激しく抵抗していただろう。

　しかし、手を強く引かれてベンチから立たされても、逆らう気も起きない。

　このままホテルに連れ込まれるのか。

　そうぼんやり思っていたら、不意にダークグレーのロングコートを着た背の高い男性が現れ、男の手を掴んで私から離した。

　それが恭吾さんだった。

『警察を呼びますよ』

　恭吾さんに睨まれ、男は『いや、私はなにも……』と言ってそそくさとこの場を去る。

『あの男も悪いが、君ももっと抵抗しないと。ホテルに連れ込まれるよ』

　恭吾さんに注意されても、怖いとは思わなかった。

　まるで感情をなくしてしまったかのようで、なにも感じない。

『……それでよかったのに』

　ポツリとそんな言葉を口にすれば、恭吾さんは片眉を上げた。

『なんだって？』

『今日突然会社を辞めさせられて……寮も出ていかなきゃいけないし、もう……どうなってもよかった』

　なぜこんな話を彼にしているのだろう。

　他人だから……かな？

　群馬にいる両親には、会社を辞めさせられたなんて絶対に言えない。

　東京の大きな会社で働くのが夢で上京したのに、仕事も住むところも失ったのだ。

　これからどうしたらいいのか。

　じっと地面を見つめていると、恭吾さんの視線を感じた。

『本気で言ってるのか？』

　驚きと怒りが混じった声。

　彼に問われても、答える気力がなくて無視した。

　寮に帰りたくなくて駅とは反対方向に向かおうとしたら、彼に腕を掴まれて……。

『ちょっと待った。そっちは歓楽街だよ』

『……別にどこでもいい』

　なぜこの人は私にこんなに構うのだろう。家族でもなんでもないのに。

『放っておいて。もう子供じゃないし、大丈夫だから』

　恭吾さんの手を外そうとしたら、彼が身を屈めて私の頬に触れてきた。

『だったらなぜ泣く？』

　彼の言葉に驚いて顔を上げる。

『泣く？』

　恭吾さんの顔を見ようとしても、視界がぼやけてはっきりしない。

　その原因は涙。

　ああ、涙のせいでよく見えないんだ。

『泣いているのも気づかないなんて馬鹿だな』

　彼は呆れたような口調で言って、私の頭を掴んでその逞たくましい胸に引き寄せる。

　……温かい。それに、安心する。

　そう思うと同時に、涙が溢あふれてきて止まらなくなった。

『ずっと……頑張ってきたのに……。私はなにも悪くないのに……。なのに……辞めさせられるなんて悔しい。……悔しいよ』

　しゃくり上げながら会ったばかりの彼に怒りをぶつけた。

　激情が抑えられなかったのは、彼の温もりに少しホッとしたから。

　恭吾さんにしてみれば、親切心で助けた女に責められて戸惑ったと思う。

　だけど、彼は文句も言わず、ただ黙って私に胸を貸してくれた。

　しばらく泣いて私が落ち着くと、彼は私に告げた。

『俺が仕事と住むところを用意してあげるよ。だから、もう泣くな』




　それが彼との出会い。

　そして私は今、ここにいる。

　いつも恭吾さんに対して怒ってばかりだけれど、彼にはとても感謝している。

　宝生法律事務所のあるビルを見上げ、クスッと笑みをこぼした。

「頼もしいけど、変な人」

　前の会社にはいなかったな、あんな人。

　会って間もない私に財布を預けようとするなんて、どういう神経してるんだか。

　元彼だってそんなことはしなかった。

　単に恭吾さんが無頓着なだけ、そう思うのだけれど、『葵を信用してるから』って言われた時は、嘘でも嬉うれしかった。

　恭吾さんにしてみれば、私を助けたのはただの気まぐれだったのかもしれない。

　たまたま雑務をこなす人間が欲しかっただけなんだろうけど、それでも彼が私に居場所を与えてくれたことに変わりはない。

　だったら……。

「少しくらいは我儘聞いてあげないとね」

　フッと笑って歩き出すと、郵便局で用事を済ませてから、デパートに立ち寄る。

　エトワールは案の定混んでいて、行列ができていた。

「やっぱり混んでるなあ」

　溜め息をつきながら列の最後尾に並ぶ。

　スマホでネットニュースを見ながら時間をつぶしていたら、なにかが落ちる音がして床に目を向けた。

　すると、足元に黒革の名刺入れが落ちていて、身を屈めてそれを拾い上げる。

　まだ新品なのか傷はなく、綺麗だ。

　私の前に並んでいる二十代のサラリーマンのものだと思って声をかけた。

「あの、これ落としませんでした？」

　拾った名刺入れを差し出し、柔らかに微笑むと、彼はあたふたしながら私の手から受け取る。

「あっ、すみません。僕のです。どうもありがとうございます！」

「いいえ、どういたしまして」

　黒髪で、目元に泣きボクロがあり、中性的な顔立ち。まだ社会人になってそんなに経っていないのか、フレッシュな感じがする。

　私にもそういう時代があったなあ。

　そんなことを考えている間に私の順番がきたのだが、結局買うまでに四十分も並んでしまった。

　腕時計に目をやれば、時刻は十二時五十八分。

「もう一時近いな」

　宗一郎さんはお昼の時間をずらしていいって言ってたけど、今日はコンビニでサンドイッチでも買って自分の席で食べよう。

　今、恭吾さんは大きな訴訟を抱えていて忙しい。当然、彼の補佐である正一さんも忙しいわけで、私がいないと電話対応などに追われて本来の仕事ができなくなる。

　その足で私はコンビニに立ち寄ったが、店内で買い物をしている間もなにか視線を感じた。

　だが、周囲を見回しても知り合いはいない。

　誰かにじっと見られているような気がしたんだけど、思い過ごしか。

　フッと笑って、サンドイッチを買って事務所に戻る。

　すると、正一さんがひとり資料と格闘していた。デスクの上にはファイルや技術雑誌のようなものが山積みになっている。

　冷蔵庫にチョコをしまって自分の席に座ると、正一さんが私に気づき、見ていた資料から顔を上げた。

「あれ？　葵さん、まだお昼じゃなかった？」

「目星をつけてたお店が混んでて、結局サンドイッチになっちゃいました」

　気を使わせないようにそう言って、コンビニ袋を掲げてみせる。

「それは残念だったね。でも葵さんが戻ってきてくれて助かったよ」

　疲れた顔で言う正一さん。

　まあ、机の散らかり具合から言って、大変なのは見てわかる。

「まだ新参者なので、猫の手くらいしか働けないですけどね」

「そんなことないよ。秘書をしてただけあって、気が利くし、恭吾さんも僕も助かってる。前は大手電気機器メーカーにいたんだって？　すごいね」

　正一さんの話に一瞬顔が強張った。

「すごくなんてないです。ただ大きな会社ってだけで……。正一さんはお昼食べたんですか？」

　あまり前の会社のことには触れられたくなくて話題を変える。

「ええ。『笑しょう福ふく亭てい』のカツ丼食べてきたんですよ」

「明日の裁判のゲン担ぎですか？」

　フフッと笑えば、彼はにこやかに返す。

「まあ、そんなとこです」

「私も大学受験の日はとんかつ食べましたよ。あ～、あの頃は若かったなあ」

　昔を懐かしむように言うと、彼は少し呆れた顔をした。

「なに言ってるの。僕より五つも若いでしょう？　葵さんは、高校の制服着てても違和感ないと思うよ。学生時代も相当モテたんじゃないですか？」

「今もモテませんけど、昔も全然。近眼でメガネだったから、地味な学生でしたよ」

　私の返答に彼は驚いた顔をする。

「それは意外ですね」

「昔の写真を見たら、きっと絵に描いたようなメガネっこでビックリすると思います」

「でも、もとがかわいいから、メガネを外したら美少女ってパターンですね」

　正一さん、まだまだ女をわかってないですね。

「それはメイクでごまかしてるからですよ。メイクで女は変わるんです」

　ギュッと拳こぶしを握って化粧のすごさを語ろうとしたら、ガチャッとドアが開いて、恭吾さんが戻ってきた。

「でも、葵のスッピンもかわいいよ」

　突然、私と正一さんを見てそう言葉を発するボス。

　一瞬なにを言われたのかわからなくて、キョトンとするも、正一さんが「ええ～！　なんで葵さんのスッピン知ってるんですか？」と恭吾さんに問い質ただしていて青ざめた。

「それはね」

　恭吾さんは私を見てニヤリ。

　わ～、なにバラそうとしてるのよ、恭吾さん！

「ち、ちょっ、恭吾さん、誤解を招くような言い方しないでください。正一さん、遅刻しそうになってスッピンで出勤したら、恭吾さんにその顔を見られただけですよ」

　慌てて適当な言い訳をするが、素直な正一さんは信じてくれた。

「なんだ。僕はてっきりふたりが一緒に住んでるのかと。葵さんをうちに連れてきたのも恭吾さんだし」

「そ、そんなわけないじゃないですか？　恭吾さんと仕事だけでなくプライベートも一緒なんて私は御免です。夜寝ててもこき使われそうですもん」

　全力で否定する私の額に汗が滲にじむ。

　そんな私を恭吾さんは腕を組んで見据えていた。

「ふーん、そんなに嫌なんだ？」

　キラリと光る彼の目。

　これは怒らせたかな？

　さすがに上司に対して失言だった。

「あの……その……ほら、仕事とプライベートは分けたい主義なので」

　必死に弁解しようとする私を見てニコリと笑い、恭吾さんは自分の席に着く。

「まあ、誰だってそうだよね。家ではゆっくりしたい気持ちはわかるよ」

　あっさり同意してくれた。

　ということは、怒ってないのかな？と思ったのだけれども……。

　恭吾さんはスーツのポケットからスマホを取り出し、指を高速で動かして操作している。

　すると、デスクに置いてあった私のスマホがブルブルと震えた。

　スマホの画面を見れば、【ショコラ王子】と表示が出ていて、ふたりからスマホを隠すように急いで手に取って確認する。

　それは、恭吾さんからのラインのメッセージ。

【今の発言、深く傷ついたよ。今夜は鍋ね。それと、家に帰ったら、夜こき使うってどういうことか教えてあげるから覚悟しておいて】

　メッセージを見て、震え上がる私。

　きゃー、やっぱり怒ってる！

　そう、事務所のみんなには言っていないけど、私は恭吾さんのおうちに居候しているのだ。

　家事は私の担当。

　今夜は残り物のカレーで済まそうと思っていたのにな。

　スマホの画面から顔を上げて彼を見れば、悪魔のように意地悪く微笑んでいる。

　その顔を見て背筋が寒くなった。

　夜こき使うって……なにする気なんですか、恭吾さん。怖いですよ。










彼との同居生活




「づーがーれーたー」

　玄関に入ると、仕事帰りにデパ地下で買った食材をドサッとフローリングの床に下ろした。

　両腕にはレジ袋の痕あとがくっきり残っている。

　おまけにヒールの高いパンプスでデパ地下を動き回ったから足が痛い。

「あ～、ショコラ王子の馬鹿！」

　まだ事務所で仕事をしているこの家の主人に悪態をつく私。

　なんで私がこんな目に。

　もとはといえば、恭吾さんが私と同居していることをバラそうとしたからでしょう！　バレたら恋人同士だと思われて、仕事がしづらくなるじゃないの。

　あの人は一体なにを考えてるのか。

　私に自分で部屋を借りられるだけのお金があったらなあ。

　前の会社を突然解雇され、退職金もなかった。

　今の私の貯金は五十万ちょっと。

　洋服や化粧品、それに英会話というように自分磨きのためにお金を使っていたら、全然貯まらなくて引っ越し費用なんて出せなかった。

　だって、部屋を借りるとなると、新居の敷金や礼金、引っ越し代、足りない家電製品代もかかるし、日々の生活費も手元に残しておく必要がある。

　そんな実情を知った恭吾さんが言ったのだ。

『うちには余っている部屋があるし、家事をやってくれるならタダで住んでもらって構わない』

　それで、彼に会った次の日には、ここに引っ越してきていた。

　事務所から徒歩十分のところにある四十五階建てのタワーマンションのペントハウス。間取りは５ＬＤＫ。

　私のお給料では拝むことも難しい超高級物件。

　引っ越し費用も全部彼がなにも言わずにポンと出してくれたんだよね。

　でも、お金が貯まったら、彼にその費用を全額返して、ここから引っ越そう。

　やっぱり身内でもない人にお世話になるのは申し訳ない。

　お金がないという理由で出ていけずにいる自分が情けなかった。

　ハーッと溜め息をついてパンプスを脱ぐと、バッグに入れておいたスマホが鳴った。

　スマホを取り出せば、恭吾さんからのライン。

【今日は八時には帰るよ。鍋、よろしく】

　もっと遅くなると思ったけど、意外に早い。

　なんか……このやり取り、新婚さんみたいだな。

　結婚……かあ。

　昔は当然するものと思ったけど、今はまったく考えられない。

　今年の春に当時付き合っていた彼と別れたばかりだから、恋愛をする気になれないのだ。原因は彼の浮気。

　今は恋よりも、どう自分の生活を立て直すかが大事。

　玄関の左手にあるリビングに入り、奥のキッチンで食材を冷蔵庫に入れる。

　業務用のような大きな冷蔵庫だけど、私が引っ越してきた時は冷凍食品とペットボトルの水、チョコしか入っていなかった。

　調味料や調理器具は揃そろっているのに、彼が料理をするのを見たことがない。

　恭吾さんは私が来るまでは、冷凍食品とチョコしか食べていなかったんじゃないだろうか。だから、私に家事を頼んだに違いない。

　棚を開けて土鍋を探していたら、玄関のインターフォンが鳴った。

　あっ、きっとクリーニング屋さんだ。

　昨日お願いした恭吾さんのスーツを届けてくれたのだろう。

　慌てて玄関に戻ってドアを開けると、そこにはクリーニング屋さんではなく恭吾さんがいた。

「なんだ。クリーニング屋さんじゃなかったか」

　あからさまにがっかりする私を見て、彼は目を細めた。

「こら。ちゃんとモニター確認しないと危ないよ」

　上司というより父のように注意する彼にテヘッと笑って謝る。

「ごめんなさい。恭吾さん、鍵は持っていかなかったんですか？」

　鍵があれば、インターフォンを鳴らさなくてもよかったはず。

「葵に出迎えてもらうのも楽しいかと思ってね。それより、いくらセキュリティーがしっかりしているマンションでも万全ではないよ。これからはちゃんと確認してから開けること。葵ってしっかりしているようで危なっかしいよね」

　こっちはこれから夕食の準備だっていうのに、思いつきで呼び出さないでほしいよ、まったく。

　ひょっとして私、ちゃんとお留守番できるか彼に試されてる？

「え～、恭吾さんには言われたくないですよ」

　声をあげて反論する私を見て彼はフッと微笑した。

「葵は女の子なんだからね。もっと警戒した方がいいよ。まあ、俺と同居してる時点でアウトだけど」

　私だって馬鹿じゃない。

　男性に対して多少の警戒心は持っている。

　だけど、恭吾さんに対しては逆に私がこの人の生活をどうにかしないとって使命感を抱いてしまうのよね。

　スーツのジャケットは脱いだらリビングのソファの上に放置だし、コーヒーカップはテーブルに置きっぱなしで洗わない。片付けが苦手なんだよ、きっと。

　でも、そのわりに家の中が綺麗に片付いているということは、日頃からちゃんと掃除がされていたわけで、前は家政婦さんでも雇っていたんだろうな。

「恭吾さんは路頭に迷いそうになった私を助けてくれたわけだし、夜オオカミに変身なんてしないですもん」

　彼が私を襲うなんてことはありえない。

　だって、この容姿だから、女性にすごくモテる。

　私に手を出す必要などないし、彼からはいやらしい雰囲気を感じない。

「その安心が危険って言っても無駄だろうな。葵は危機感ゼロで、お兄さんは心配だよ」

　恭吾さんは私をまじまじと見ながらそう呟いて、盛大な溜め息をついた。

　誰がお兄さんですか！　誰が。

　ひどく失礼なことを言われてるような気がするが、ここで言い返すと、長々とお説教されそうだ。スルーして話を変えよう。

「恭吾さん、土鍋ってどこですか？　今日は寄せ鍋にします」

「ああ。ごめん。使わないからキッチンの上の棚にしまっておいたんだ」

　コートを脱ぎながらリビングに向かう恭吾さんのあとをついていくと、彼はキッチンの棚の一番上を開けて、箱に入った土鍋とカセットコンロを取り出した。

「はい、これ」

「どうも。まだ新品じゃないですか。彼女と鍋とかしなかったんですか？」

　さりげなく恭吾さんの情報を聞き出そうとしたら、急に彼はうんざりしたような顔で答えた。

「家に女を呼びたいとは思わないな。くつろげない」

「あのう、私も女ですけど」

　そう突っ込むと、彼は私の頭をポンと叩いてからかった。

「葵は猫みたいなものだよ。だからうちで保護してる」

「ペットじゃないですよ！」

　プウッとむくれて恭吾さんの胸をドンと叩いたが、彼の返答に自分でも納得してしまった。

　そもそも私を異性と思っていたら、この同居は成立しない。

　恭吾さんは私を女として見ていないから手を出さないわけだし、私も彼を男として見ていないから変に意識しないでいられる。

　元彼といた時はかわいくしなきゃって気を張っていたけど、恭吾さんならスッピンを見られても全然平気。

　なんせ、出会った日にマスカラが落ちて目の周りがパンダみたいになっているひどい顔を見られたのだ。しかも、その化粧を恭吾さんが落としてくれたんだよね。

　私はその時、メンタルダウンしていたから。

「俺も着替えてくるけど、葵も着替えたら？」

　じーっと恭吾さんのネクタイを見てそんなことを考えていたら、彼にポンと頭を叩かれてハッとした。

「あっ、そうだった」

　まだ着替えてもいなかった。

　自分の寝室に行こうとしたら、インターフォンが鳴った。

「今度こそクリーニング屋さん！」

　大きく声をあげる私を見て彼がクスッと笑う。

「いいよ。俺が受け取るから」

「じゃあ、お願いしますね！」

　クリーニングは彼に任せて、寝室でモコモコ素材のトレーナーとショートパンツに着替え、次に洗面所でメイクを落とし、コンタクトレンズを外してメガネをかけた。

「あ～、これでやっと楽になった」

　鏡を見てにっこり微笑む私。

　それからキッチンに戻って、豆腐や春菊、白菜、椎しい茸たけを切って鍋の食材の準備をする。

　土鍋に出だ汁しを入れていたら、恭吾さんがライトグレーのルームウェアに着替えて戻ってきた。

「なにか手伝おうか？」

　彼に声をかけられ、「カセットコンロをテーブルに準備してもらえますか？　あと、お箸と小皿を並べてください」と早口で頼んだ。

「了解」と彼はにこやかに返事をし、鼻歌を歌いながら用意する。

「なんかすごくご機嫌ですね」

「うちで鍋って初めてだからテンション上がる。ひとり暮らしは気楽だけど、食事がわびしいからね」

「ああ、そうでしょうね」

　私もひとり暮らしの時は、スーパーでお惣そう菜ざいを買って適当に済ませていたなあ。

　鍋をコンロにセットし、たらの切り身や、エビ、豆腐、くずきり、白菜などの食材を入れて煮込む。

　六人掛けの長テーブルは普段ふたりだけで使っているとあまりに大きく感じるけれど、鍋をやるには広く使えて便利。

　皿を並べ終えた恭吾さんが椅子に座り、頬杖をついて私に目を向ける。

「葵って料理の手際がいいね」

「それは凝った料理は作らないからですよ。母にもっと習っておけばよかったなあ。お味み噌そ汁しるとか自分で作っても全然美味しく感じないんですよね。お袋の味にはまだ遠いって感じ」

「そう？　葵の作ったお味噌汁は美味しいよ。俺好みの味」

　不意打ちで褒められたものだから、ドキッとした。

　家族にだって美味しいなんて言われたことはない。しかも、恋人のように甘い目で見つめてくるから調子が狂う。

「き、恭吾さん、インスタントのお味噌汁でも美味しいって言いそう」

　照れ隠しにそんなことを言えば、彼はフッと微笑した。

「そう思うなら、葵は俺のことまだ全然わかってないね」

「え？」

　突っ込んで聞こうとしたら、鍋が煮立って……。

「ほら、できた。食べよう。美味しそうだよ。葵も座って」

　恭吾さんが優しく微笑む。

　私が着席すると、ふたりで鍋に舌した鼓つづみを打った。

「やっぱ冬は鍋ですね～。ヘルシーだし、身体もあったまる」

　ホクホク顔でエビを頬張る私を見て、恭吾さんが不思議そうな顔をする。

「あったまるって……ショートパンツ穿はいて言われてもねえ。寒いならもっとあったかい格好したら？」

「日中ストッキング穿いてたから楽になりたいんですよ。わかるでしょう？」

　同意を求めるも、彼は首を縦に振らない。

「ごめん。穿いたことないからわからないな。晶ならうんうん、頷くだろうけどね。実家でもそんな格好してるの？　お父さん、なにも言わない？」

「父は言いませんけど、三つ下の弟は、太い足出すなって言うんですよ」

　私がショートパンツ姿でくつろいでいると、おぞましいものでも見たかのように弟は顔を背けるのだ。

「弟くんに同情するよ」

　弟を憐あわれむ恭吾さんがわからない。

「なんでですか？　姉をけなすなんて許せない。小さい頃はいろいろお世話してあげたのに」

　うちは両親が共働きで、弟の面倒は私が見ていた。母が大きな病気をして入院した時だって、私がお弁当を作ってあげたのだ。

　この場にいない弟への不満を口にすると、恭吾さんは私をなだめた。

「けなしてるわけじゃないと思うよ。姉だって身近な異性だから意識するんじゃないかな？」

「はは……まさか。私は弟が短パン一枚で家の中を歩いていても気にしませんよ」

「女と男じゃあ違うのかもね。それか、葵が無頓着すぎるのか」

「なにげに失礼ですよ、恭吾さん」

　ギロッと睨みつけると、彼は笑いながら謝った。

「ハハッ。ごめん、ごめん。鍋の締めはなににする？」

「おじやのつもりでしたけど、そんなこと言うならナシにしようかな？」

　意地悪く言ったら、彼は妖あやしく目を光らせた。

「ふーん。食欲が満たされなかったら、俺なにするかわからないよ」

　その不気味な発言に身体がゾクリとする。

「な、なにするつもりなんですか？」

「葵のご家族に会社辞めたこと連絡しようかなあ？　まだ伝えてないんだよね？」

　人の弱点を確実につく彼。

　実は実家の両親に心配をかけたくなくて、前の会社を退職したことはまだ伝えていない。

「うっ、それは卑ひ怯きょうですよ！」

「だったら、おじや食べさせて」

　ニコッととびきりの笑顔を見せる彼に恨みがましい視線を向けた。

　いつもこんな感じで恭吾さんが私をいじるものだから、上司でこの家の主人なのにちっとも敬えない。




　食事を終え、ふたりで後片付けを済ませると、私、恭吾さんの順にお風呂に入り、リビングのソファでくつろぐ。

　ブランデーを飲みながら、私の横でチョコをパクッと頬張る彼。

　これで五個目。合計二千五百円也。

　値段も気になるけど、吹き出物ができるとか思わないのかな？

　いや、あれだけチョコを食べても恭吾さんの顔にぶつぶつはない。むしろ、毛穴もなく綺麗な肌をしている。

　なんて羨ましい。

　じっと見ていたら、私の視線を感じたのか、彼は気前よく言った。

「葵も遠慮せず食べていいんだよ」

「私はいいです。夜にチョコ食べるとすぐ顔に吹き出物ができるので。それにしても恭吾さん、明日裁判なのに余裕ですね。勝つ自信あるんですか？」

　彼を見ていると緊張感がまったくない。

「チョコ食べながらいろいろ考えてるんだよ。勝つためにね」

「私にはまったりしてるようにしか見えませんけど。まだ正一さん事務所にいるんじゃないですか？」

「いや、今日は帰らせたよ。彼、連日残業で疲れてるからね。あとは俺が明日法廷でどんな風に料理するか決めるだけ」

　ニヤリと不敵な笑みを浮かべる彼。

　この顔、勝つ気満々だ。

「料理なんてしないくせになに言ってるんですか」

　呆れ顔で返すが、内心ちょっと感心していた。

　なにも考えてないように見えて、ちゃんと部下のことも考えてるんだ。

　どうやらうちの事務所はブラック企業ではないらしい。

　前の会社の上司とは違うな。

　そんなことを思っていたら、彼は急に真剣な表情になった。

「ところで、さっきの話、葵からちゃんとご両親に伝えておいた方がいいよ。住所が変わったことも知らせていないんだろう？」

　その話題に罪悪感を覚えてチクッと胸が痛む。

「……はい」

　早く言わないといけないことは自分でもわかっている。でも、前の会社を解雇された経緯を伝えたら、絶対に親は群馬に戻ってこいと言うだろう。

　ただでさえ年末実家に帰ると、年が二十七ということもあって、親は早く結婚しろとうるさい。

　今まで頑張ってきたのに、群馬に逃げ帰って、親が選んだ相手と結婚させられるなんて嫌だ。

　ギュッと唇を噛かむ私に、恭吾さんは穏やかな目で告げた。

「先延ばしにしてると、もっと言いにくくなるよ」

「そうです……ね」

　わかっているけれど、勇気が出ない。

「大丈夫。なにかご両親に言われたら、俺が葵の味方になるから」

　私を勇気づける彼の言葉がちょっと嬉しい。

　こういう時の恭吾さんはすごく頼りになる。

「はい。ありがとうございます」

　私が礼を言うと、彼は壁時計に目をやった。

「もう十二時半過ぎか。そろそろ寝ようかな」

　おもむろにソファから立ち上がり、恭吾さんはリビングを出ていく。

　あっ、そういえば、彼のベッドのシーツを替えなきゃ。

　恭吾さんはシーツが清潔でないと眠れないそうで、毎日交換している。

　この家に引っ越してきた時、彼は『人はひと晩にコップ一杯分の汗をかくんだ。……汚れたシーツをそのままにしておくとダニやカビの温おん床しょうになる』と長々と語った。

　私、女だけどさすがに毎日はシーツ替えなかったよ。でも確かに、綺麗なシーツだと気持ちよく眠れるのよね。

　シーツもクリーニングに出しているから洗濯もアイロンがけも不要だし。

　慌てて恭吾さんの寝室に行くと、部屋は暗く、彼の姿はなかった。

　きっと洗面所で歯磨きをしているのだろう。

　電気をつけ、棚からクリーニング済みのシーツを出して、ベッドから取り外した古いシーツと取り替える。

「やっと終わった。シーツの交換って結構疲れるな」

　ベッドサイドでフーッと息をついたら、この部屋の主が現れた。

「おや、葵の方から夜よ這ばいしてくれるなんて嬉しいな」

　その楽しげな声を聞いてあたふたする。

「ち、違います！　シーツ交換してただけです！」

　つっかえながら反論してベッドから離れようとしたら、彼にトンと胸を押された。

　ストンとベッドに仰向けに倒れ込む私の身体。

「恭吾さん、ふざけるのもいい加減に……!?」

　パッと部屋の電気が消えて、激しく動揺する。

　え？　彼にこれから襲われるの？　本気？

　暗がりの中、恭吾さんの目がキラリと光って、心臓がバクバクしてきた。

　彼の顔が近づいてきて……。

　キスされる!?

　ギュッと目を閉じるが、恭吾さんはなにもしてこない。

　瞼まぶたに光を感じて恐る恐る目を開けたら、ベッドサイドの間接照明がつけられていて、彼が私に覆いかぶさってきた。

「き、恭吾さん、私になにをする気ですか？」

　嘘でしょう？

　この状況が信じられずそう問いかけると、彼はニコニコ顔で答えた。

「俺はなにもしないよ。やるのは葵」

「は？」

　ポカンとする私に彼は命じ、私の横にうつ伏せになる。

「マッサージして」

「はあ？　なんで私が？」

　気を取り直して尋ねると、彼はニヤリとした。

「忘れた？　夜こき使うってどういうことか教えてあげるってラインしたよね？」

「あっ、すっかり忘れてたあ」

　襲われるって一瞬でも勘違いした自分が恥ずかしい。でも、本当焦ったよ。

「背中の肩甲骨あたりからお願い」

　目を閉じて指示を出す彼に、いつもの調子が戻ってきた私は冷たく断った。

「やると言った覚えはありませんよ。そういうのは、プロのマッサージ師に頼めばいいじゃないですか！」

「あ～、やっぱり葵のご両親に電話しようか……!?」

「やります！　やらせていただきます！」

　この悪魔！

　心の中で毒づきながらマッサージを始める。

「葵、もうちょっと力入れて」

　恭吾さんの要求に、「はいはい。わかりました」と体重をかけて力いっぱい彼の背中を押していく。

「うん、気持ちいいよ、葵」

　それはよろしゅうございました。ホント、いいご身分ですね。

　怒りを込めてマッサージをしていたら、疲れていたせいか、十分ほどで瞼が重くなってきた。

　あー、このマッサージいつまで続けるの？

　なんだか……眠い。

「葵、手止まってない？」

　恭吾さんの声がして、意識が少しはっきりする。

「止まって……ない」

　そう返して、何度も目をしばたきながら彼の足裏を揉もむが、眠気は収まらない。視界がぼんやりして、身体から力が抜けていく。

「葵……寝てる？」

　また彼が声をかけてきたけれど、その声が遠く感じた。

「寝て……な……」

　ポツリと呟くが、もう目を開けていられなくなって……。

　そこで私の記憶がブチッと途切れた――。










彼女を拾った理由［恭吾 side］




　葵にマッサージを頼んだが、十分くらい経つと徐々に彼女の手から力が抜けていった。

「葵……寝てる？」

　うつ伏せのままそう問いかけたら、「寝て……な……」と彼女の声が聞こえて、ゴンとベッドの横の壁になにかがぶつかる音がした。

　その音に驚いて慌てて起き上がれば、葵が壁にもたれかかって寝ていた。

　メガネがずれている姿に自然と笑みがこぼれる。

　あどけないその寝顔。化粧をしていないと、まだ高校生くらいに見える。

　恐らく意識を失って壁に頭をぶつけたのだろうが、それでも目が覚めないなんて相当疲れているんだな。

　葵のメガネを外してサイドテーブルにのせ、俺のベッドに寝かせると、彼女の足の裏を念入りにマッサージした。

　しかし、彼女が起きる気配はない。

「無防備すぎるよ」

　半ば呆れながらも、葵がぐっすり眠っている姿を見て安あん堵どする。

　彼女と同居し始めた頃は魂が抜けたように放心していて、どうしたら元気になるかと心配したものだ。

　あの時、なぜ葵をここに連れてきたのだろう。

　仕事にしろ、住まいにしろ、俺が直接面倒を見なくても、他にいいところを紹介できたのにな。

　マッサージを終わらせて、葵の寝顔をじっと見る。

　今見ると、あの子とは全然似ていない。似ているのは腰までありそうな髪の長さだけ。

　でも、初めて葵を見かけた時、死んだはずのあの子に思えて放っておけなかった。

　あの日は晶と涼太とバーで飲んだ帰りで、駅前でタクシーを拾おうとしたら、葵がハーフコートを着た中年男に絡まれていた。

　彼女の姿を見て、八年前に自殺したあの子だと思った。

　あの子というのは、当時高校生だった、俺のクライアントのお嬢さん。

　死んだ人間が生き返るはずもない。

　頭ではわかっているのに、知らず足が勝手に動いて、男を止めに入った。

『警察を呼びますよ』

　中年男を見据えてそう警告する。

　俺の威圧的な態度を見てマズイと感じたのだろう。男は『いや、私はなにも……』と小声で呟き、俺と葵の前から逃げるように去っていった。

　時刻は午後十一時過ぎ。

　女の子がひとりでいるのは危ない時間帯。

『あの男も悪いが、君ももっと抵抗しないと。ホテルに連れ込まれるよ』

　葵に注意したら、無機質な声が返ってきた。

『……それでよかったのに』

　彼女の返答に一瞬耳を疑った。

『なんだって？』

　自分が恋人でもない男に抱かれても平気だと言うのか？

　正気とは思えなかった。

　そんな彼女の口から言葉が紡ぎ出される。

『今日突然会社を辞めさせられて……寮も出ていかなきゃいけないし、もう……どうなってもよかった』

　ああ……この子は自暴自棄になっているんだな。

『本気で言ってるのか？』

　葵の反応を確かめるためにそう尋ねれば、彼女は俺を無視して夢遊病者のように虚ろな目で歩き出す。

　その様子を見てとっさに彼女の腕を掴んだ。

　妙な胸騒ぎがしたんだ。

　この子も、あの子のように自殺してしまうのでは？　そんなの絶対にダメだ。

『ちょっと待った。そっちは歓楽街だよ』

『……別にどこでもいい』

　なんの感情もこもっていない声が俺の耳に届く。

『放っておいて。もう子供じゃないし、大丈夫だから』

　そんな青白い顔で『大丈夫』と言われても信じられるわけがない。

　屈んで葵と目を合わせようとしたら、彼女の目から涙が溢れた。

『だったらなぜ泣く？』

　葵の頬に触れて問えば、彼女は顔を上げて俺を見た。

『泣く？』

　彼女は不思議そうに俺に聞き返す。まるで小さな子供だ。

　そんな彼女を見て、自分が守らなければ……と強く思った。

『泣いているのも気づかないなんて馬鹿だな』

　半ば呆れるように言って葵を抱き寄せて胸を貸すも、その身体があまりに冷たくて驚いた。

　彼女は子供のように声をあげて泣く。

『ずっと……頑張ってきたのに……。私はなにも悪くないのに……。なのに……辞めさせられるなんて悔しい。……悔しいよ』

　そんな葵を見てちょっと安心した。

　さっきまではどこか儚げで、生気がなかったけど今は違う。

　俺に怒りをぶつけている。

　よくはわからないが、不当に解雇され、ショックだったんだろうな。

　だが、仕事がなくなっても、住むところを失っても、生きてさえいればいずれは見つかる。

『俺が仕事と住むところを用意してあげるよ。だから、もう泣くな』

　優しくなだめても葵は泣き続けていて、ひとりで帰すなんてできず、うちに連れてきた。

　泣いたせいで化粧が落ち、彼女の顔は目の周りが黒くなってひどい状態。

　男の気ままなひとり暮らしだから、化粧品なんてうちにはない。

『ちょっと座って待ってて』

　葵をリビングのソファに座らせ、近くのコンビニまで走るが、どの化粧品を買っていいのかわからない。とりあえず、目についたトラベル用の化粧セットとクレンジングシートを購入して家に戻った。

『これでメイク落としておいで』

　遠回しに化粧がすごいことになっていると伝えたつもりなのだが、コンビニ袋に入った化粧品をそのまま差し出しても、彼女は放心した様子で俺を見ようともしない。

　仕方がないので、買ってきたクレンジングシートを使って、俺が葵のメイクを落とす。

　彼女は人形のようにされるがまま。

　優しくするだけではダメなのかもしれない。今の彼女を見てそう思う。

　葵の顔が綺麗になると、ソファから立たせて、バスルームに連れていった。

　何時間駅前にいたのか知らないが、彼女の身体は冷え切っている。

　身体を温めないと。

『シャワーを浴びてあったまってくるといい』

　そう声をかけたが、彼女はなにも返事をせず突っ立ったまま。

　……これはダメだ。

　悪いとは思ったが、服を着たまま彼女をシャワーの下に立たせて、お湯を出す。

　すると、驚いた彼女が声をあげた。

『キャッ！　なにこれ！』

『なにってシャワーだよ。身体があったまるまで出てくるな』

　ニヤリとして命じれば、彼女は激昂した。

『なに考えてるんですか！　洋服がびちょびちょ！』

　どうやら俺の作戦は成功したらしい。ようやく姫が正気に戻ったようだ。

『ボーッとしていた君が悪い』

　ハハッと笑ってバスルームを出ると、寝室に部屋着を取りに行き、バスタオルと一緒に脱衣所のカゴに入れる。

『着替え、置いといた。男物でよければ下着も貸すけど』

　そんな軽口を叩けば、『下着はいりません！』と扉の向こうから全力で否定する声がした。

『遠慮しなくていいのに』

　フッと笑って呟くと、寝室で部屋着に着替えてリビングに戻る。

　いつものようにソファに座ってブランデーを飲みながらチョコを口にしていたら、お風呂から上がった葵がドタドタと音を立てて、ものすごい剣幕でリビングにやってきた。

『もう！　洋服濡れちゃったじゃないですか！』

　俺が貸した部屋着は彼女にはぶかぶかで、裾を何回も折っているが、その姿がかわいく思える。

『部屋着、意外と似合ってるね』

　葵の抗議をスルーしてニコリと微笑めば、彼女はキッと俺を睨みつけた。

『人の話聞いてます？　私の服が濡れて大変なことになっているんです！』

　キラリと光る彼女の目を見て安堵した。とても生き生きとしている。

　へえ、そんな風に怒ることもできるんだな。

『脱衣所の洗濯機自由に使っていいよ。クリーニングに出したければ、明日の朝、コンシェルジュに頼めばいい』

　何食わぬ顔で返すと、彼女はテーブルをドンと叩いた。

『それじゃすぐに帰れないでしょう！』

『解雇されたんだから、すぐに帰る必要はないんじゃない？　それに寮も追い出されるんだよね？　あっ、そうだ。寮の住所教えてよ。引っ越し業者手配するから』

　俺の質問に彼女はひどく慌てた。

『待ってください！　私はまだ引っ越すなんて言ってません！　それにどこに引っ越すって言うんですか！』

　そう疑問に思うのが正常な反応。

　ちゃんと言葉のキャッチボールができてるし、いい調子だ。駅前にいた時はまともな判断ができる状態じゃなかったから、俺にホイホイついてきたのだろう。

　だが、我に返ったところで彼女の窮状は変わらない。

『ここだよ。君に他に引っ越すあてがあれば別だけど。そもそも家を借りる資金とかあるの？』

　遠慮せずに経済的なことを聞くと、彼女は気まずそうに小声で答えた。

『……ありません』

『だったらどうするつもり？　ご両親に頼る？』

　少し厳しい口調で問えば、彼女は悔しそうにギュッと唇を噛んだ。

『……誰も頼れません』

　どうやら親に言えない事情があるようだ。

『うちには余っている部屋があるし、家事をやってくれるならタダで住んでもらって構わない。それに、さっきも言ったけど仕事も紹介しよう』

『仕事って……なんの仕事ですか？　夜のお仕事とかではないですよね？』

　不安そうに聞く彼女に、スマホを操作して、うちの法律事務所のホームページを見せた。

『俺は黒瀬恭吾。弁護士をしている。君には俺の秘書をやってもらいたい』

　俺の依頼に葵はキョトンとした顔で聞き返す。

『あなたの秘書……？』

『悪い話じゃないと思うよ。どうする？』

　葵に決断を迫ると、彼女は数秒俺の顔を観察するようにじっと見て言った。

『やります。それに……ご迷惑でなければ、ここに置いていただけるとありがたいです』

　急に態度を変え、深々と頭を下げる葵を見て小さく微笑する。

『決まりだ。そういえば、君の名前聞いてなかったな』

『朝比奈葵です』

　まさか今日女の子を拾うとは思ってもみなかった。

　人生なにが起こるかわからない。

『古風な名前だね。葵、今日からよろしく頼むよ』

　俺が挨拶すると、彼女はかしこまった様子で頭を下げた。

『こちらこそよろしくお願いします。早速ですが、洗濯機をお借りしてもいいでしょうか？』

『どうぞ。洗剤は適当に使って。あと、ついでに俺の分も洗ってくれる？　洗濯機の横のカゴに洗濯物が入ってるから。ここ最近忙しくて洗濯物溜まってたんだ』

　俺がそう言うと、彼女は呆あっ気けに取られた顔をした。

『え？　あなたの分も？』

『なにか問題ある？　家事をする条件だったよね？』

　故意に意地悪く言うと、彼女はムッとした顔で返事をした。

『わかりました、ご主人様！』

　鼻息荒く彼女はリビングを出ていく。

『相当怒ってるな』

　でも、元気がないより全然いい。

　彼女がいなくなると、クスッと笑った。

　優しくするよりも意地悪な方が今の彼女には効果がある。

『これから楽しくなりそうだ』

　その日から俺と彼女の同居生活が始まった。




　翌日には葵の寮を引き払い、彼女を法律事務所の面々に紹介して受け入れてもらった。

『彼女は朝比奈葵さん。今日から俺の秘書をしてもらうことになったのでよろしく』

　担当の秘書がついたのは、事務所では俺だけ。

　今までは、代表のお嬢さんの萌も音ねちゃんが事務所を手伝ってくれていたし、パラリーガルの正一さんが雑務もこなしていたから、秘書なんて必要ないと思っていた。

　しかし、葵がいることで正一さんの負担が減って、彼は法務事務に専念できる。

　それに、葵は以前も秘書をしていたのか、業務に慣れていて使える人材だ。

　代表の宗一郎さんは、『いい子見つけてきたね。女の子だし、うちの事務所が明るくなっていいよ』と葵のことを褒めていた。

　確かに、オフィスの空気が変わったように思う。

　なんて言ったらいいのだろう。

　彼女がいるとオフィスにかわいい花が咲いたかのようで、心が和む。

　仕事もテキパキこなす彼女がどうして前の会社を突然辞めさせられたのか。

　外資なら突然解雇されることも頻繁にあるけど、彼女がいたのは国内の大手電気機器メーカー。

　なにか理由がありそうだが、俺から詳細は聞かないことにした。

　彼女は自分の生活を立て直そうと頑張っている。今はつらい過去のことなど忘れてほしい。

「おやすみ、葵」

　彼女にそっと布団をかけてやると、間接照明を消して寝室を後にし、書斎でしばらく仕事をした。










ボスは無敵




　ピピッ、ピピッ、ピピッと聞き覚えのない目覚まし時計の音がする。

　いつもと違う……。なんでだろう？

　違和感をなんとなく覚えながら、目を閉じたまま手探りで目覚まし時計を探す。

　すると、なにか温かい物体にぶつかった。

　ん？　あれ？

　なにか変だと思って目を開ければ、隣に恭吾さんがいて、目ん玉が飛び出そうなくらい驚いた。

　え？　ええ～？　どうして彼が横に!?

　恭吾さんは手を伸ばしてベッド棚に置いてある黒い目覚まし時計を止めると、私に目を向けて爽さわやかに微笑む。

「葵、おはよう」

「……おはようございます」

　条件反射で挨拶を返すも、頭の中は混乱していた。

　ここは私の寝室じゃない。恭吾さんの寝室。

　私……どうしてここで寝てるの!?

　恭吾さんがベッドを出てカーテンを開けるが、彼がパンツしか穿いていなくてギョッとした。

　だが、衝撃的なのはそれだけではなかった。

　私も……ブラとショーツしか身につけていない。

　青ざめながら、布団を身体に巻きつける。

　え～、なんで～？　なにがあったの？

　心臓がバクバクしてきた。

　昨夜は恭吾さんに言われてマッサージしてて……それで……あれ？

　ん？　ん？　う……そ。その後の記憶が……ない!?

「なんで私も恭吾さんも下着姿なの？　ただ寝ただけなら、服を着ているはず……」

　まさかと思うけど、私……恭吾さんと身体を重ねた……とか？

　思わず声に出してしまった私の問いに、恭吾さんがどこかもったいぶった口調で答えた。

「さあ？　葵の身体が熱かったから、知らないうちに俺も葵も脱いだのかもね」

　彼の回答にさらなる衝撃を受けた。

　私の身体が熱かった？　それってやっぱり……彼と寝たってこと？

　ショックで言葉が出ない私を恭吾さんはおもしろそうに眺める。

「なに急に黙り込んでるの？　ひょっとして俺と情熱的な一夜を過ごしたって誤解してる？」

　彼の言葉に思わずポカンとした。

　誤解？

「え？　なにもなかったんですか？」

　わけがわからず聞き返すと、彼は楽しそうに目を光らせた。

「期待させて悪いけど、昨日はなにもなかったよ。マッサージの途中に葵が寝て、俺はその後仕事してたんだけど、ベッドに入ったのが夜中の三時で、葵を運ぶ気力がなくて一緒に寝ちゃったんだ」

「き、期待なんかしてません！」

　うろたえながら言い返したら、彼はフッと笑った。

「ふーん。でも、動揺しまくりだね、葵」

「そりゃあ、朝目覚めたら恭吾さんの寝室だし、恭吾さんも私も下着姿なんですもん。は、早くなにか着てくださいよ」

　とびきりの美形がパンツ一枚で目の前にいる。

　その身体はジムで鍛えているのか筋肉がほどよくついて均整がとれていて、まぶしく見えた。

　セクシーって言葉がぴったりで、目に毒だよ。

　うちの弟はもっとガリガリでウエストも私より細いんじゃないかと思うくらいひょろっとしていて……。でも、恭吾さんは弟とは全然違う。

「どうして？　ここ俺の家だけど」

　彼は私をじっと見るばかりで服を着てくれない。

「もうなんでもいいから着てください！」

　叫ぶように言うと、彼はハハッと笑いながら床に落ちていた部屋着を着て寝室を出ていった。

　バタンとドアが閉まると、ハーッと息をつく。

「あー、滅茶苦茶ビックリした～」

　冷静に考えてみたら、身体にはなにも異変がないし、ただ知らない間に服を脱いだってだけで、雑ざ魚こ寝ねしていたようなものだ。

　それに、下着姿の私を見ても手を出さないってことは、恭吾さんは私には欲情しないってことなんだと思う……って今、何時？

　恭吾さんが止めた目覚まし時計に目を向けるが、文字がぼやけてよく見えない。

「あれ？　メガネどこ？」

　周囲を探したら、ベッド横のサイドテーブルに置いてあった。

　メガネをかけて時計を確認すると、午前八時過ぎ。

　仕事は九時から。

　ドア・ツー・ドアで十五分でオフィスに着くといっても、朝食の準備もあるし、ボーッとしている場合じゃない。

　すぐにベッドを抜け出し、床に落ちてクシャクシャになった部屋着を身につけて洗面所に行くと、彼が歯磨きを終えた後だった。

　私を見て恭吾さんがクスッと笑う。

「葵、よく顔洗った方がいいよ。よだれのあとがついてるから。美味しい食べ物の夢でも見た？」

　その発言にポカンとする私を置いて、彼は洗面所を出ていく。

　ハッと我に返って鏡をよく見てみたら、うっすらよだれのあとがついていた。

「いや～！」

　そりゃあ、よだれがついた女なんか襲う気にはならないよね。

　いや、そもそも女と思われていないかも。

　下着姿であったことより、よだれのあとを見られたことの方がダメージが大きい。

　洗顔と歯磨きを済ませてコンタクトをつけると、リビングに向かい、朝食の準備をする。

　昨日ご飯を炊き忘れたから今日はパンだ。

　目玉焼きとソーセージを焼いてダイニングテーブルに並べていたら、スーツに着替えた恭吾さんが現れた。

「飲み物、コーヒーにします？」

　そう尋ねると、彼は普通ではありえない注文をつける。

「うん。砂糖の代わりにチョコつけといて」

　この返答にも少し慣れてきて、淡々と返す私。

「はいはい」

　あくまでも、彼のゲン担ぎはチョコ一択らしい。

　朝からチョコというのが、この人の日常なのね。

「今朝はトースト一枚かと思ったけど、ちゃんとおかずも作ったんだ。偉いよ、葵」

　穏やかな声で言って席につく彼。

　皮肉に聞こえてしまうのは、今日は寝坊してマズッたと思っているからだろうか。

「あー、ごめんなさい。明日はちゃんと早く起きて作ります！」

　手を合わせて謝れば、彼はフッと微笑した。

「明日の朝食、なにが出てくるか楽しみだなあ」

　この男は～！

　フライ返しを持った手がブルブルと震える。

　恭吾さんに恨みがましい視線を向けていたら、彼はしれっとした顔で言った。

「葵も早く食べたら？　遅刻するよ」

　あ～、そうだった。時間がない！

　壁時計を見れば、もう八時半過ぎだった。

　コーヒーとサラダを用意してテーブルに置くと、自分も席に座り、いただきますをして無言で食べる。

「葵、よく噛まないと消化に悪いよ」

　母のように恭吾さんが言うがスルーした。彼に構っている余裕はない。

　恭吾さんとの同居がバレたくないのもあるけど、秘書として朝オフィスを掃除するため、彼より十分早くマンションを出ないといけないのだ。

　五分で食べ終わると、シンクに皿を置く。

　そして、自分の寝室でグレーのロングニットワンピースに着替えてコートを羽織り、「行ってきます！」と慌ただしく出勤した。

　もう時間がないから、事務所までダッシュだ。

　昨日デパ地下を歩き回って足は筋肉痛のはずなのに、違和感なく走れる。というか、足が軽い。

　そんなことを考えながら走っていたら、背後から大きな靴音が迫ってくるのに気づいた。

　どうやら私の他にも遅刻しそうになって走っている人がいるらしい。

　私と同じで寝坊したのかな？

　クスッと笑ってそのまま走っていると、ようやく事務所があるビルが見えてきて、その入口で涼太さんに会った。

「おはようございます！」

　慌てている私の勢いに気け圧おされるように、彼は少し驚いた顔で返す。

「お、おう」

　それから彼は私の背後をじっと見て、「なあ、あのスーツ着た奴って知り合いか？」と耳打ちしてきた。

「へ？」

　首を傾げて振り返るも、スーツ姿のサラリーマンが何人も歩いていて、誰のことだかわからない。

「知り合いなんていませんよ。それにスーツ着ている人なんてたくさんいますけど？」

　戸惑いながら答えたら、彼は少し怪け訝げんな顔をして小さく頭を振った。

「気のせいだったかな。なんでもない」

　変な涼太さん。寝ぼけているのかな？

　まだボーッと突っ立っている彼を置いて足早にビルの中に入れば、代表のひとり娘の萌音ちゃんがエレベーターを待っていた。

　小柄でミルクティーブラウンのミディアムヘアの彼女は私よりふたつ下で、人懐っこくてかわいい。

　うちで庶務を担当している萌音ちゃんとは、事務所に入ってすぐに仲良くなった。

「萌音ちゃん、おはよう！」

　息せき切りながら挨拶すると、彼女は私を見てお日様のように微笑んだ。

「葵さん、おはようございます」

　萌音ちゃんとエレベーターに乗り、事務所のある五階で降りる。

　すると、彼女がまじまじと私を見た。

「あれ、葵さん、今日はひょっとしてスッピンですか？」

　彼女の言葉に固まる私。

「あっ、寝坊して……化粧忘れた」

　やっぱりなにもなかったとはいえ、朝、恭吾さんのベッドにいたのがショックだったのかもしれない。

「ああ、なるほど。寝坊したからなんですね。でも、スッピンも美人だから全然いいじゃないですか」

「それはダメだよ。突然の来客だってあるし……」

　社会人としては失格だ。今日は朝からダメダメだわ。

　萌音ちゃんとエレベーターの前で話していたら、晶さんがやってきて腕を掴まれた。

「あら、葵ちゃん今日スッピンなの？　それもかわいくていいけど、私の部屋にいらっしゃい。特別にメイクしてあげるわ」

「え？　いや……いいで……!?」

　断ろうとしたけど、強引に手を引かれ、そのまま彼女……じゃなかった彼の執務室に連れていかれる。

　やっぱり男の人だな。手が大きい。

「さあ、そこの椅子に座って。綺麗にしてあげる」

　応接セットを指差し、美しく微笑む彼。

　断るのは無理そう。

　大人しく椅子に座ると、晶さんはブランド物のメイクボックスを取り出した。

　職場にメイクボックスを置いてるなんて、前の会社の秘書室でも見かけなかったよ。男の人なのに美意識高い。

　それにしても、恭吾さんはオフィスにマイ冷蔵庫で、晶さんはメイクボックス。

　ここの弁護士さんたちは、なかなか個性的だ。

　晶さんが、メイクボックスを開けると、高価なデパコスが綺麗に並んでいた。

「わー、この口紅、『マドモアゼル』のクリスマスコスメだあ。いいなあ。それに、『アールケー』の秋冬の新色口紅も全色ある！　ファンデもいろいろ揃ってるし、すごい！」

　思わず目をキラキラさせながらはしゃぐ私。

　この中にある化粧品だけでひと財産使っているはず。

　さすが弁護士さんはリッチだなあ。

「葵ちゃんは、色白ねえ。肌も綺麗だわ」

　晶さんは手慣れた感じでひと瓶数万円もする美容液を私につけながら羨ましそうに言う。

「もう十代じゃないんで、ピチピチじゃないですけど」

　ハハッと笑いながらそう返せば、彼は顔をしかめた。

「なに言ってんの。三十過ぎるとシミとかシワができてきて大変なのよ」

「でも、晶さん、どっちもないですよ」

　真顔で言ったら、晶さんはにっこり微笑んだ。

「葵ちゃん、いい子ね。今度、美味しいフレンチご馳走してあげるわ」

「晶さんならいい店たくさん知ってそう」

「期待していいわよ。葵ちゃんは目がくっきり二重だから、ナチュラルな仕上げにするわね」

　晶さんは私の顔に手早く下地とファンデーションを塗ると、アイメイクを始めた。

　彼の表情は真剣だ。

　その顔をまじまじと見て思う。

　……髭がないな。永久脱毛したのだろうか？

　気になるから聞きたいけれど、この話題は彼にはタブーな気がする。

「仕上げは口紅。いつも葵ちゃんはピンク系だけど、たまには深紅もいいかも」

　彼がリップペンシルで唇の輪郭を描いて、リップブラシを使って口紅を塗ろうとしたその時、ドアが開いて恭吾さんが入ってきた。

「晶、俺の秘書を拉ら致ちしてなにやってんの？」

　スーッと目を細めて恭吾さんが見据えると、晶さんは何食わぬ顔で返した。

「見てわからない？　メイクよ」

「その化粧道具って新品？」

　恭吾さんが晶さんのリップブラシに目を向ける。

「いいえ。私の愛用品よ」

　晶さんが少しムッとしながら答えると、恭吾さんは冷ややかな視線を向けた。

「やめてくれないかな。葵が汚れる」

「なによ、失礼ね」

　ギロッと晶さんが睨むも、恭吾さんは相手にしない。

「葵、こいつはこんな格好してても男なんだから、忘れちゃダメだよ。男が使った口紅とか使いたくないだろ。行くよ」

　恭吾さんが私の手を掴んで椅子から立たせ、歩き出す。

「えー、でも口紅まだ塗ってない」

　行くのを渋って立ち止まるが、彼は私の手を強く引いた。

「口紅くらい自分の持ってるよね？」

「そりゃあ持ってますけど……」

　マドモアゼルの新色口紅、試してみたかったなあ。

　私と彼のやり取りを見ていた晶さんが恭吾さんに向かってなにかを投げた。

　恭吾さんはすぐに反応して受け取ると、手のひらを広げて確認する。

　その手にあったのはマドモアゼルのクリスマスコスメの口紅。

「それ、新品だから恭ちゃんが塗ってあげれば？　葵ちゃんにあげるわ。恭ちゃんて、意外に過保護だったのね」

　ニヤリとする晶さんに恭吾さんは「お前は同僚でも襲うからな」とフッと笑って、私を連れて私たちのオフィスに向かう。

「もう恭吾さん、大丈夫ですよ。口紅くらい。晶さんは女性より女性らしいじゃないですか」

「あいつ、空手でインハイ優勝してるって知ってた？」

　恭吾さんに聞かれるが、晶さんが空手をしている姿が想像できない。

「えーと、女子の部じゃなくて……？」

　自分でも違うと思ったが、あえて確認してみた。

「男子の部だよ。女のふりして女の子の警戒心をなくさせてるんだよ。だから、葵はもっと用心しないとダメ。それより口紅を塗らないとね」

　恭吾さんは口紅のキャップを外し、私の顎をクイと掴んで顔を近づける。

　彼の顔がドアップで目に飛び込んできてドキッとした。

　晶さんにしてもらった時はこんなに顔が近づいてもなんとも思わなかったのに、なんで？

「ち、ちょ、恭吾さん、私が自分で塗るからいいですよ」

　恭吾さんと距離を取ろうとするも、彼は楽しげに笑った。

「いいから。俺、結構器用だよ」

　そういう問題じゃない。なんだか息苦しい。

　彼の顔が目の前にあるから、どう呼吸していいのかわからなくなった。

　彼が私の唇にゆっくりとルージュを引く。

　それだけのことなのに、何分もかかっているような気がする。

　彼が私を見てどこか謎めいた表情で言った。

「綺麗だ」

　きっと口紅の色を褒めたのだろう……そう思うのに、心臓がトクンと跳ねる。

　まるで金縛りにあったかのようになにも言えずに恭吾さんを見つめていたら、正一さんが現れた。

「おはようございます……って、取り込み中でした？」

　私と恭吾さんを見てあたふたする声でハッと我に返った。

「違います！　ちょっと今日寝坊してメイクする時間がなくて……それでその……」

　慌てて言い訳をするが、言葉が続かないでいると、恭吾さんがすかさず説明した。

「俺が口紅を塗ってあげたんだよ。一度塗ってみたくてね」

「ああ。なるほど。男ならそういう願望ありますよね。僕のキャラじゃ引かれますけど」

　正一さんが自虐的にハハッと笑う。

　いや、美形だからってなんでも許されるわけではない。

「き、恭吾さんでも引きます！　そういうのは恋人にしてください！　セクハラで訴えますよ」

　うろたえながらも恭吾さんをキッと睨みつければ、彼は不敵な笑みを浮かべた。

「俺に法廷で勝てると思う？　無理だよ。まあ、法廷で戦う前に、裁判所が葵の訴えを退けるだろうね。一緒に住ん……!?」

「わー、わー、ぎゃー！」

　同居をまたバラそうとする恭吾さんの口を慌てて押さえたら、正一さんが目をパチクリさせた。

「葵さん、どうしたんですか？」

「あの……変な虫が飛んでて恭吾さんの口に入りそうだったから」

　恭吾さんの口を押さえたまま答えたら、正一さんはオフィスの中をゆっくりと見回した。

「どっかから入ってきたのかなあ。えーと、殺虫剤どこだっけ？」

　戸棚を開けて殺虫剤を探し始める正一さん。

　とりあえず彼の注意が他に逸れてホッとするが、おもしろそうに私を見ている恭吾さんと目が合った。

「葵、隠し事っていつかバレるものだよ」

　私に顔を近づけて声を潜めると、彼は私の手に口紅を握らせる。

　この人は～！

　じっとりと恭吾さんを見ても、彼は気にする様子もなく、デスクの引き出しからファイルを取り出して、正一さんに目を向けた。

「月つき島しま工業さんが見える前に打ち合わせしておきましょう」

　もうその顔は敏腕弁護士そのもの。

　クライアントが二十億円もの賠償請求をされて、今日法廷で争うっていうのに、気負いはなく、自然体。

　胸につけている弁護士バッジが輝いて見える。

　きっと今日の裁判、勝つんだろうな。

　彼の表情からは絶対の自信がうかがえる。

　前に正一さんから聞いたけど、恭吾さんは弁護士になってから一度も敗訴していないらしい。

「葵、ミーティングルームにコーヒーふたつ頼むよ。あと……」

「チョコもつけるんですよね？」

　恭吾さんの言葉を遮って言えば、彼は私の目を見て楽しげに微笑んだ。

「うん。葵も俺のことわかってきたね」




　その日の夕方、地検に行っていた恭吾さんからラインが届いた。

【今日は夕飯はいらないよ。事務所のみんなで食べに行くから葵も予定空けておいて】

　そのメッセージを見て笑みがこぼれる。

　どうやら裁判に勝ったらしい。

　私のボスはやっぱり無敵のようだ。










キスマーク［恭吾 side］




「皆さんは同級生だって聞いてますけど、高校が一緒だったんですか？」

　葵がテーブルの上に置いた手を組んで質問すると、晶がにこやかに答えた。

「みんな幼稚舎から一緒なのよ。まさか大人になっても同じ職場で働くとは思わなかったわ」

　俺と晶と涼太と、そして葵の四人は、裁判で勝ったお祝いに焼き肉を食べた後、バーにやってきた。

　テーブル席に俺と葵が並んで座り、その対面に涼太と晶がいる。

「幼稚舎ってことは、幼馴染じゃないですか。それに私立ですよね？　みんないいとこのお坊ちゃんなんだあ。晶さんはいつから女装するようになったんですか？」

　葵が晶に目を向けて聞いたが、答えたのは涼太だった。

「確か高校の文化祭じゃなかったっけ？」

　涼太の言葉に、俺は当時のことを懐かしみながら頷く。

「ああ。晶が女子にウエディングドレスを着せられて、男子が本物の女子と勘違いしたんだ。あの時は楽しかったよ」

「そうよ。あの快感は忘れられないわ。女じゃないって見抜いたのは恭ちゃんと涼ちゃんだけよ」

　少し悔しそうな顔をする晶を見てフッと笑う。

「晶は女の子と比べるとゴツイからね。一目でわかるよ」

　一方、涼太は晶に冷ややかな視線を投げた。

「俺はお前に抱きつかれて悪寒がした」

「お化けじゃないわよ、私」

　晶は涼太を見据え、口を尖らせる。

　そんな俺たちのやり取りを見ていた葵は羨ましそうな顔をした。

「ホント、三人とも仲がいい。素敵な関係ですね、うふふ」

「こんなくされ縁、早く切りたいがな」

　涼太が晶を見て吐き捨てるように言えば、晶は涼太の胸を軽くつついた。

「もう、涼ちゃんはいつもつれないんだから」

「涼太の気持ち、俺はよくわかるよ」

　ニヤリとして晶をいじる俺に、「もう恭ちゃん！」と彼はムッとした。

「すみませーん！　キールロワイヤルお願いします」

　突然横にいる葵が声を張り上げ、呆気に取られる。

「葵、それで三杯目だけど大丈夫なの？」

　どの程度お酒が飲めるかわからなくて確認すると、彼女は空になったグラスをもてあそびながら返した。

「だってカクテル美味しいんだもん」

　まるで子供のような口調。

　葵、酔ってないか？

　晶も同じことを思ったのか、前にいる葵に尋ねる。

「葵ちゃん、そんなに飲んでひとりで帰れるの？　家はどこ？」

「前の会社にいた時は代よ々よ木ぎの独身寮に入っていたんですけど～、今は事務所の近くれすよ～」

　お酒が入ってご機嫌の葵は、ニコニコ顔で答える。

　彼女のこの発言で確信した。

　これはかなり酔っているな。

　今朝の一件で少しは男に対して警戒心を持つと思ったのだが、どうやら彼女は全然懲りていないらしい。

「事務所の近くって赤坂ってこと？　葵ちゃんて実は社長令嬢とか？」

　葵の返答に少し驚いた晶が突っ込んで聞く。

「そんなんじゃないれすよ。父はサラリーマンだし、群馬の田舎から出てきたごく普通の女の子れす～」

　そう言って今度はカクテルのコースターを転がして遊びだした葵。

　晶は葵の回答に眉根を寄せた。

「じゃあ、なんで赤坂に住めるの？　普通のＯＬが赤坂になんか住まないわよ」

　晶に突っ込まれて、葵はヘラヘラしながら説明する。

「それはれすねえ、恭吾さんのお家に居候してる……ひっく……かられすよ。もう恭吾さん、家でもチョコばっか食べて～。家事も苦手みたいで全然しないし、困ったお子ちゃまれす！」

　葵はここぞとばかりに俺のことを愚痴り、バーの店員が持ってきたカクテルを口にする。

　あーあ、同居のことをバラしちゃっていいのかな、葵？

　晶と涼太は彼女の話に驚いて、俺の顔をじっと見た。

「ちょっとどういうことよ、恭ちゃん！」

「彼女と一緒に住んでるって本当なのか、恭吾？」

　ふたりに問われ、彼らの目を見てにこやかに答えた。

「ああ。葵と一緒に住んでるよ」

　内緒にしたがっていたのは葵であって、俺は隠すつもりはない。

　チラリと葵に目をやれば、その目はトロンとしていて今にも寝そうだ。

「恭吾さんは、夜も私をこき使うんですよ～。もう身体がもたな……い」

　俺への文句を口にして、葵はテーブルに突っ伏す。そして、すぐに寝息が聞こえてきた。

　やっぱり飲みすぎだ。

　葵の肩に彼女のコートをかけたら、涼太と晶から強い視線を感じた。

「お前、恋人だからってやっていいことと悪いことがあるぞ。もうちょっと自分の欲望を抑えろよ」

　どうやら俺が毎晩彼女の身体を激しく求めていると勘違いしたらしい。

　涼太が厳しい目で俺を責めるが、穏やかに返した。

「変な誤解するなよ。彼女は恋人じゃないし、キスもしていない。うちにタダで住む代わりに、家事を頼んでいるだけだ」

　そんな俺の発言が信じられないのか、晶はスーッと目を細めた。

「恭ちゃん、あんた、いつからそんな善人になったのよ。なにか魂こん胆たんがあるんじゃないの？　家事だって完璧にできるでしょう？」

　そう、俺は料理も掃除もどちらかといえば得意だ。

「葵に居場所を作ってあげたかったんだ。ここだけの話だが、彼女、前の会社を急に辞めさせられて、行き場を失っていてね」

　葵のプライバシーに関わることだから話すのをためらったが、ふたりにも事情を知っていてもらいたくてあえて教えた。

「だからってどうして恭ちゃんが引き取ったの？　彼女のことを頼める人間なんていっぱいいるでしょう？」

　晶の質問にグラスの中の氷をじっと見つめながら答える。

「自殺して亡くなったクライアントのお嬢さんに似てたんだ」

　俺の返答に、晶と涼太は「ああ」と静かに頷く。

「お前、まだ引きずってんの？」

　涼太に聞かれ、俺は後悔の念に駆られながら言った。

「目の前でマンションの屋上から飛び降りるところを見たんだ。一生忘れないよ」

　当時の俺は、怖いものなんてないと思っていた。

　――八年前、電車内での痴漢事件の加害者の弁護人として俺は呼ばれた。

　加害者の男性は五十代の建設会社の部長。

　被害者は中学三年生の女の子。

　男性の話では、車内で痴漢行為は行っていないという。

　だが、この種の事件では裁判になれば男性側が敗訴するケースが多く、世間に名前を知られて家族も苦しみ、社会的にも大きなダメージを受ける。

　そこで俺は示談での解決をクライアントに提案した。

　俺もクライアントの言葉を信じてはいたが、裁判で戦うのは不利だと考えたからだ。被害を最小限にとどめるには、お金を払い示談に持ち込むのがいいと思った。

　クライアントもそれで納得し、被害者家族と交渉して百万円の示談金を払って解決した。

　それで一件落着したはずだったのだが、示談成立後に新たな事件が起こった。

　それは、被害者側の女の子によるクライアントのお嬢さんへのいじめ。

　痴漢事件発生時、ふたりは別々の中学に通っていて互いに顔も知らなかった。

　だが、示談成立後の四月に偶然同じ高校に入学し、不運にも同じクラスになった。

　被害者側の女の子が、痴漢事件の加害者の娘が同じクラスにいることに気づき、クラスメイトにそのことを吹聴して、いじめに発展。

　そして、クリスマス前にクライアントのお嬢さんは自殺した。

　それは、俺に直接は関係のない事件ではある。だが、俺がもっと周囲の状況を考えて慎重にことを進めていたら、起きなかったかもしれない。

　時間を巻き戻せたら……と何度願っただろう。

「私が恭ちゃんでもあのケースだったら示談を勧めてたわ。恭ちゃんのせいじゃないわよ」

　晶は真剣な顔で慰めるが、俺の心は少しも軽くならない。

「結果的にあの子は死んだ。もう戻ってこない」

　俺はグラスに残っていたウイスキーを一気に飲み干す。

「で、罪滅ぼしに葵ちゃんを拾ったってことか。だが、彼女は亡くなった女の子ではないんだぞ」

　涼太は眠っている葵にチラリと目を向けると、俺に視線を戻した。

「わかってる。でも、初めて葵を見た時、今にも消えてしまいそうな顔をしてたんだ。今度こそ自分の手で救ってやりたかったんだよ」

　俺がそう説明すると、晶が質問してきた。

「葵ちゃん、前は電気機器メーカーの丸岩にいたのよね？　どうして辞めさせられたの？　明るくて仕事もできるいい子じゃない。会社だって業績不振なわけじゃないし」

「理由は聞いてない。いつか葵から話してくれるのを待っているんだ」

　俺の話を聞いて晶は納得顔で相あい槌づちを打つ。

「なるほどね。うちに来た時の彼女、確かに生気がなかったわよね。本人から聞き出せる雰囲気じゃない……か。私がちょっと調べてあげるわ。恭ちゃんが動くと葵ちゃんにバレるかもしれないから」

「晶にしてはやけに気前がいいじゃないか」

　クスッと笑うと、晶は穏やかな目で返した。

「こんないい子なんだもの。気になるのよ」

「お前がなんの見返りも求めずに動くかねえ？」

　涼太が突っ込めば、晶はニヤリとして俺を見た。

「ふふ。クリスマスに『ＳエスＲアール』の新作バッグで手を打つわよ」

　ＳＲはレザーアクセサリーで有名なフランスの高級ブランドで、バッグは安いものでも五十万円はする。

「自分の彼氏に買ってもらえば？」

　晶を軽くあしらったら、彼はさほど落ち込んだ様子もなく答えた。

「最近別れたのよ。もう男はやめて、葵ちゃんに乗り換えようかしら？　彼女かわいいし」

　晶が我が物顔で葵の頭をよしよしと撫なでるので、その手を力いっぱい叩はたいた。

「痛～！　ちょっとなにするのよ！」

　叩かれた手を押さえて俺に抗議する晶に、フッと笑って謝る。

「悪い。変なハエがお前の手に止まっているように見えたから」

　それは嘘。本当は晶が葵に触れるのを見てイラッとしたのだ。

「恭ちゃんの目、おかしいんじゃないの？　それとも他の理由かしらね？　私が葵ちゃんに近づくと必ず邪魔するじゃない？」

　俺のじっと見据える晶の目が悪いた戯ずらっぽく光る。

　確かに、彼が葵に絡んでいるのを見るとおもしろくない。だが、それを正直に言えば、こいつにいいようにいじられるだろう。

「葵は俺の秘書だし、うちで預かっているから悪い虫がつくと困るんだよ」

　当たり障りのない言葉を口にすると、晶は肩をすくめた。

「私を害虫扱いするなんてひどい親友ね」

「いや、むしろ指摘してやったんだから優しいだろ？　俺たちは帰るよ。葵も早くベッドで寝たいだろうし」

　晶にそう言い返して胸ポケットから財布を取り出そうとしたら、涼太に止められた。

「いらない。お前のお祝いだからな。……それより、俺の勘違いかもしれないが、彼女、男にあとをつけられているかもしれない。注意した方がいい」

　葵に目を向けながら忠告する涼太の話に眉根を寄せた。

「男って……どういう風ふう貌ぼうの？」

　もっと情報を求めれば、彼はさほど考えずに説明する。

「顔ははっきり見なかったが、スーツを着た若いサラリーマンだった。今朝出勤してきた時に、彼女の背後にいたんだ。すぐにいなくなったがな」

「若いサラリーマン……ね。気をつけるよ。葵、帰るよ」

　涼太に向かって微笑むと、葵に優しく声をかけた。

「……ん？　恭吾さん……今は……チョコ……買いに行けませんよ」

　ムクッと顔を上げる葵。

　だが、目の焦点が定まらずボーッとしている。

「はいはい。わかってるよ。しっかり立って」

　葵に手を貸して立たせると、涼太と晶に「じゃあ、また明日」と挨拶して店を後にした。

　店の前でタクシーを呼ぼうとスマホを取り出したら、誰かの視線を感じた。

　辺りを見回すが、それらしい人影はない。

　気のせいか？

「恭吾さん……もう立てない」

　葵がしゃがみ込んだので、慌ててタクシーを呼んだ。

「ほら、葵、乗って」

　彼女と一緒にタクシーに乗り、運転手に行き先を告げると、葵が俺に寄りかかってきた。

　もう隙だらけ。この状態なら容易にホテルに連れ込める。

　半ば呆れながらも、彼女の身体を倒して膝枕した。

「……あったかい」

　居心地よさそうに至福の笑みを浮かべる彼女。

　その顔を見て優しい気持ちになる。

　ふと車のルームミラーを見たら、乗る時に見かけたタクシーが後ろを走っていた。

　たまたま道が一緒なだけだと思ったが、俺たちがマンション前で降りると、そのタクシーもマンションのエントランスの少し先で停車する。

　タクシーから出てきたのは、スーツを着た二十代前半くらいの男性。

　同じマンションの住人なのだろうか？

　いつもの俺なら、そういう偶然もあるとあまり気に留めなかっただろう。だが、さっきも変な視線を感じたし、それにバーでの涼太の話もあって少し気になった。

　怪しいその男をじっと見ていたら、葵が俺の腕を引っ張った。

「恭吾さん……早く行こう。……眠い」

「はいはい」

　軽く返事をしながら彼女とマンションの中に入れば、あの若いスーツ姿の男がオートロックのドアの外にいて、こちらの様子をうかがっている。

　明らかに挙動不審。

　これ……涼太が言っていた若いサラリーマンじゃないのか？

　男はエレベーターの横にある大きな鏡に自分の姿が映っているのに気づいていない。

　立ち止まってドアの方を振り返ったら、男が慌てて入口にある植木に身を隠した。

　ますます怪しい。

　エレベーターには乗らず、エントランスに戻って外に出たら、葵が眠そうな声で抗議した。

「……ねえ、なんでまた外に出るんですか？　ん？　あれ？　あの泣きボクロには見覚えがある」

　ふらふらした足取りで植木の方に向かう葵は、据わった目で男をじーっと見て突然声をあげた。

「あ～、デパ地下で名刺入れ落としたお兄さん！」

「あの……その……僕は……帰ります」

　激しくうろたえながら踵きびすを返してこの場から去ろうとする男の腕を俺は強く掴んだ。

「ちょっと待ってくれないかな？　彼女になにか用なの？　バーの前からずっとタクシーでつけてきたよね？　なにも答えないなら警察を呼ぶけど、いいのかな？」

　男を見据えて厳しい口調で問い質す。

　警察というワードでビビッたのか、男はあっさり観念した。

「す、すみません。一目惚れだったんです。彼女の笑顔が素敵で、どうしても忘れられなくて……ついあとをつけてしまって……」

　その男は葵への思いを口にするが、当の本人は俺にもたれかかって半分寝ている。これではまともに彼に返事なんてできないだろうな。

「恭吾さん……早くベッド行きたい」

　案の定、彼女は男の告白をスルーして俺を急かすと、その場に座り込んだ。

「ちょっ……葵！」

　とっさに男の腕を離して葵を抱き上げたら、男がそんな俺たちを見て不快な顔をする。

「あなたは彼女のなんなんですか！　彼女にそんな馴れ馴れしく触れて！」

　彼に問われてすぐに言い返せなかった。

　俺は彼女のなんなのだろう？

　葵のボスで、家主。でも、それだけか？

　数秒考えるも、しっくりくる答えが出てこない。

「彼女の上司だけど、それがなにか？」

　とりあえず当たり障りのない言葉を口にしたら、男は俺を指差して激昂した。

「上司が彼女をお姫様抱っこするな！　彼女は俺の女神で、俺のものだ！」

　彼の発言に思わず引いてしまう。

　ここまで思い込みが激しいと救いようがないな。

　一見真面目そうな男に見えるが、タクシーであとをつけてくるほどの執着心にはゾッとする。

　彼は危険だ。葵に近づくなと言えば、ストーカー化しかねない。

　この手の男は女に勝手な幻想を抱いている。ならば、幻滅させてやればいい。

「葵が女神ねえ。でも彼女、いびきはかくし、歯ぎしりもひどいよ。おまけに寝相も悪いしさあ」

　クスッと笑って葵の偽情報を教えたら、彼は大声で否定した。

「そ、そんなの嘘だ！」

　この反応。俺の狙い通りで助かるよ。

「彼女と一緒に寝ている俺が言うんだから間違いない」

　さらに葵と親密な関係だと匂わせると、男はショックを受けた。

「でも……さっき上司って……」

　動揺しまくり。まだまだ甘い坊やだな。次でチェックメイトにしてやる。

「上司だけど俺も男だし、彼女と肉体関係はある。彼女の身体にホクロがいくつあるか教えようか？　うなじにひとつ、それから背中の肩甲骨の上に……!?」

　俺のついた嘘を信じたのか、男は両手で自分の耳を塞いで大声をあげる。

「わ～、言うなあ～！　そんなあばずれ女なんて嫌だ～！」

　彼の発言が俺の逆げき鱗りんに触れた。

「葵があばずれ？　彼女のことをよく知りもしないくせに決めつけるな。それに、本当に惚れたのなら、相手のすべてを受け入れろよ」

　男を鋭く睨みつけて冷ややかに告げる。

「ご、ごめんなさ～い！」

　俺の怒りを感じたのか、男はぶるぶる震えながら俺たちの前から去った。

　あの様子だともう葵につきまとうことはないだろう。

「お前の好きってその程度か」

　ボソッと毒づけば、葵が俺をじっとりと見て絡んだ。

「恭吾さ～ん、私のこと歯ぎしりがすごいとか言ってませんでした？」

　この酔っ払い。今までよく東京でひとり暮らしできたな。

　俺がいなかったら、あの男に襲われていたかもしれない。

　そう考えたら、ゾクッとした。もう危なっかしくてひとりにしておけない。

「いいや、聞き間違いじゃない？　さあ、帰ろう」

　少々イライラしながら答えて、彼女を抱き上げたままエレベーターに乗り、自宅に帰る。

　玄関で葵を下ろしたら、彼女は靴も脱がずに廊下に寝そべった。

「……もうここで寝る」

「俺のこと子供って言うけど、どっちが子供だろうね」

　ハーッと溜め息をつきながら葵のパンプスを脱がせて、彼女をまた抱き上げる。

　さっきも感じたが、葵って軽いな。

　元気に見えても、まだ食欲が戻っていないのかもしれない。

　今日の焼き肉も喜んではいたけど、ほとんど食べなかったように思う。

「葵……痩せすぎ。もっと食べた方がいいよ」

「最近はしっかり食べてますよ～」

「どうだか」

　彼女の寝室に運び、コートを脱がせる。

「こんな手のかかる女の子は初めてだよ」

「恭吾さーん、水～！」

　ベッドに寝そべり、枕に頬擦りする葵。

「はいはい」

　返事をしてキッチンにペットボトルの水を取りに行き、葵の寝室に戻ると、彼女は暑いのか、服を脱いで下着姿になっていた。

　ホント、警戒心の欠片かけらもない。

「葵、水持ってきたよ」

　彼女の名前を呼ぶが、小さな寝息が聞こえてきて苦笑いした。

「せっかく持ってきたのに寝るなよ」

　じっと彼女の寝顔を見て文句を言う。

　このお嬢さん、どうしてくれようか？

　普通の男なら抱いてくれと勘違いするだろうな。

　ある意味、小悪魔。

　欲情しないと言えば嘘になる。

　最近、仕事ばかりしてて女とは遊んでいなかったせいだろうか？

「今朝、警告したつもりなのにな」

　用心しない葵が悪い。

　そう呟いて彼女に顔を近づけて唇を重ねた。

　柔らかくて、甘い――。

　微かにシャンパンの味がする。

　もっと彼女に触れたくなってキスを深めたら、葵が「う……ん」と寝返りを打ってハッと我に返った。

　眠ってる彼女にキスするなんて、なにをやってるんだか。

　だが、なぜかその時、俺が彼女に触れた証拠を残したくなった。

　葵がつけている腕時計を外してサイドテーブルに置くと、彼女の腕を取って口づける。すると、赤紫色の痣あざが葵の手首についた。

　これはお仕置きだよ、葵。無意識に誰でも誘惑するな。

「明日このキスマークに気づいたら、どういう反応するだろうね？」

　彼女に布団をかぶせると、フッと微笑した。










弟からの電話




『葵、もっと警戒心持ったら？』

　恭吾さんが私の顎を掴むが、その目はキラリとどこか不気味な光を放った。

『ちゃんと持ってますよ』

　不穏な空気を感じて後ずさろうとしても、彼の瞳に捕縛され逃げられない。

『持ってないから俺は怒ってるんだよ』

　恭吾さんが悪魔のように妖艶に微笑んで、私にキスをする。

「き、恭吾さん!?」

　彼を止めようとして叫んだ自分の声でパッと目が覚めた。

「夢……か。あ～、ビックリした」

　ベッドから起き上がるが、また下着姿で寝ていてギョッとした。

「なんで下着だけ？」

　でも、今日はちゃんと自分の寝室にいるし、恭吾さんの姿はない。

　私が昨日着ていた服が腕時計と一緒に綺麗に畳まれてサイドテーブルに置かれている。

　はて……？　自分で畳んだ記憶がないんですけど。

　しかも、コンタクトをつけたまま寝たようで目がつらい。

　そもそも昨日どうやって帰ってきたの？

　……マズイ。全然覚えてない。

　バーで恭吾さんたちとお酒を飲んだところまでは記憶があるんだけどな。

　でも、きっと恭吾さんが連れて帰ってきてくれたのだろう。

　記憶がなくなるまで飲むなんて……調子に乗りすぎたかも。

「あー、コンタクト早く外したい」

　目が乾燥して痛いのだ。

　ベッドを出て洗面所に行くと、髭を剃そっていた恭吾さんと目が合った。

「あっ、おはようございます」と条件反射で挨拶するが、彼は少し驚いた様子で私をじっと見ていた。

「葵、ひとつ聞いていい？　実家でもそんな格好で家の中歩き回ってるの？」

　なんでそんなこと聞くのかな？

　あっ……。下着しか身につけていないの忘れてた！

　思わず「ギャー！」と声をあげてしゃがみ込む。

　さすがにこれは恥ずかしいし、実家でもやらない。

「わー、目瞑つぶっててください～！」

　叫ぶように懇願するが、恭吾さんには拒否された。

「今さら遅いよ。昨日じっくり見たし。言っとくけど、葵が勝手に脱いだんだからね」

　その声はすごく楽しそうでイラッとした。

　あー、恭吾さんの前で服を脱ぐなんて私の馬鹿！

「それでも見ないでくださいよ！」

　服を畳んだのは恭吾さんだったんだ。

「無茶言わないの。まずはシャワー浴びてスッキリしたら？」

　ポンと私の頭を叩いて、恭吾さんはクスッと笑いながら洗面所を後にする。

「言われなくてもそうします！」

　彼が消えたドアに向かって怒ると、洗面所の鏡を見た。

「ああ～、ショック。化粧も落としてない。肌がボロボロ」

　私……気持ちが緩んでるのかな？

　恭吾さんが一緒だと身内のような安心感があって、昨日も酔い潰れたらどうしようとかまったく考えなかった。

　でも、身内のように思ってるなら、キスされる夢なんて見る？

　ああ～、考えるな。

　なんだか頭痛がしてきた。

「シャワーで頭冷やそう」

　コンタクトを外して化粧を落とすと、シャワーをさっと浴びて身支度を整える。

　こんな荒れた肌ではメイクもできない。

　とりあえず化粧水と乳液、それと美容液をつけて肌を補修することにした。

　今日は目が充血していてコンタクトをする気にならないし、もういいや。

　メガネならスッピンでも少しはごまかせる。

　服に着替えよう……って……。

「あっ、着替えも忘れた」

　バスタオルを身体に巻きつけ、ダッシュで自分の寝室に戻り、ダークグリーンのブラウスと黒のタイトスカートに着替えると、メガネをかけて腕時計を手に取る。

　時計をつけようとして、手首に痣があるのに気づいた。

「こんなところに……痣」

　どっかにぶつけた？　全然記憶がないんだけど。

　そういえば昔、彼氏と同棲してた友達が『彼氏にキスマークつけられた』って手首見せながら報告してたっけ。

　ひょっとして……これキスマーク？

　だとすると、容疑者はひとりしかいない。

　恭吾さんが犯人!?

　あー、でも直接つけられたところを見たわけじゃないし、確証がない。

　思い込みで彼を犯人と決めつけるのはよくないよ……ね。今朝あんな夢を見ちゃったからキスマークに思えるのかも。

　寝ている時に壁に腕をぶつけて痣になったのかもしれない……って、今何時よ？

　腕時計を見れば、もう八時三十二分。

「わ～、遅刻しちゃう～！」

　昨日と同じパターンだよ。

　走ってダイニングルームに行くと、スリーピーススーツに身を包んだ恭吾さんが優雅にコーヒーを飲みながらニュース番組を観ていた。

「葵、今日はメガネなんだ？　俺はもう食べたからいいよ。葵の分もクロワッサン焼いておいたから食べたら？」

「ごめんなさい。いただきます」

　恭吾さんに平謝りして席につき、クロワッサンにかぶりつく。

　朝食といえば食パンだけど、クロワッサンも香ばしくて美味しい。きっと、冷凍していたやつをオーブンで焼いたんだろうな。

　五分足らずで食べてお皿をシンクに運ぼうとしたら、恭吾さんの手が私の口元に伸びてきてドキッとした。

「葵、パンくずついてた」

　ニコッと微笑んでパンくずを取り、その指をペロリと舐なめる彼。

　なんだかエロい。

　これではまるで恋人ではないか。

　そう考えたら、顔の熱が急上昇して彼の顔を直視できなくなった。

　じっと恭吾さんのネクタイを見つめる私に彼は尋ねる。

「ねえ葵？　昨日の不審者のこと覚えてる？」

「え？　不審者？　この近所に出たんですか？」

　とっさに顔を上げて聞き返したら、私が頓とん珍ちん漢かんなことを言ったのか、彼が盛大な溜め息をついた。

「……いや、なんでもないよ。でも、もうお酒は飲みすぎないようにね」

　なんだろう。彼が苛立っているように感じる。

　きっとバーで酔って恭吾さんに迷惑をかけたに違いない。

「はい、すみません。ち、遅刻するから先に行きます！」

　ビクビクしながら謝ると、逃げるように席を立ってマンションを出た。

　もう昨日から私、失態ばかりじゃないの。

　ひとり顔を赤くしながら事務所があるビルに入ろうとしたら、萌音ちゃんに出くわした。

「葵さん、おはようございます！　今日はメガネなんですね。なんかデキる女って感じでカッコいい」

　彼女は褒めてくれたけど、私は苦笑いした。

「昨日お酒飲みすぎちゃって、コンタクトしたまま化粧も落とさずに寝ちゃったの。もうボロボロよ」

　自己嫌悪に陥らずにはいられない。次飲みに行く時は一杯だけにしよう。

「おはよう」

　そこへ涼太さんがやってきて、私も萌音ちゃんも「おはようございます」と挨拶を返すが、彼はじっと私を見ている。

「君……誰？」

　あっ、メガネだし、化粧もしてないからわからないのか。

「葵ですよ、涼太さん」

　ニコッと笑顔を作れば、彼は少し相そう好ごうを崩した。

「ああ。メガネだからわからなかった。昨日はすごく飲んでたな。恭吾だって男なんだから気を許して酔い潰れるのは危険だぞ」

「はは。すみません。皆さん弁護士だし、安心しきっちゃって」

　涼太さんに謝るが、なぜ恭吾さんの名前だけ出てきたのか疑問に思った。

　晶さんだっていたのにな。

「私も焼き肉行きたかったなあ。友達との忘年会がなければ参加できたのに」

　横にいた萌音ちゃんが私と涼太さんを見て羨ましそうに言う。

「うちの事務所の忘年会もそのうちあるだろ？」

「そうですね。ふぐ料理だし、楽しみ」

「お前も前みたいに酔い潰れるなよ。後が大変だ」

　涼太さんが萌音ちゃんを見る目が優しい。

「はーい」

　萌音ちゃんも涼太さんを見てほんのり頬をピンクに染めている。

　なんだかふたりだけの世界。

　ひょっとしてこのふたり両思い？　だとしたらお似合いかも。

　邪魔しては悪いと思い、この場を去ってエレベーターに乗ろうとしたら、晶さんがやってきた。

「あら葵ちゃん、メガネね。それに今日もスッピン」

「わー、晶さん突っ込まないでくださーい。自分でも昨日は飲みすぎたって反省しているんです。化粧も落とさずに寝ちゃって肌はガサガサだし、もう最悪ですよ」

　両手で顔を隠せば、彼がフフッと笑った。

「葵ちゃん、どんなに眠くても化粧は落とさないとね。恭ちゃんも、気を利かせてメイクぐらい落としてあげればよかったのに」

　またここでも恭吾さん。

「どうして恭吾さんが私のメイクを落とすんですか？」

「だって恭ちゃんと一緒に住んでるでしょう？」

　え？　なんで知ってるの？

　晶さんの発言に青ざめる私。

「……恭吾さんが話したんですか？」

　晶さんに確認するも、彼は否定した。

「いいえ、葵ちゃんが昨日バーで言ってたわよ」

　ガーン！

　まさか自分からバラすなんて……私は馬鹿なの？

　あー、恭吾さん疑ってごめんなさい！

「あの……それはですね……行くとこがなくて、恭吾さんのところにご厄介になってるわけで」

　ひどく動揺しながら言い訳する私に晶さんは忠告する。

「恭ちゃんがそんなこと言ってたわよね。でもね、葵ちゃん、恭ちゃんは昼間は紳士に見えて、夜は獣に変身するのよ。気をつけないと……うっ、痛い！」

「誰が獣だって？」

　恭吾さんの声がして振り返れば、彼が晶さんの頭を両手でグリグリしていた。

　恭吾さんの目が怖い。

「ちょっと恭ちゃん、レディーになんてことするのよ！」

「お前がレディーだったらこの世の終わりだよ」

　辛辣な恭吾さんの言葉に固まる晶さん。

　そんな晶さんを放置して恭吾さんは私に目を向け、コートのポケットからなにか取り出した。

「葵、スマホ忘れていったよ」

　一瞬晶さんがいて焦ったけど、もう同居のことはバレてるし、今さら隠すだけ無駄だ。

「あ、ありがとうございます」

　恭吾さんの顔色をうかがいながら、スマホを受け取ってバッグに入れる。

　その目は穏やかだ。

　もう機嫌はいいのかな？

　エレベーターが到着して彼と乗り込むが、晶さんは乗ってこない。

　多分、恭吾さんの発言がショックで動けずにいるのだろう。

　そのままエレベーターの扉が閉まって密室に恭吾さんとふたりだけになり、息苦しさを感じた。手首のキスマーク疑惑もあって、なんだか彼を意識してしまう。

　あー、早く五階に着いて。

　階数表示をじっと見ていたら、恭吾さんの視線を感じた。

「葵」

　彼が身を屈めてきて思わずドキッとする。

　キスされる!?

　そう思ったのだけど、彼の手が頬に触れただけだった。

「まつ毛ついてたよ」

　優しい顔で微笑む彼。

　この笑顔が曲くせ者ものだ。きっと私がキスされるんじゃないかってドキドキしたことに気づいているに違いない。

　手首の痣は、やはりキスマークのような気がしてきた。

　でも、『私にキスマークつけました？』なんて恭吾さんに聞けないよ～！

「……葵、葵？」

　彼に名前を呼ばれてハッとした。

「はい？」

　慌てて返事をしたら、恭吾さんが「エレベーター着いたよ。いつまで乗ってるつもり？」と私に声をかける。

「あっ、降ります！」

　エレベーターを降りて恭吾さんに続いてオフィスに入るが、頭の中はパニックだった。

　恭吾さんとどう接していいのかわからない。なにを話せばいいの？

　時間稼ぎにパソコンの電源を入れ、早く正一さんが来ないかとチラチラとドアの方に目を向ける。

　パソコンが起動してメールのチェックを始めても、内容が全然頭に入ってこない。

　どうしよう～！　こんなんじゃあ、全然仕事にならないよ。

　給湯室にでも行って心を落ち着けようとしたら、恭吾さんに呼ばれた。

「葵」

「は……んぐ!?」

　返事をしようと口を開けると、彼がすぐそばにいて、私の口になにか放り込む。

　それは恭吾さんがこよなく愛しているエトワールのチョコだった。

　甘くて……美味しい……じゃない!?

「恭吾さん！　突然なにするんですか？　ビックリしましたよ！」

　文句を言えば、彼は楽しげに目を光らせる。

「葵が挙動不審だから、チョコをあげたらもとに戻ると思ってね」

「チョコが万能薬なのは恭吾さんだけです」

「でも、葵も生き返ったよね？」

　ニヤリとする恭吾さんをキッと睨んで言い返す。

「勝手に殺さないでください」

　いつもの調子が戻ってきたと思ったら、正一さんの声がした。

「あの……おはようございます。……やっぱり僕邪魔ですかね？　おふたりは同棲してるって晶さんが……」

　晶さん、なんてホラを吹いてるんですか！

「違います！　同棲なんてしていません！　事情があって恭吾さんのところに居候しているだけで、恋人じゃありませんから！」

　正一さんは悪くないが、つい声をあげて否定した。

「あ、そうなんですね。葵さん、ごめんなさい」

　正一さんが空気を読んで謝り、自席について仕事を始める。

　ホッとしたのも束の間、次の恭吾さんの発言に私は石化した。

「恋人なら愛おしすぎて手首にキスマークとかつけちゃうかもね」

　その目は笑っていた。

　犯人はやっぱり恭吾さんだったんですね。

　一体なにを考えてキスマークなんかつけたんですか！




　その後は、怒り心頭に発していたせいか、それをパワーにして逆に仕事に集中できた。

　あっという間に夕方六時を過ぎて、正一さんが「じゃあ、お先に失礼します」と控え目に挨拶してオフィスを去っていく。

　それを見送ると、私はすぐに恭吾さんの席に行って彼に詰め寄った。

「恭吾さん、このキスマークはなんなんですか！」

　腕時計を外して手首の痣を見せれば、彼はうっすら笑みを浮かべた。

「葵があまりにも無防備だから、俺から愛の警告」

「はあ？　意味がわかりません。悪ふざけもほどほどに……!?」

　説教しようとしたら、ポケットに入れておいたスマホのバイブ音がした。

　無視して話を続けようとするも、なかなか鳴り止まない。

「いいよ、出て」

　恭吾さんに優しく促され、スマホを取り出して画面を見れば、弟……学まなぶからの着信だった。

　電話なんて珍しい。

「ちょっと失礼します」

　恭吾さんにひと言断ると、彼に背を向けて電話に出る。

「学？　急にどうしたの？　お父さんかお母さんになにかあった？」

　弟は頭がよくて医師を目指している。地元の国立大学の医学部の六年生で、今は国家試験に受かるために必死に勉強しているはず。

　私が上京してから一度も電話なんてしてきたことはない。

　ひょっとして両親になにかあった？

《俺、来年の国家試験の会場の下見に来たんだけど、葵のとこに泊めてもらおうと思って葵の会社の寮に行ったんだよね。でも、もう引っ越したって管理人さんが言っててさあ。どういうこと？》

　両親が病気になったとか交通事故にあったという話じゃなくてよかったけれど、弟の質問に顔面蒼そう白はくになった。

　……マズイ。

「そ、そうなの。最近引っ越したのよ」

　平静を装って答えるが、声が震えてうまくしゃべれない。

《ふーん。じゃあさあ、葵の会社を訪ねたら退職したって言われたんだけど、これはどう説明してくれるの？　俺も父さんたちもなにも聞いてないけど》

　私を追及する学の声がやけに楽しそうに聞こえるのは、自分が秘密を抱えているせいだろうか。

「あ、あのね。転職したの。それで……慌ただしくて連絡する暇もなくて」

　差し障りのないことを伝えるが、学はさらに突っ込んで聞いてきた。

《転職したってどこに？》

「赤坂にある法律事務所だよ」

《法律事務所ねえ。じゃあ、今はどこに住んでるわけ？》

　……絶対くると思ったよ、その質問。

　赤坂にあるマンションなんて言ったら変に思うに決まってる。普通のＯＬが住める場所じゃないもん。

「通勤に便利な場所よ。今仕事が忙しいから切るね」

　素っ気なく言って電話を切ろうとするが、弟はすぐに通話を終わらせてはくれなかった。

《待てよ。俺、ホテル予約してないから葵のところに泊めて》

「絶対ダメ。うちには泊められない。もうあんたも大人なんだから自分でホテル探して……!?　あっ!?」

　ピシャリと断ろうとしたら、いきなり恭吾さんにスマホを奪われた。

《……もしもし、葵？》

　スマホから学の声が聞こえる。

「ちょっ……恭吾さん！　返してください！　弟からなんですから！」

　声を潜めて睨みつけるが、彼はスマホを持ったまま、意地悪く笑って電話に出た。

「葵さんの上司で恋人の黒瀬です。今夜はうちに泊まってくれていいですよ」

　恋人って……なに言ってんの！

「恭吾さん！　ちょっと！」

　慌ててスマホを取り返そうとするも、恭吾さんにするりとかわされてしまう。

　彼は私を見てニヤリとしながら弟との通話を続ける。

「君のお姉さんも一緒に住んでるから。よかったらこれから食事でもどう？　うん、よかった。それじゃあ、タクシーで迎えに行くから。また後で」

　にこやかに言って電話を切ると、恭吾さんは「はい、葵」と言って私にスマホを返した。

「どういうつもりですか！　恋人なんて嘘ついて！」

　彼にすぐに噛みついたら、真顔で返された。

「だったら、弟さんに会って真実を話したら？　会社を辞めさせられて行くところがなくて俺のところにいるって」

　それができたらどんなにいいだろう。でも、まだ本当のことを話す勇気が出ない。

　ううん、ずっと内緒にしておきたいのだ。

「……言えません。弟にも両親にも心配かけたくない」

　ギュッと唇を噛むと、恭吾さんは少し溜め息交じりの声で言った。

「前の会社を辞めて寮を出たことはバレてるんだ。法律事務所に転職したって電話で言っただけで弟くんが信じると思う？」

　確かに弟はなにかと鋭いし、簡単には信じないかも。

「会って話した方が安心するんじゃないかな？　ホテルに泊まらずにわざわざ電話してきたのは、葵が元気にしてるか気になったからじゃない？」

「そうかもしれませんが……」

　ためらう私に恭吾さんは私が最も避けたい不安を口にする。

「会わずに弟くんを返したら、次は葵のご両親が上京してくると思うけど」

　そんなことになったら、実家に戻らなきゃならなくなるよ。

「それは……困ります」

　だんだん尻すぼみになる私の声。

　そんな私をじっと見据えて恭吾さんは続けた。

「だったら、とりあえず元気な姿だけでも見せてあげればいいじゃないか」

「……そうですね」

　あまり気が進まなかったけれど恭吾さんに優しく説き伏せられ、結局弟に会うことにした。

　なんだろう。

　弟をとことん避けようと思っていたのに、恭吾さんにうまく丸め込まれたように感じるのは私の気のせいだろうか？










スマートすぎる彼




「葵、恭吾さんはいいとして、なんでこの人いるんだよ？」

　高級しゃぶしゃぶ店で、向かい側の席に座っている弟の学が、彼の隣にいる晶さんを見て不満げに眉をひそめた。

　弟は背が高く、クセのある黒髪で、鋭角的な顔立ちをしている。文武両道で、昔から女の子にモテていた。

　物腰柔らかな恭吾さんがプリンスだとすると、弟はナイトのような雰囲気。

　学は小さい頃から私のことを『葵』と呼ぶが、基本俺様キャラで姉を姉と思っていない。

　それでも、私が東京で就職するか決めかねていた時、弟は私の背中を押してくれた。

　母は私が高校生の時に癌がんを患わずらっている。今はもう根治したものの、再発しないか心配で、私は上京を渋っていた。

　そんな私を、学は太陽のような明るい笑顔で後押ししてくれたのだ。

『東京行ってこいよ。母さんは今は元気だし、俺がいるから大丈夫だ』

　弟のこの頼もしい言葉がなかったら、ずっと実家にいただろう。

　東京で働きたいという私の夢を叶えてくれた学には、今でも感謝している。

「あら、学ちゃん、冷たいこと言わないでよ。私と学ちゃんの仲じゃない」

　晶さんが学の腕に親しげに触れれば、学はその手をペシッと叩き落とした。

「あんたと仲良くなった覚えはない」

　さすが我が弟、容赦ないな。

　あれから私たちは学と合流し、銀ぎん座ざにあるこの有名しゃぶしゃぶ店にやってきた。

　タクシーの中で弟が医師を目指しているという話をしたら、なぜか恭吾さんは晶さんを呼んだんだよね。

「恭吾さん、どうして晶さんを学に紹介してくれたんですか？」

　隣の彼に目を向けて説明を求める。

「晶の実家は病院なんだよ。世せ田た谷がやにある『藤原総合病院』って知らない？　晶の親父さんはそこの院長で、お兄さんが副院長」

　恭吾さんの話に驚いた。

「藤原総合病院っていったら超有名じゃないですか？　私、健康診断で行ったことありますよ。晶さん、すごいお坊ちゃんだったんですね」

　設備の整った大きな病院で、名医揃いと評判だ。

「俺も名前は聞いたことがある」

　群馬県民の弟も恭吾さんの話に反応するが、晶さんは謙遜した。

「うちなんかまだまだよ。本当にすごいのは、恭ちゃんのところ」

「え？　恭吾さんの実家ってなにをやってるんですか？」

　気になって恭吾さんに確認したら、彼はほんの一瞬表情を曇らせるも、すぐにいつものニコニコ顔で返した。

「うーん、なんでも屋だね。学くんは晶と連絡先交換しておくといいよ。今後のためにもね」

「そうよ。医療業界はね、コネがものをいうの。さあ、スマホ出して連絡先交換するわよ」

　晶さんが学を急かしたが、弟は渋った。

「名刺をもらえればいい。なんか交換したらこの人に食われそう」

　弟はおぞましいものでも見るような目を晶さんに向ける。

　そんな学の言葉に同意した。

「あー、確かにその方が安全かもね」

　決してブラコンではないけれど、身内が晶さんに襲われるのはちょっといただけない。

「葵ちゃんまでひどいわあ。葵ちゃんのかわいい弟くんを食べたりしないわよ。イケメンくんだけど、私はもうちょっと熟した方が好み。恭ちゃんとか涼ちゃんとか」

　晶さんは私や弟の発言には落ち込まず、フフッと笑って恭吾さんに目をやる。

　だが、恭吾さんは相手にせず、弟に優しい目をして言った。

「学くん、あれの言うことは適当に聞き流していいから、肉いっぱい食べて。葵も箸止まってる。ちゃんと食べて太らないとダメだよ」

　恭吾さんが私に目を向けて保護者のように注意すれば、学もまじまじと私を見てからかった。

「言われてみれば、葵、痩せた？　昔は肉見たらガツガツ食べてたじゃないか？」

「あのねえ、体育会系の男子じゃないんだから、そんなガツガツ食べてないよ」

　ムッとして言い返す私に、恭吾さんは少し厳しい顔で私の前にある皿を指差す。

「葵、学くんに噛みつく暇があったら食べる。その皿の肉は葵のノルマだよ」

「えー、こんなに食べられないですよ」

　文句を言ったら、恭吾さんは私に顔を近づけて声を潜めた。

「食べなかったら後でお仕置きするよ。首筋にキスマークつけるのも楽しそうだなあ」

　彼の警告に背筋がゾクッとする。

　この人、絶対にドＳだ。

「……食べます」

　またキスマークをつけられたら困る。

　しかも、首になんて、手首と違って隠すのが大変だ。

　仕方なく彼に従い肉を食べ続けていたら、学の視線を感じた。

「なに？」

　弟に目を向けると、学は少し楽しげに笑う。

「葵の過去の彼氏はダメ男だったけど、恭吾さんは違うと思って。そもそもどこでこんなハイスペックな人見つけたんだよ？」

「私が見つけたんじゃないよ」

　恭吾さんが私を見つけたのだ。

　横にいる恭吾さんをチラッと見れば目が合って、彼はクスッと笑みをこぼし、弟の質問に答えた。

「葵が変な男に絡まれてて俺が助けたんだ」

「へえ。葵、ボーッとしてるからなあ。でも、恭吾さんが助けてくれてよかったじゃないか」

「運命の出会いってやつね。私と学くんが今夜こうして出会ったのも運命よね」

　嬉き々きとした顔で話に割って入る晶さんの言葉を学はすかさず否定する。

「いや、それは違う。俺、男には興味ないから」

「あら、男の味を覚えたら病みつきに……んぐ!?」

　反論する晶さんの口に、学は肉を突っ込んだ。

「ならねえよ」

　その目は冷ややか。

　どうやら会って数十分で、弟は晶さんのあしらい方を覚えたようだ。

「晶、お前の名刺、学くんに渡したら帰っていいよ」

　恭吾さんがいじれば、晶さんは拗すねた。

「恭ちゃんまで冷たくしないでよ。私たちマブダチでしょう？」

「そうだっけ？」

　恭吾さんがとぼけて、私と学が笑って……。

　終始楽しい食事会で、弟もすっかり馴染んでいたように思う。

　本当は学に会うのが気が重かったのだけれど、恭吾さんと晶さんが場を明るくしてくれたお陰で少し気持ちが楽になった。




　晶さんとはしゃぶしゃぶ屋の前で別れて、私たち三人はタクシーに乗ってマンションに帰った。

「ただいま～」と慣れた様子でパンプスを脱いで玄関を上がる私とは対照的に、弟は物珍しそうに周囲を観察する。

「すごいマンションだな。ペントハウスなんて初めて来た。葵、本当にこんなところに住んでるんだ」

「学くんも自分の家だと思ってくつろいでよ。さあ、上がって」

　恭吾さんが優しく声をかけると、学は「お邪魔します」と礼儀正しく靴を揃えて中に入る。

　恭吾さんが弟をリビングに案内すれば、学は窓からの夜景を見て感嘆の声をあげた。

「うわー。この夜景最高～。東京タワーがこんな近くで見られるなんて思わなかった」

　弟が夜景に見惚れている間に、恭吾さんは私に目配せする。

　それは、私の寝室の荷物を恭吾さんの寝室に移動させろとの合図。

　この家にはゲストルームがひとつしかない。

　つまり私が移動しないと、今夜、学はリビングのソファで寝る羽目になる。

　それに、私と恭吾さんは弟の前では恋人同士という設定なのだから、別々の部屋で寝ているのは不自然だ。

　恭吾さんの寝室で寝ることにごねていたら、彼に『それが嫌なら真実を弟くんに伝えればいい』と言われて、結局嘘をつく方を選んでしまった。

　弱い私。

　恭吾さんは自分と一緒に寝るくらいなら、私は学に正直に退職のことを話すと思ったに違いない。

　彼は私にチャンスをくれたのにね。でも、今は幸せな家族を私のことで悩ませたくない。

　実は、私が会社をクビになったのは、窃盗犯の濡れ衣を着せられたからなのだ。

　あんなこと……なかったことにしたい。

　恭吾さんに向かってコクッと頷いて、自分の寝室に行く。

　そして、愛用している目覚まし時計やメイク道具、雑誌などを恭吾さんの寝室に移し、ベッドのシーツを替える。それからバスルームに行ってお風呂を沸かした。

「ふぅ～、これでよし」

　リビングに戻ると、恭吾さんと弟がコーヒーを飲みながらソファでテレビを観ていた。

　なんだか学がここにいるのが不思議な感じ。

「葵、学くんに俺の部屋着貸してあげて」

　私の気配に気づいた恭吾さんが、ニコニコ顔で話しかける。

　恭吾さんって、家事をやらないからズボラだと思っていたんだけれど、よく気が利く。たまにそのギャップに戸惑っちゃうんだよね。

　やっぱ私、まだ彼のことわかってないのかな。

「あっ、うん。ありがとう」

　返事をして恭吾さんの寝室に向かう。

　この一週間で彼のクローゼットになにが入っているか全部把握済み。なんせ私が管理しているから。

　部屋着を持ってリビングに戻り、弟に手渡す。

「学、これ、着替え」

「ああ。サンキュー。なんか葵、新妻みたいだな」

　ニヤニヤ顔でそんなコメントをする弟。

　新妻って……。この場合、どう反応すればいいのだろう。

　ポッと頬を赤らめる……なんて恋人らしい振る舞いは今の私にはできない。

　だって弟に嘘がバレないかハラハラしているから。

「姉をからかわないでよ」

　なるべくいつも通りに返したら、学は悪戯っぽく目を光らせた。

「ごめん。久々に会ったからつい……ね」

　この目。ひょっとして私と恭吾さんが恋人じゃないってバレてる？

　ビクビクしながら弟を見ていたら、恭吾さんがうまく私をフォローしてくれた。

「学くん、お風呂入ってきたら？」

　家主らしくスマートに振る舞う恭吾さん。

　私とイチャイチャしてるわけでもないのに、時折見せる優しい眼差しや気遣いで大人な彼氏を演じている。

　それがあまりに自然だから、私も本当に愛されてるんじゃないかと勘違いしてしまいそうだ。

　弟はソファから立ち上がり、恭吾さんに目を向けた。

「お言葉に甘えてお風呂いただきます」

「バスルームはこっちだよ」

　恭吾さんもスッとソファから立って学を案内する。

　リビングからふたりの姿が消えると、ハーッと息を吐いてソファに寝そべった。

「……なんか……とっても疲れた」

　このまま寝てしまいたい。

　恭吾さんが戻るまでちょっと休憩しよう。

　ちょっと……だけ。

　目を閉じたら、そのまま静かな闇に包み込まれた。










外堀りを埋めていく？〔恭吾 side〕




　学くんをバスルームに案内してリビングに戻ると、葵がソファに横になって寝ていた。

「学くんが来て疲れたのかな」

　彼をうちに呼んだのは葵を困らせるためじゃない。

　葵が会社を辞めて寮を出たことを知り、心配している学くんを安心させてやりたかった。それに、俺も彼女の家族に会ってみたかったんだ。

　葵の顔からずり落ちそうなメガネを取って、テーブルの上に置くと、彼女の横に静かに腰かけた。

「あと十分経っても起きなければ、ベッドに運ぶか」

　彼女の寝顔を見ながら呟く。

　なんだかかわいい子猫を飼っている気分だ。一緒にいても、決して邪魔には思わない。

　怒った顔も、笑った顔も、彼女が俺に見せる表情のすべてが愛らしくて、いつも母親のように注意するその声も耳に心地よい。

　これだけ無防備でいられると心配になって、俺が彼女を守らなければと強く思うのだ。

　俺が恋人役を演じるくらいなら、葵は本当のことを弟に話すと思ったのに、彼女はそうしなかった。

　身内だから余計に言いづらいのかもしれない。

　だが、ずっと秘密にしておくのは物事をさらにややこしくする。

　今は新しい職場できちんと働いているのだから、堂々としていればいい。

　学くんとのやり取りを見ていたが、仲のよさそうな姉と弟といった印象だった。

　葵の家族の問題だから静観しようとも思ったが、もうすでに俺は彼女の人生に深く関わっている。

　葵が家族に話せないなら、俺からそれとなく伝えた方がいいかもしれない。

　そんなことを考えながらタブレットでニュースを見ていると、お風呂から上がった学くんがリビングに戻ってきた。

　ソファで寝ている葵を見て彼がフッと笑う。

「葵って昔からところ構わずよく寝るんですよ」

　その声音は優しく、彼が姉を大事に思っているのがよくわかった。

「言われてみると、昨日はバーで酔い潰れて寝てたな」

　昨日のことを思い出し、学くんの目を見て微笑む。

「世話の焼ける姉ですみません。あの……恋人っていうのは嘘ですよね？　葵が俺とまともに目を合わせないんですよね。本当は『この茶番、いつまで付き合えばいい？』って葵に言ってやろうかと思ったんですけど……」

　学くんは俺の反応を探るように言葉を切った。

　まあ、恋人と言い張っても彼のような頭の切れるタイプの人間は信じないだろうな。簡単に騙だませる相手じゃない。

「茶番ね。確かに恋人同士ではないけど、一緒に住んでいるのは本当だし、家族のように思っているよ」

　学くんをまっすぐに見据えて真実を伝えると、彼は静かな目で俺に尋ねた。

「恋人じゃないなら、どうして姉と同居することになったんですか？」

「最初は単純に葵を助けたくてうちに連れてきたんだ」

　俺の返答に学くんは少し首を傾げた。

「葵を助ける？」

「いずれ葵が君に話すと思うけど、前の会社を突然辞めさせられて、どこにも行くあてがなかったからだよ。実家も頼りたくなかったみたいでね」

　そう説明したら、学くんは小さく毒づいた。

「ああ。だから寮も追い出されたってわけか。葵の馬鹿。素直にうちに帰ってくればいいものを」

　つくづく葵は家族に愛されていると思った。

　だが、葵の思いも理解してほしい。

「君がもし葵の立場だったら、素直に実家に戻る？」

　俺の質問に学くんは数秒考えて答えた。

「いや……戻らないでしょうね。必死で足あ掻がくかも」

「葵もね、今必死で頑張ってるんだ。それに俺もね、葵がいてくれるとすごく助かる。だから、葵に実家に帰られたら困るんだよね。もう俺の生活に欠かせない存在なんだ」

　小さく笑みを浮かべながら話す俺を見て、彼は苦笑いする。

「俺……なんかプロポーズされてる気分になってきたんですけど。言う相手間違ってないですか？」

「プロポーズ？」

　ポカンとして聞き返す俺に、学くんは興味深げに目を細めた。

「『俺の生活に欠かせない存在』なんて、なかなか言えないですよ。姉のこと、好きなんですか？」

　葵を好き？

　彼の言葉に衝撃を受けながらも考える。

　惹かれている自覚はあったが、出会ってまだそんなに時間は経っていないから、はっきり葵を好きとは言えなかった。

　でも、冷静に考えれば、家には女を呼ばない主義の俺が葵と同居して、彼女との生活を楽しんでいる。

　だから、晶が葵にちょっかいを出しているとイライラしたのか。

　それは……嫉妬。

「……そうだね」

　認めてしまえば気持ちは晴れやかで、横で寝ている葵がより愛おしく感じた。

「恭吾さんならもっとゴージャスな女性を選べるのにな」

　学くんは俺をまじまじと見て意外そうに言う。

「そういうのは一緒にいても疲れるだけだよ。葵のよさは君たち家族が一番よく知ってると思うけど？」

　俺の指摘に彼は少し照れくさそうにポリポリと頭をかいた。

「口うるさくて、どっか抜けてて、やたら正義感が強くて強情ですけど……面倒見のいい、優しい姉です」

「言ってることよーくわかるよ」

　学くんの言葉ににこやかに頷くと、彼は続けた。

「母親が癌で闘病してた時、葵が家事を全部やっていたんです。今は母は元気にしていて、休みになると父と温泉旅行に行ってますけど。でも、あの時は葵が毎朝五時に起きて弁当も作ってくれて……。昔から顔を合わせれば喧嘩ばかりしていますが、葵には……姉さんには感謝しています」

　それは初めて聞く話で、本当に葵は気立てがよくて優しい女の子だと思った。

「学くんは、お母さんのこともあって医者になりたいと思ったの？」

「いえ、小学生の頃、俺が川に落ちそうになった時、葵が助けてくれたんですよ。でも、代わりに葵が川に落ちて溺れて……救助された時は意識がなくて、ＥＲの先生が葵を救ってくれたんです。俺はただ見ていることしかできなかったから、いつか医者になってやるって思って」

　彼はなにもできない自分が嫌だったのだろう。

　その気持ちは俺にもよくわかる。クライアントのお嬢さんがマンションから落ちるのを、ただ見ているしかなかったから。

「そんなことがあったんだ。君が医者を目指すきっかけがその事故だって葵は知ってる？」

「いいえ。恥ずかしいから言ってないですけど、葵が結婚したら言ってやろうかな」

　彼の声はどこか楽しげだ。

　俺にも兄がいるが、ドライな関係で、同じ都内にいても滅多に顔を合わせない。

「それって俺に早く葵と結婚しろって言ってる？」

　少しからかうような口調で言えば、学くんは急に真剣な面持ちになる。

「いえ、そんなつもりはないです。でも、葵も結構いい年なんで、弟としては早く嫁に行ってほしいと思ってますよ。だから、遊びで姉と付き合ってもらいたくない」

　これは警告だ。

　だが、それは葵を思ってのこと。

「遊びだったらそもそも同居なんてしないよ。多分、最初に葵を見た時から惹かれていたのかもしれない。マスカラが取れてパンダみたいな顔になった彼女を見ても、かわいいって思ったんだから」

　思い出し笑いをする俺を見て、彼は呆れ顔になる。

「俺……惚のろ気けを聞かされてます？　変な男と付き合ってたら、群馬に連れて帰ろうと思ったけど、いらぬ心配だったな」

　この姉弟の絆きずなを羨ましく思う。それにふたりとも両親思いだ。

「姉思いだね」

　俺が褒めると、彼はチラリと葵に目を向けてまた視線を俺に戻し、悪戯っぽく笑った。

「葵には内緒にしてください。調子に乗って俺をからかうでしょうから」

「了解。そろそろ葵をベッドに運ぶよ」

　小さく頷いてソファから立ち上がり、葵を抱き上げた。

「俺ももう寝ます」

　学くんはリビングのドアを開けて、俺と葵を先に通す。

「ありがとう。おやすみ」

　そう声をかけると、彼は「おやすみなさい」とにっこり笑って挨拶を返し、ゲストルームに向かっていった。

　俺も反対側にある自分の寝室に葵を運び、ベッドに寝かせた。

　葵のブラウスのボタンを外して少し楽にしてやると、彼女がパッと目を開けた。

「え？　恭吾……さん？」

　俺を見て驚いた顔をする彼女。

「ソファで寝てたから、俺の寝室に運んだんだよ」

「私……やっぱりゲストルームで学と一緒に寝よう!?」

　顔を近づけて葵の唇を俺の唇で塞げば、彼女の目は大きく開かれた。

　構わず彼女に覆いかぶさり、キスを深めて舌を絡めると、葵は「う……ん」とくぐもった声をあげる。

　恍こう惚こつとなるその表情を見て満足した俺は、キスをやめて彼女を見つめた。

「弟とはいえ学くんももう大人だ。一緒に寝るのは許可できない」

　俺にはなんの権利もないのに無茶苦茶なことを言ってると自覚していたが、彼女を弟のところへ行かせたくなかった。

「ど、どうして……キスなんか？」

　呆然と俺を見る彼女の頬に手を添える。

「葵にキスしたかったから」

　そう答えたら、彼女の瞳は震えた。

　それを見て自分が性急だったと瞬時に悟る。

「私をからかわないでください！」

　動揺しながら俺に怒る葵に、「からかってはいないよ」と穏やかな口調で否定する。

　だが、否定したところで彼女は信じないはず。

　今はそれでいい。こうしてスキンシップを増やしていって慣れさせれば、自然と俺を受け入れるようになる。

「その言い方が怪しいです！」

　葵は怒った猫のように俺を睨みつける。

　ほらね。信じない。

「葵、興奮して大声出さない。学くんが変に思うだろ？」

　葵の唇に俺の指を当てると、彼女は眉間にシワを寄せながら恨みがましい目を俺に向けた。

「出すならもっと色っぽい声を出したら？」

「出せるわけないでしょう！」

　俺の指を払いのけ、彼女は声を潜めた。

「なら、手伝ってあげるよ」

　ニヤリとして葵の耳みみ朶たぶを甘噛みし、首筋や鎖骨、ブラウスの隙間から覗のぞく胸元にゆっくりと口づけていく。

「ちょ……恭吾さん、くすぐったい」

　最初はキャッキャ騒いでいた葵だが、俺がその頭を掴んで唇にキスをすると、再びトロンとした表情になった。

　どうやら相性は抜群。

「あ……ん」

　艶っぽい声が彼女の口から出て、このまま抱いてしまいたい衝動に駆られた。

　葵は怖がっていないし、俺を拒んでもいない。

　先に進むのは簡単だろう。

　だが、身体だけで繋つながったところで、心が通い合わなければ虚しいだけ。

　理性で欲望を抑えて、彼女とのキスを終わらせた。

「すごく感じてたみたいだったけど、そんなによかった？　俺のキス」

　クスクス笑いながら葵の唇を親指の腹でゆっくりとなぞると、彼女は急にハッとした顔になり、わなわなと震えた。

「か、感じてません！」

「覚悟してね。俺が本気を出したらベッドから出られなくなるよ」

　唇が触れそうな距離で葵に告げれば、彼女はあたふたしながら俺の胸を押しのける。

「そんな本気出さなくていいです。お風呂入ってきます！」

　ぷんぷん怒りながらベッドを抜け出し、寝室を出ていく彼女。

　寝室のドアが勢いよくバタンと閉まると、俺はゴロンとベッドに寝そべった。

　俺から逃げたつもりだろうけど……。

「他の男に譲る気はないから」

　この場にいない葵にクスッと笑みを浮かべて宣言した。




　その後、彼女がお風呂から戻ってきて、俺のベッドの横に毛布を何枚か敷いて寝床を作り始めた。

「それじゃあ、クッション性がなくて身体が痛いと思うよ」

　床に枕を置いている葵にそう指摘すると、彼女はムスッとした顔で返した。

「ひと晩くらい平気です。キャンプと思えばいいわけだし」

「家にいるのにキャンプねえ。寝心地のいい大きなベッドがあるのに、なんでわざわざそんなところで寝るかな」

　葵をいじれば、彼女は俺に食ってかかった。

「それは恭吾さんがオオカミだからです！」

「ようやく俺も男だって認めたんだ？」

「正確には違います。獣のオスですよ、恭吾さんは。いいですか？　今度私に触れたら、噛みつきますからね！　おやすみなさい！」

　毛布をすっぽり頭までかぶって彼女はふて寝する。

　本当に噛みついたら、それはそれでおもしろいけどね。

　俺は「おやすみ」と彼女に声をかけると、部屋の電気を消して、シャワーを浴びにバスルームに向かった。

　さっぱりして寝室に戻れば、彼女の寝息が微かに聞こえる。

　だが、やはり床で寝ているせいか何度も寝返りを打って寝苦しそうだ。

「素直にベッドで寝ればいいのに」

　世話の焼ける姫だね。

　葵をそっと抱き上げてベッドに寝かせると、俺も彼女の隣に横になった。

　そのまま寝ようと思ったが、やはり葵が隣にいると庇護欲をかき立てられるのか、触れずにはいられなくなって……。

　背後から葵の身体を守るようにそっと抱きしめた。

　シャンプーもボディーソープもお互い同じものを使っているのに、彼女からはほんのり甘い香りがする。

「ぐっすりおやすみ」

　彼女の耳元で囁ささやいて静かに目を閉じる。

　葵の温もりにも慣れてきたせいか、すぐに心がリラックスしてきて、そのまま穏やかな眠りに誘われた。




「きゃー！　なんで？」

　翌朝、葵の声で目が覚めた。

　囁くような小さな声。

「床で寝てたのに、どうして恭吾さんと寝てるの～？」

　向かい合っていないので彼女の顔は見えないが、かなりパニックになって、まだ俺が起きたことに気づいていないようだ。

　そんな葵の腰に両腕を回して胸元に引き寄せると、彼女の身体は硬直した。

「きょ……恭吾さん？　ひょっとして起きてます？」

　まるでお化けにでも会ったかのような反応。

　なんだかおもしろくて、ククッと笑いながら返事をする。

「うん、今さっき葵の声で起きた」

「な、なにがおもしろいんですか？」

　俺が笑ったのが気に入らないのか、葵が俺の方を振り向いた。

「葵って前、彼氏いたんだよね？　そのわりには動揺しすぎじゃない？」

　俺がそう突っ込むと、彼女は暗い表情になる。

「だって、彼氏と一緒に朝までいるなんてなかったから。顔はそれなりにイケメンでしたけど、私の他に女がいて……ううん、彼にとっては私が浮気相手ってオチで……」

　なるほど。ひどい男にもてあそばれたんだな。

「じゃあ、恋人と朝を迎えたことがなかったんだ？　ひょっとしてまだ男性経験がないってことはないよね？」

　葵の反応を見てそんな印象を受けたので尋ねてみると、彼女は溜め息交じりに愚痴りだした。

「それは二十七なんでさすがに経験はありますけど、ひたすら我慢するっていうか、苦痛で仕方がないっていうか……って、なに恥ずかしいこと言わせるんですか！」

　ハッと我に返って俺の胸をドンと叩く彼女の腕を掴んでベッドに組み敷く。

「大事な話だよ。それは葵の元彼が悪い。葵はこんなに感じやすいのに」

　ペロリと葵の首筋を舐めると、彼女は奇声をあげた。

「ギャア～！」

　一瞬耳がキーンとしたが、「変な声出さないの」と葵を注意して、彼女のピンクのトレーナーをたくし上げる。

　だが、葵が下着をつけていないのでちょっと驚いた。

「あっ、ダメ！」

　とっさに両手で胸を隠そうとする彼女の腕を掴む。

「ダメじゃない。わざと下着つけなかったの？」

「昨日は恭吾さんのキスに動揺してつけ忘れたんです！」

　顔を真っ赤にして言い訳する葵を見てフッと微笑した。

「そうなんだ。下着を脱がす楽しみは減ったけど、これはこれで目の保養。綺麗だ」

　葵の胸にゆっくりと口づければ、彼女の身体がビクッと反応する。

「あん……」と色っぽい声が聞こえたと同時に、ガチャッと寝室のドアが開いて学くんが飛び込んできた。

「葵！　なにがあった！　……あっ」

　葵と俺が抱き合ってる姿を見て、学くんが気まずそうな表情をする。

「キャ～！」と学くんと目が合って悲鳴をあげる彼女を俺の身体で隠した。

「あー、なんか……邪魔しちゃってごめん」

　学くんは抑揚のない声で謝ると、すぐに寝室を出ていく。

　恐らく俺と葵が抱き合ってるのを見てかなり動揺したのだろう。

「学の馬鹿～！」

　葵は寝室のドアに向かって枕を投げる。

「急に入ってこないでよ！　もう！」

「俺たちが恋人だって証明になってよかったじゃないか」

　学くんはもうすでに俺と葵の関係を知っているのだが、葵にはそのことを伝えてはいない。

　葵をなだめるも、彼女はもっと機嫌が悪くなって今度は俺に当たり始める。

「もとはといえば、恭吾さんがあんなことするからですよ。どうしてくれるんです……ん!?」

　葵の頭をガシッと掴んで唇を重ねると、最初は驚いて強張っていた彼女だが、俺の胸に手を当てキスに応え始めた。

　彼女の唇はとても甘い。チョコのように中毒性があって、こちらが翻弄しているつもりなのに、逆にハマッてしまってずっとキスしていたくなる。

　だが、このまま続ければ自分を抑えられなくなるのはわかっていたから、理性を総動員して彼女から離れた。

　俺のことを意識しているだろうが、今はまだ彼女を抱くには早すぎる。

　もっと葵が俺を信頼して、彼女から求めるようになってからだ。

「今日はここまで。俺のキス気に入ってくれたみたいだけど、続きしてほしい？」

　ニコッと笑顔を作れば、葵は赤面してブンブン首を横に振った。

「残念」

　名残惜しげに葵の髪を一房掴んだら、彼女がゴクッと息をのむ。

　俺に抱かれるかもしれないと思ってドキドキしているのだろう。

　フッと微笑して愛おしげに彼女の髪に口づけると、ベッドを出て洗面所に行った。

　すると、そこには先客が……。

「お、おはようございます」

　表情を硬くした学くんが俺に挨拶する。

「おはよう。よく眠れた？」

　にこやかに尋ねたら、彼は俺の顔色をうかがいながら答えた。

「あ……はい。あのう……さっきはすみません。葵が叫んでたもので」

　確かに葵のあんな声を聞いたら、なにかあったと思うよな。

　俺も楽しみすぎた。

「気にしなくていいよ。驚かせてごめん。ところで医師国家試験っていつあるの？」

　その話題を振ると、彼はホッとした顔になる。

「来年の二月です」

　二月なんてすぐだな。

　都内のホテルはお金がかかるし、医大生には負担が大きい。

「ホテル決まってないなら、うちに泊まれば？」

　気軽にそう返したら、彼はためらった。

「え？　でも……迷惑じゃあ」

「家が賑やかになっていいよ。君も葵の様子がわかっていいだろ？」

「……はい。ありがとうございます。葵のことは両親に俺から伝えておきます。弁護士の彼氏が働いてる事務所に転職したけど、そのまま永久就職しそうだって」

　ニヤリとする彼。『そう伝えていいんですよね？』とその目は言っている。

　俺を試しているつもりなのだろうが、俺にはむしろ好都合。

　彼の目をまっすぐに見て、笑みを深めた。

「頼むよ。俺も葵を連れてご両親にそのうち挨拶に行くから」










彼が愛おしくて




「……それで、先週末は葵さんの弟さんが泊まりに来てたんですか？　晶さんはイケメンって言ってましたけど、私も会ってみたかったなあ」

　萌音ちゃんが食後のコーヒーを口に運ぶ。

　私と彼女は今、事務所近くのイタリアンでランチ中。

「うちの弟より涼太さんの方がイケメンだと思うよ」

　テーブルの上で手を組み、ニヤリとして言えば、彼女はゴホッゴホッとむせた。

「なんで涼太さんが出てくるんですか！」

「だって、萌音ちゃん、涼太さん好きでしょう？　クリスマス、ふたりでどこか行ったりしないの？」

　私がそう尋ねると、彼女ははにかみながら答えた。

「……実は明日のイブの夜に涼太さんに食事に誘われてます」

　わー、涼太さん、行動派！

　もうこれはクリスマスに恋人確定だね。

　涼太さんは誠実そうだし、彼なら萌音ちゃんを大事にするだろう。

　それに比べて私は……恭吾さんに翻弄されまくってます。

　先週の金曜に来た弟は、土曜日のお昼に帰った。

　恭吾さんが学に私が突然前の会社を辞めさせられたことを話してしまったようなのだけど、今はそれでよかったと思っている。

　気持ちがだいぶ楽になった。

　帰り際に弟に、『恭吾さん、逃がすなよ』と上から目線で言われた時はカチンときたけどね。

　本当の恋人じゃない！と自分からバラしてしまおうとも思ったのだけど、あることに気づいた。

　恭吾さんは最初から、学に本当のことを話すつもりでいたに違いない。

　だったら、恋人のふりなんてしなくてよかったのでは？

　うーん、頭のいい人が考えることはわからない。そもそもなんであんなキス……。

　それに、弟が恭吾さんの寝室に入ってこなかったら、私たち、あのまま一線を越えていたかも……？

　だって、元彼と違って恭吾さんは触れ方が優しいんだもん。

　キスだってすごくうまいし……私、驚きはしたけど嫌じゃなかった。

　逆に感じているところを弟に見られてしまったんだよね。

「キャー、もう恥ずかしい～！」

　頬に手を当て小さく叫ぶ私を見て、萌音ちゃんが驚いた顔をする。

「葵さん？　恥ずかしいって……なにがですか？　顔真っ赤ですけど、どうしました？」

　わー、思い出したら変な声出しちゃったよ。

「あっ、ごめん。なんでもないの。素敵なイブになるといいね」

　必死にごまかそうとすれば、彼女は私と恭吾さんの話題を持ち出してきた。

「葵さんだって恭吾さんと一緒に住んでるじゃないですか。晶さんがふたりは恋人同士よって言ってましたよ」

　もう晶さんたら！　彼のお口にチャックでもつけておきたい。

「それ、晶さんの冗談だから」

　こめかみをピクピクさせながら否定するものの、萌音ちゃんに突っ込まれた。

「じゃあなんで同居してるんですか？」

　まあ、みんなそこ疑問に思うよね。

「実は前の会社をクビになって寮も追い出されることになって……困ってたら恭吾さんが私を拾ってくれたの。恭吾さんにしてみたら、哀れな捨て猫を拾ったようなものよ」

　苦笑いしながら説明する私の言葉に、萌音ちゃんは首を傾げる。

「そうですかあ？　恭吾さん、葵さんと一緒にいると生き生きとしてるし、すごく温かい目で葵さんを見てますよ」

「基本優しい人だけど、私をからかって楽しんでいるのよ、あの人は」

　恭吾さんがなにを考えているのか全然わからない。

　あれだけの美形なら女なんて選び放題なのに、なぜ私に構うのか。

「私はお似合いだと思いますけど。葵さんは恭吾さんのこと、どう思ってるんですか？」

「ショコラ王子で……上司で……意地悪で……それに家事をしない人」

「え？　恭吾さん、綺麗好きだし、料理もすごく上手ですよ。うちでバーベキューパーティやる時とか、恭吾さんがタレを作ってくれてめちゃくちゃ美味しいんです」

　萌音ちゃんの話にキョトンとしてしまう。

　それ、本当に恭吾さん？

「彼がアウトドア好きでたまたまとか？」

「いいえ、休みの日はピザとパエリア作るって前に言ってましたよ。恭吾さんの料理食べたことないんですか？」

「全然……まったく」

　よくよく考えてみると、恭吾さんのマンションには調理器具や調味料が揃っていた。

　昔雇ってた家政婦さんが料理でもしていたのかと思っていたけど……。

　それに、綺麗好きと言われると、納得できちゃう部分もある。

　恭吾さんのデスクっていつも整頓されていて机の上に書類とか置きっぱなしにしていないし、ベッドのシーツだって毎日替える。

　じゃあ、なんで私の前ではものぐさな男に見せてるの？　ひょっとして……私がいやすくするため？

　そう考えると、彼の行動に納得できる。

　そもそも恭吾さんが家事全般なんでもできる人だと知っていたら、同居なんてしなかった。

　私には住むところが必要で、恭吾さんは家事ができる人が欲しい。お互いウインウインの関係だと思ったからオーケーしたのだ。

　私の考えが間違っていなければ、彼はかなりのお人好しということになる。

　そんな優しい人……他に知らない。

　急に涙がじわじわと込み上げてきて……。

「そろそろランチの時間が終わるし、出ようか」と無理矢理笑顔を作って席を立つ。

　会計を済ませて萌音ちゃんと一緒に事務所のあるビルの前まで行き、彼女に声をかけた。

「私、コンビニに寄るから萌音ちゃん先に行ってて」

　このまま恭吾さんに会ったら彼の前で泣いちゃいそう。

　ちょっと落ち着かなきゃ。

「はい」とニコッと微笑む萌音ちゃんと別れて、ビルの隣にあるコンビニに入った。

　まずはファッション雑誌をチェックするが、今はコスメにお金をかけてる場合ではないとグッと我慢する。

　次に目に入ったのは、クリスマスデート特集の雑誌。

　私も昔は彼氏と綺麗なイルミネーションを見ることに憧れたものだけど、元彼にはクリスマスイブにデートの約束をドタキャンされたっけ。

　そもそも私は本命じゃなかったのだから、今考えると納得。

　苦い思い出だ。

　考えてみたら、明日はクリスマスイブだというのに、なんの予定もないな。

　それに、年末……どうしよう。実家にはなんだか帰りづらい。

　学がお父さんたちに私の近況を伝えたんだろうけど、うまく言ってくれたのか、両親からは特に連絡はない。

　だけど、仕事を辞めた経緯を詳しく聞かれたら、平静ではいられないに違いない。

　きっと泣いてしまうかも。

　私が正月も恭吾さんのマンションにいたら、彼はどう思うだろう？

　恭吾さんは実家に帰らないのかな？

　実家はなんでも屋だと彼は言っていたけれど、その説明じゃよくわからない。

　ごまかされたように感じるのは気のせいだろうか？

　私って……恭吾さんのこと本当になにも知らない。

　それが今はすごくショックだ。

　あー、年末で仕事が溜まってるのに落ち込んでる場合じゃないわ。

　エナジードリンクでも飲んで頑張らなきゃ！

　ドリンクコーナーへ行って赤い缶を手に取ると、レジに並ぶ。

　私の前にいるのは綺麗なグレイヘアで、薄紫の着物を着た品のよさそうなおばあさん。一個二十円のチョコを手にいっぱい持っている。

　おばあさんはレジの会計でもたついていた。スマホを何度機械にかざしてもエラーが出ているようで、首を傾げている。

　レジの店員は外国の人で、ちょっと困り顔。

「あら、どうしてうまくいかないのかしら？」

　ご老人には電子マネーは使いづらいよね。私でも戸惑うもん。

「あの、多分、指紋認証じゃないですかね？　ここに指を置くんですよ」

　私の電子マネーはセキュリティーがわりとしっかりしていて、パスワードの代わりに指紋認証で決済をする。

　おばあさんが使っているのもエックスペイのようだし、そうじゃないかな。

　差し出がましいとは思ったけど、おばあさんにそう教えてあげたら、にっこりと笑顔で返された。

「そうなのね。スマホって難しいわ。お嬢さん、ありがとう」

　この笑顔、誰かに似てるなあ。

　電子決済がうまくいき、コンビニ袋に入れられたチョコを持ったおばあさんは、初めてお使いをした子供のようにどこか誇らしげだ。

「ふふ。一度電子マネーで買い物してみたかったの。いろいろ勉強になったわ。これ、ちょっとだけどお礼ですよ」

　おばあさんはコンビニ袋からチョコを一粒取り出して私の手に握らせる。

「え？　いいんですか？」

　驚いて聞き返したら、おばあさんは小さく頬を緩めた。

「気持ちだけだから」

　ここで断るのも悪いよね。

「ありがとうございます」と素直に礼を言うと、スーツ姿の男性が慌てた様子でやってきて、おばあさんに声をかけた。

「華はな子こ様、勝手にいなくなられては困ります」

「ごめんなさい。どうしても電子マネーでお買い物がしたかったのよ」

　おばあさんはスーツ姿の男性に謝り、私の方を振り返って軽く会釈すると、コンビニを後にした。

「お付きの人がいるなんて、お金持ちのおばあさんなのかな？」

　手の中のチョコを見つめて微笑む。

　おばあさんのお陰で少し気分が落ち着いた。

　私も会計を済ませてコンビニを出ると、もらったチョコを口の中に放り込む。

　抹茶味でなかなか美味しい。ちょっとした癒しだ。

　恭吾さんがチョコにハマる気持ちもわかる。あの人みたいに食べすぎるのはダメだけどね。




　事務所に戻ったら、オフィスに恭吾さんの姿はなかった。

「あれ？　恭吾さんは歯磨きですか？」

　ファイルを整理している正一さんに尋ねると、彼はにこやかに答えた。

「いえ、まだ会議室じゃないですかね。先ほど急な来客があって。お客さんはもう帰られたので、葵さん、会議室のコーヒーカップ下げてもらっていいですか？」

「はい、了解です！」

　明るく返事をしてコンビニ袋を自分のデスクの上に置き、お盆を持って会議室へ。

　すると、ドアを半分開けたところで晶さんの声がした。

「……されたってわけ」

「それはひどいな」

　涼太さんがどこか暗い顔で相槌を打つと、恭吾さんが静かな声でふたりに告げた。

「この件は俺に任せてほしい。本人の意思も確認したいから」

　恭吾さんしかいないと思っていたのに、晶さんと涼太さんもいて、なにやら真剣な面持ちで話をしている。

　お客さんは帰ったと聞いていたからノックしなかったんだけど、マズかったかも。これは出直した方がいいね。

　静かにドアを閉めてそのまま立ち去ろうとしたら、恭吾さんが私の気配にいち早く気づき、目が合った。

「葵、ランチちゃんと食べてきた？」

　急に表情を変え、口元に笑みを浮かべながら尋ねる彼に、ばつの悪さを感じながらぎこちなく答えた。

「はい。萌音ちゃんとイタリアンを。あの……カップを下げに来たんですけど、打ち合わせ中でした？」

「いや、大丈夫だよ。ただ雑談してただけ」

　恭吾さんはニコニコ顔で否定し、他のふたりは私を見て席を立つ。

「俺はこれから外でクライアントと打ち合わせだ」

　涼太さんが腕時計を見て歩き出せば、晶さんはそんな彼を追って私にウインクする。

「あら、私もよ。じゃあまたね、葵ちゃん」

　会議室を出ていくふたりを見送ると、恭吾さんに目を向けた。

「あの……私……邪魔しちゃいました？」

　気になって再度確認すると、彼は椅子から立ち上がって、ドアのそばにいる私のところにやってきた。

「いや、晶のくだらない話を聞かされていただけだよ。密談でもしてるかと思った？」

「みんな真面目な顔をしてたから」

　恭吾さんを見上げてそう答えたら、彼はフッと笑った。

「気のせいだよ。それよりも、今日夜の八時にうちに荷物が届くんだ。俺はちょっと帰るのが遅くなるから葵が受け取って、中開けて飾っておいてくれない？」

　飾る？

「絵とか美術品ですか？」

　聞き返すと、彼はどこか企み顔で答える。

「内緒。届けばすぐにわかるよ。それよりも、葵から甘い匂いがする」

　恭吾さんは身を屈めて顔を近づけてきた。

　この人にはチョコセンサーでもついているのだろうか。

「さっきコンビニでおばあさんにチョコをもらって食べたんですよ」

「おばあさん？」

　彼が興味深そうに私の目を見て説明を求める。

「薄紫の着物を着た上品そうなおばあさんなんですけど、電子マネーの使い方を教えてあげたら、そのお礼にチョコを一粒くれたんです」

「知らない人に物をもらってすぐに食べるなんて危ないよ。毒が入ってないか俺が確かめる」

　キラリと恭吾さんの目が光ったかと思った瞬間、彼が私の唇を奪って……。

「きょ……!?」

　口を塞ぐように彼にキスをされ、声も奪われた。

　口の中が熱くなり、甘い痺しびれが私を襲う。

　それで頭が真っ白になって、なにも考えられなくなった。

「抹茶味か」

　恭吾さんの声がして現実に戻る。

「き、恭吾さん、会社でなにやってるんですか！」

　彼にキスされると気持ちよくなって、ここが会議室というのも忘れてしまう。

　この男、かなり危険だ。

「なにってチョコの味見。それと、これから外出するから葵も味わっておこうと思って」

　いつもの穏やかな笑顔で返されるが、彼がなにを考えているのかまったくわからない。

　もしかして仕事が忙しすぎて彼女を作る時間がないから、そばにいる私にキスをしてくるのだろうか？

　そんな疑問を抱いたのだけど、彼がなぜかギュッと抱きしめてきて……。

「葵ってさあ、あったかいよね」

　少し安心したようなその声。

「い、生きてるんだから当然ですよ」

　あたふたしながら言い返したら、彼は私の目を見つめ、「うん、そうだね」と笑って、もう一度そっとキスをした。

　唇が触れるだけの、優しい口づけ。

　彼が名残惜しそうに私から離れる。

「……恭吾さん、なにかあったんですか？」

　なんだろう。今日の彼は寂しそうに見える。いつもは余裕綽しゃく々しゃくとしているのに様子がおかしい。

　道に迷った仔犬みたいな目をしているのはなぜ？

「なんでもないよ。葵はまだまだ細いからもっと食べないとね」

　彼は笑顔を作って私の頭を撫でた。

　話をすり替えた？　絶対なんかおかしいよ。

「じゃあ、俺はこれから外出するから、あとよろしくね。家に帰るのは深夜になるかも」

「行ってらっしゃい」

　恭吾さんをじっと見つめながら声をかければ、彼は小さく微笑んだ。

「行ってきます」

　彼が会議室を出ていくと、デスクの上のカップを片付ける。

　考えてみたら、彼は今朝から紅茶のミルクをこぼしたり、ネクタイするのを忘れたりして、心ここにあらずって感じだった。

　寝不足だからかと思っていたんだけど……今日これから、なにかあるのだろうか。

　恭吾さんが今から外出するのは私用らしく、私は詳しく理由を知らない。

　それから会議室を出て給湯室でカップを洗うと、自席に戻って恭吾さんのデスクをじっと見た。

「どうしたんですか、葵さん？」

　パソコン画面を見ていた正一さんが私に目を向けた。

「恭吾さんが私用で外出するってよくあるのかなあって思って」

　正一さんならなにか知っていると思って聞いてみると、彼はチラリと壁にかかっているカレンダーを見ながら答えた。

「いえ、珍しいですよ。ずっと前から今日は半休取るって言ってたので、なにか特別な用事でもあるんじゃないですかね」

「そうなんだ」

　恭吾さんがどこに行くのかすごく気になるけれど、彼にだってプライベートはある。

　四六時中私と一緒なんだし、妙な詮索はするな。




　なるべく恭吾さんの外出のことは考えないようにして、その日の仕事を終える。

　時刻は午後六時過ぎ。

　八時にマンションに荷物が届くって言ってたし、もう帰ろう。

　コートを羽織ってバッグを持ち、正一さんに挨拶した。

「それじゃあ私はこれで失礼します」

「お疲れ様」

　彼が笑顔で挨拶を返すと、オフィスを出てエレベーターに向かう。

　そこでちょうど客先から戻ってきた晶さんに出くわした。

「あら、葵ちゃん、今日は早いのね」

「うちに荷物が届くらしくって」

　にこやかにそう返したら、晶さんは意味がわからなかったのか小さく首を傾げた。

「ん？　うち？」

　あっ……事務所にって思われたか。

「あの、恭吾さんのマンションにです」

　慌てて苦笑いしながら言い直す私を見て、晶さんは優しく微笑んだ。

「フフッ。いい傾向。恭ちゃんのマンションが自分の家って思えるなら、そこで幸せだってこと。葵ちゃんは……今日どうして恭ちゃんが外出したか知ってる？」

　晶さんは少しためらいながら私に尋ねる。

「いえ、詳しいことはなにも聞いてません」

　小さく頭を振る私に、彼はいつになく真剣な面持ちで教えてくれた。

「これからも恭ちゃんと一緒にいるなら葵ちゃんは知っておくべきね。今日はね、恭ちゃんのクライアントのお嬢さんの命日なの」

「命日……」

　予想していない言葉が出てきて驚く私に、晶さんは昔恭吾さんが担当した痴漢事件のことや、加害者のお嬢さんがいじめられて自殺したことを話してくれた。

「そのお嬢さん、自宅マンションの屋上から飛び降りてね。それを恭ちゃんが見ちゃったのよ」

「……そんな悲しいことがあったんですね」

　恭吾さんのことを思うと、胸が痛くてたまらなかった。

　知人の自殺を目撃した彼は、どれだけ苦しんだのだろう。私なら心にひどい傷を負って、毎日悪夢にうなされるかもしれない。

「恭ちゃんが悪かったわけじゃないけど、彼はひどくショックを受けてね。しばらく仕事もできなかったらしいわ。でも、前の事務所の先輩の勧めでアメリカのロースクールに行って、向こうの弁護士資格も取ったの。アメリカにいる時に宗一郎さんがうちの事務所に来なさいって声をかけて、日本に戻ってきたそうよ」

「……いつも自信に満ち溢れていて、ずっと光の中を歩いてきたんだと勝手に思ってました」

　彼は、気まぐれで私を拾ったんじゃない。

　自分もつらい思いをしたから、きっと恭吾さんは私を助けてくれたんだ。

　今なら彼の気持ちがよくわかる。

　お昼もそうだったけど、また恭吾さんのことを思うと目にじわじわと涙が込み上げてきた。

「今日は恭ちゃんにとって一年で一番つらい日よ。マンションに帰ってきたら優しくしてあげて」

　晶さんがポンと私の肩を軽く叩き、自分のオフィスに入っていく。

　私は目からこぼれ落ちそうな涙を拭い、もうすっかり自分の家となった恭吾さんのマンションに帰宅した。

　夕飯はひとりなのでパスタの一品で済ませ、家事もひと通り終えたところで、ピンポーンとインターフォンが鳴った。

　あっ、きっと恭吾さんが言ってた荷物だ。

　玄関で応対して届いたのは、私の身体よりも大きなダンボールの箱。

「中身なんだろう？」

　箱は大きいけど、重さは十キロもない。

　リビングに荷物を運んで、ダンボール箱を開ければ、そこには組み立て式のクリスマスツリーとオーナメントが入っていた。

「飾るってそういうことか」

　多分、私がいなかったら、ツリーなんて恭吾さんは買わなかっただろう。

　彼の心遣いが嬉しかった。

　イブは明日だけど、もうとびきりのクリスマスプレゼントをもらった気分だ。

　私は彼に与えられてばっかりだな。

　涙ぐみながらツリーを組み立てていく。

　ツリーの高さは百八十センチほど。脚立を持ってきて飾り付けをすると、部屋の電気を消してツリーの電飾のスイッチを入れた。

　赤、青、緑、黄色……といった色鮮やかな電飾の光が私を魅了する。

「わあ、すごく綺麗」

　部屋から見える夜景とマッチしていてとても素敵だ。

　でも、やっぱり家主がいないと寂しい。

「帰宅は深夜って言ってたけど、早く帰ってこないかな、恭吾さん」

　ソファに寝そべってボーッとツリーを眺めていたら、午後十一時過ぎに恭吾さんが帰ってきた。

「……葵？」

　ソファの前までやってくると、身を屈めて私の顔を覗き込む彼。

「真っ暗にしてどうしたの？」

　穏やかな顔で問いかける恭吾さんからは、微かにお酒の匂いがした。

「ツリーの電飾が綺麗だったから。お帰りなさい」

　ゆっくりと上体を起こして恭吾さんに微笑んだら、彼は優しい眼差しで返した。

「ただいま。またソファで寝てるかと思った」

「うん。半分寝てたかも。恭吾さん、クリスマスツリーありがとう」

　お礼を言うと、彼は少し嬉しそうな表情になる。

「どういたしまして。葵がいるなら置こうかなって思ってね。飾り付け、うまくできたみたいだね」

「大きかったけど、なんとかひとりでできたよ。実家にいた時も学と一緒に飾り付けしたの。ツリーがあると、家が華やかになるね」

「確かに。でも俺は葵がいるだけで、家の中が明るく感じるよ。明日も仕事だし、葵はもう寝たら？　眠そうな顔してる」

　恭吾さんが私の頬に手を当てたが、その手が冷たくて思わずビクッとした。

「手、冷たい」

　頬に当てられた恭吾さんの手を掴んだら、彼は「あっ、ごめん」と謝って手を引っ込めようとしたが、私は両手で挟んでその手を温める。

「手袋しなかったんですか？」

　恭吾さんの目をじっと見つめながら尋ねると、彼は苦笑いした。

「ああ。寒いと思わなかったから。でも、単に身体が冷えすぎて感覚がなくなってただけかもしれない。葵の手がとても温かく感じる」

　ちょっとホッとしたように微笑む顔は、どこか悲しげで放っておけない雰囲気があった。

「お風呂沸かしてあるので、入ってきてください」

　あえていつもと変わらぬ態度で接してパッと彼の手を離す。

「そうする」

　彼はコートを脱ぎながら小さく頷いた。

「お酒飲んできたんでしょう？　お風呂で寝ないでくださいね」

　母親のようにうるさく注意すると、恭吾さんはクスッと笑う。

「うん。気をつけるよ。葵もそのままソファで寝ちゃダメだよ」

「寝ませんよ」

　わざとムッとして言い返したら、彼が突然身を屈めて私の唇にチュッとキスをした。

「おやすみ」

　私が呆気に取られてなんのリアクションも取れずにいる間に、彼はリビングを出ていく。

　その姿を呆然と見送ると、彼がキスをした唇に指でそっと触れた。

　ほんの一瞬のキスだったけど、恭吾さん、唇も冷たかった。

　長い間外にいたのかな？

　そんなことを思いながら、私も寝室へ移動し、ベッドに入って目を閉じる。

　だが、恭吾のさんのことばかり考えてしまってなかなか寝つけなかった。




「やめろー！」

　恭吾さんの叫び声がしてハッと飛び起きた。

　なに？　今の叫び声？

　チラリと目覚まし時計に目をやれば、午前二時過ぎ。

　一瞬夢かと思ったのだけど、「やめてくれー！」とまた彼の叫び声がして、ベッドを飛び出て、彼の寝室に向かう。

　すると、「死ぬなー！」と恭吾さんがベッドで暴れながら叫んでいて……。

「恭吾さん、夢だよ」

　なにも考えずに彼に抱きついた。

「大丈夫、これは夢だよ」

　そう何度も恭吾さんに声をかけ、暴れる彼の腕を押さえつける。もう必死だった。

「恭吾さん、起きて！」

　半ば懇願するように声をあげたら、彼が目を開けて私を見た。

「……夢？　……葵？」

　まだ頭がはっきりしていないのか、目はトロンとしていて夢か現うつつか判断がつかない様子。私も気が動転していて、敬語を使う余裕がなかった。

「うん、葵だよ。怖い夢でも見た？」

　恭吾さんの目を見てゆっくりと頷くと、彼とやっと目が合った。

「ああ、ごめん。葵まで起こしちゃったみたいだね」

　彼はゆっくり起き上がるが、その額には汗が滲んでいる。

「どんな夢だったの？」

　恭吾さんの額の汗を手で拭いながら尋ねたら、彼はその瞳に暗い影を落とした。

「……顔見知りの女の子が死んじゃう夢」

　ポツリと呟く彼を見て、胸が苦しくなった。

「それって……恭吾さんのクライアントのお嬢さん？」

　きっと晶さんが話していた子だ。

　私の言葉に恭吾さんは大きく目を見開いた。

「……聞いたの？」

「うん、晶さんが教えてくれたの。今日……ううん、日付け変わっちゃったから昨日か。その女の子の命日だったんでしょう？」

　彼にとっては触れてはいけない話題だったかもしれない。でも、彼と一緒にいるなら、避けていてはいけないと思った。

「ああ。彼女のお墓参りをして、ご両親ともちょっと話をしてきた」

　私の質問に、彼は思い詰めた表情で答える。

　恭吾さんが悪いわけじゃない。

　でも、彼は優しい人だから自ら十字架を背負う。

　自分を責めて、責めて、責め続けて、心がボロボロになってもそれに気づかない。

　悪夢を見るのは、誰にも頼らずひとり苦しんでいるからではないだろうか。

「つらかったね」

　恭吾さんを包み込むように抱きしめる。

　彼の苦しみを少しでも和らげたい。

「俺は……あの子を死なせてしまった」

　その声には絶望と後悔が宿っていたように思う。

　お願い。そのまま闇にのまれないで。いつもの恭吾さんに戻って！

「でも……恭吾さんは、私を救ってくれたじゃない！」

　あなたが私を助けてくれたから、今もこうしてちゃんと生きてるんだよ！

　必死だった。なんとか彼を助けてあげたかった。

　涙ぐみながら訴えると、彼も私の背中に手を回して頷いた。

「うん。葵は生きてる」

「そうだよ。恭吾さんのお陰でこんなに元気だよ」

　明るく笑ってみせたら、彼も微笑んで……。

「やっぱり葵ってあったかいな」

　恭吾さんに強く抱きしめ返された。

　あったかいのは彼の方だ。

「生きてるんだから当然ですよ」

　昨日言ったのと同じ言葉を繰り返す私。

　それを聞いた彼がククッと肩を震わせるので、顔をしかめた。

「ちょっと……その笑いはなんなんですか？」

　文句を言う私に、恭吾さんは笑いをこらえながら謝る。

「ご……ごめん。葵ってすごいなって思って。葵がいると元気が出る」

　それは、いつも私をからかう恭吾さんだった。目も笑っている。

「それ、褒めてます？　笑われているだけじゃあ？」

　じっとりと恭吾さんを見たら、彼は否定した。

「ちゃんと褒めてるし、感謝もしてる。葵がいてくれて本当によかった。本当に……」

　なにかを実感するようにゆっくりと告げて、彼は私を愛おしげに見つめる。

　ああ、私……恭吾さんが好き。

　誰よりも守りたいって思う。それに、ずっと一緒にいたいって思う。

　彼を見つめ返すと、お互い引き寄せられるように唇を重ねた。

　最初は軽く触れ合う程度のもの。

　でも、それだけじゃ足りない。多分それは彼も同じで……。

　キスを深め、互いに激しく舌を絡ませる。

　こんなのは初めてだった。

　もっと彼が欲しい。もっと……。

　そう感じた時、彼が唇を重ねながら私の上着を脱がした。

　私もそれを真似て彼の服を脱がしたら、恭吾さんが確認するように私を見つめてくる。

「これ以上進むと止められなくなるけどいい？」

　余裕のない少し掠かすれた声。

　彼も私を求めているんだと思うと嬉しかった。

「うん、いい」

　口早に言って恭吾さんにキスをすれば、彼がキスに応えながら素早く私の下着を外す。

「綺麗だ」

　彼は私をベッドに押し倒し、耳元で囁いた。

　そのセクシーな声にこれからのことを考えてゾクッとする。

　それは期待。

　元彼との時は痛みを想像して身体が強張ったが、相手が恭吾さんだと怖さを感じない。

　きっと私が彼を信頼しているから。

「葵」

　恭吾さんは私の名前を呼びながら身体中にキスをし、時には甘噛みする。

　それはまるで野生のオスがメスを愛するかのようだ。

　激しいのに優しい。

　こんな理性をなくした状況でも、彼は私のことを思いやる。

　そんな風に愛されたことなど一度もなかった。

　ううん、今まで経験したのは、ただの身体の繋がりだけだったのかも。

　恭吾さんからは、心から大事にされていると感じる。

　それから、私と彼は身体を重ねた。

　何度愛し合ったかわからない。

　空が明るくなってきて、いつの間にか意識が遠のいて……。

「葵、好きだよ」

　恭吾さんが私にそう囁くのが聞こえて、そのまま優しい眠りに誘われた。










クリスマスイブの朝［恭吾 side］




　いつものように朝の目覚ましが鳴って、すぐに止めた。

「もう七時か」

　二時間も寝ていないが、頭はスッキリしているし、身体も軽い。

　清々しい朝だ。

　そんな風に感じるのは、隣で寝ている彼女のお陰。

　葵は相当疲れているのか、目覚ましが鳴っても反応せずぐっすり眠っている。

　枕に片肘をついて、そのかわいい寝顔を眺めた。

　今日はクリスマスイブ。

　平日で仕事があるのだが、昨夜の余韻に浸るくらいの時間はある。

　いつか葵を自分のものにすると考えていた。

　もう少し俺の存在に慣れさせて、彼女が俺を欲するまで待つつもりでいたのだ。

　一緒に住んでいるのだし、焦る必要なんてない。

　しかし、こんなにことが急激に進むとは俺も予想していなかった。

　昨日……十二月二十三日は、クライアントのお嬢さんの命日だった。

　彼女が亡くなってから毎年俺は墓参りをし、ご両親のところにも行って線香をあげさせてもらう。

　そして毎年、ご両親からは『黒瀬先生のせいではありません』という言葉をかけられるが、俺の心は軽くならない。

　俺の代わりにあの子が生きていたら……と彼女の命日が来るたびに思う。

　自分の罪を悔いて、亡くなった彼女とご両親に心から詫わびる。

　それが俺にできる唯一のこと。

　昨日は朝からずっと上の空で、出社してからも仕事が手につかず、あっという間に昼を迎えてしまった。いつも以上に疲労を感じて……。

　額に手を当て、ハーッと溜め息をついたその時、葵が勢いよく席から立ち上がった。

『じゃあ、私は萌音ちゃんとランチに行ってきます！』

　葵が財布を持って慌ただしくオフィスを出ていく。

　そんな彼女を笑顔で見送ったが、どうしても表情が硬くなる。

　しっかりしろ！　俺はなんのために弁護士になった？

　法律を駆使して困っている人を救うためじゃなかったのか？

　父の会社を手伝うように言われていたが、兄もいたし、俺は小さい頃からの夢だった弁護士になる道を選んだ。

　誰に強要されたわけでもない。自分で決めたことなのだから、この金色の弁護士バッジに恥じぬようもっと強くなれ。

　自分を叱咤し、デスク周りを片付けていたら、ドアがノックされ、宗一郎さんが顔を出した。

　彼は俺の恩人だ。

　クライアントのお嬢さんの死後、腑ふ抜ぬけ状態になった俺は、事務所の先輩の勧めもあって勤務していた事務所を辞めて渡米し、ニューヨーク州の弁護士資格を取得した。

　あの時は日本にいたくなかったんだ。

　そのままアメリカに居続けようとも思ったが、祖母に代理出席を頼まれたパーティで宗一郎さんに会い、『うちにぜひ来てほしい』と彼の事務所に誘われた。

　今考えると、それは祖母の思惑だったと思う。俺が宗一郎さんのことを尊敬しているのを彼女は知っていたから。

『恭吾くん、君にお客さんだよ。会議室にお通ししたから』

　お客さん？　アポはないはずだが、一体誰だろう。

　宗一郎さんが応対するということは、政財界の大物か。

『ありがとうございます。どなたがいらしたんですか？』

　オフィスを出て廊下で宗一郎さんに尋ねたら、彼は子供のような悪戯な目をして微笑んだ。

『会えばわかるよ』

　彼は俺の肩をポンと叩くと、廊下を歩いて去っていく。

　会議室のドアをノックして、『失礼します』と中に入れば、奥の椅子に俺の祖母が座っていた。その両サイドには晶と涼太もいて談笑している。

『これは一体……？』

　祖母に問いかけると、彼女は俺の目を見てにっこりと笑った。

『恭吾くんたちとお弁当を食べようと思ったのよ』

　その無邪気な笑顔を見て脱力する。

『華子さん、今日はちょっと無理ですよ』

　暗に忙しいと伝えたのに、彼女はお構いなしだ。

　一見、か弱い老人に見えるが、政財界ではゴッドマダムとして名を馳はせている。

　彼女は歴史の教科書にも載っている総理大臣の娘で、夫はもう他界したが財界のドンで、日本最大の総合商社の社長だった。

　祖母は歴代の総理のご意見番も務め、大物政治家でさえ、彼女に頭が上がらない。

『わかっていますよ。長くはかからないわ。お弁当を食べるだけ。久々にこのメンバーで食べられて嬉しいの』

『約束した覚えはありませんが』

　冷ややかに返せば、晶がやんわりと俺を注意した。

『もう恭ちゃん、身内に冷たくしちゃダメよ』

『そうですよ。老人には優しくね』

　祖母は楽しそうに晶に同調し、涼太は同情の眼差しを俺に向けた。

『諦めろ、恭吾。この中で華子さんに勝てる人はいない』

　ハーと盛大な溜め息をついて席につく。

　テーブルには祖母のお気に入りの高級料亭『蝶ちょう華か亭てい』の幕の内弁当が並んでいる。

　彼女が気まぐれでここに来たわけではないのはわかっている。

　祖母は俺のことを小さい頃からかわいがってくれて、クライアントのお嬢さんが自殺したことも知っている。

　今日が死んだあの子の命日だから、祖母は俺を気遣ってやってきたのだ。

　俺の心配をするよりもっと自分のことを気にかけてほしい。

　祖母は去年肺炎になり一カ月ほど入院していた。そのせいか以前に比べると身体がほっそりしたように思える。

『恭吾くんは午後外出するようだし、いただきましょうか』

　祖母は優しく俺たちに声をかける。

　彼女が俺のスケジュールを知っていても驚かない。恐らく晶か涼太あたりに確認したのだろう。

　祖母は俺の幼馴染のふたりのことも実の孫のようにかわいがっている。

『晶ちゃんは相変わらず美人で羨ましいわ』

　ありのままの晶を受け入れている祖母。

　そんな彼女を晶は慕っていて、嬉しそうに頬を緩めた。

『あら、華子さんには負けますわ。その年齢でシミがほとんどないんですもの』

『晶ちゃんは褒め上手ね。涼ちゃんは、恋人はできたの？　明日はクリスマスイブよねえ』

　祖母が涼太に話を振ると、彼はゴホッとむせた。

『できたら華子さんに紹介します』

　涼太は背筋を正し、祖母に真剣な顔で答える。

　ふーん、これは萌音ちゃんと恋人になるのも時間の問題か。

　ふたりが両思いなのは、はたで見ていてもわかる。

『楽しみに待ってるわ。恭吾くんはどうなの？　ちっとも近況を教えてくれないけど』

　涼太の返答に祖母は満足げに頷くと、俺に目を向けた。

『俺もできたら華子さんに紹介しますよ』

　涼太にならってそう答えたら、祖母はおもしろそうに目を光らせる。

『あら、いつもは恋人なんていませんよって言うのに、今日は違うのね。会うのが楽しみだわ』

　祖母はなかなか鋭い。俺に意中の女性がいることを読み取ったようだ。

『今日ここに来たのはね、みんなにお知らせがあったからなの。十二月二十七日に私の誕生日パーティを開くから来てほしいのよ』

　来てほしいと笑顔で言っているが、これは俺たちにとっては命令に等しい。

　他の予定があっても出席しろと言っているようなもの。

　特に俺は実の孫だから絶対に拒否できない。

『私もいつ死ぬかわからないし、親しい人たちにお祝いしてもらいたいのよ』

　祖母は現在八十五歳。そういう寂しいことを言われると胸が痛む。

　だが、俺がそう感じることも計算づくなのだ。祖母はなかなか頭が切れる。

　彼女がこういう行動に出るのには理由がある。

　俺の親父は、祖父の跡を継ぎ、総合商社『黒瀬』の社長をしている。

　父はことあるごとに俺と兄を比較し、勉強もスポーツも兄よりできた俺に跡を継がせようとした。

　俺は次男に生まれたから親父の会社を継ぐ気はまったくなく、父に反発して家を出た。しかし兄はそんな俺を恨み、お互い去年まではまともに口をきいていなかった。

　今は俺の家族関係は修復したが、祖母はまだ気がかりなのだろう。

『華子さんはまだまだ長生きしますよ』

　フッと微笑して言えば、祖母は悪戯っぽく笑った。

『だったらひ孫の顔を見たいわねえ』

　早く結婚しろという催促か。

『でも、恭吾くんが幸せでいるのが私は一番嬉しいわ。なにがあっても私はあなたの味方ですからね』

　祖母が俺を見て微笑む。その目はとても温かい。

　今日は俺にとって一年で一番つらい日だから、励ましてくれているのだ。

　俺が弁護士になることに親族の中で彼女だけが賛成してくれた。

　俺がばーちゃん子というのもあるかもしれない。

　兄は幼い頃、身体が弱くて入退院を繰り返していたため、俺はよく祖母の家に預けられていたのだ。

　俺がチョコが好きなのも、チョコをこよなく愛する祖母の影響。

『それは頼もしいよ』

　祖母の優しさに、にこやかに礼を言う。

　それから正一さんがコーヒーを持ってきてくれて、皆で子供時代の話で盛り上がり、午後一時前に祖母は帰っていった。

　彼女がいなくなると、晶が俺に目を向けた。

『恭ちゃん、葵ちゃんの解雇の件、わかったわよ。死んだ子を悼いたむのはいいけど、今そばにいる子のことも忘れないでよ』

　彼は俺にそう言って釘を刺す。

『ああ、わかってるよ。それで？』

　先を促すと晶は続けた。

『葵ちゃん、丸岩本社の秘書室にいたんだけど、そこの社長秘書を怒らせたみたいなの。その社長秘書っていうのが、丸岩の取引先の社長令嬢で、丸岩では女帝と言われてるみたいよ』

　晶の話では葵はもともと総務部にいて、秘書室の社員がひとり産休に入り、今年の春に異動になったとか。

　それまで社長秘書に逆らう人間はいなかったのだが、葵は彼女が会社の金を私的に利用していたり、上司を顎で使っているのを見て注意したらしい。

　まあ、葵の性格なら見過ごせないだろうな。

『なるほど。その女帝の逆鱗に触れて辞めさせられたってことか』

　晶の説明にそう相槌を打つが、彼は表情を少し険しくして付け加えた。

『ただ辞めさせられただけじゃないの。社長秘書が自分の財布を葵ちゃんのバッグに入れて、財布がないって大騒ぎしたそうよ。その場で持ち物が一斉に調べられて、葵ちゃんのバッグから財布が見つかって、上司に窃盗犯扱いされて解雇されたってわけ』

　これほど詳しく事情を知っているのは、人に頼んで調査させたのではなく、晶自身が丸岩の秘書に近づいて直接話を聞き出したからだろう。

　葵は社長秘書の怒りを買って毎日のように嫌がらせを受けていたが、決して屈しなかったそうだ。

　そこで、社長秘書は葵を窃盗犯に仕立て上げ、解雇させるという暴挙に出た。

『それはひどいな』

　晶の話を聞いていた涼太が吐き捨てるように呟く。

　俺も声には出さなかったが、腹わたが煮えくり返っていた。怒りで強く唇を噛んだせいか、唇が切れて血の味がする。

　相手は警察に被害届を出していないから、虚偽告訴罪は成立しない。

　あらぬ罪を着せられ、葵はどんなにつらかっただろう。

　だから、初めて会った時、彼女はあんなにも憔しょう悴すいしていたのだ。

『この件は俺に任せてほしい。本人の意思も確認したいから』

　晶と涼太にそう告げた時、葵が会議室に入ってきた。

　ノックの音がしなかったので少し驚いたが、すぐに笑顔を作って彼女に声をかけた。

『葵、ランチちゃんと食べてきた？』

　俺の質問に彼女は少し硬い表情で答える。

『はい。萌音ちゃんとイタリアンを。あの……カップを下げに来たんですけど、打ち合わせ中でした？』

　その言葉を聞いて少しホッとする。どうやら詳しい話は聞かれていないようだ。

『いや、大丈夫だよ。ただ雑談してただけ』

　俺が笑顔で否定すると、晶と涼太は席を立った。

　彼らも葵に今していた話を悟られたくなかったのだろう。

　晶と涼太が会議室を出ていった後、彼女を見てなんとも言えない気持ちになった。

　あの時、葵に会っていなかったら彼女は本当に自殺していたかもしれない。

　亡くなったクライアントのお嬢さんの顔も脳裏に浮かんできて……。

　息が止まりそうなほど胸が苦しかった。

　でも、葵の温かさに慰められ、会議室で彼女と別れると、クライアントのお嬢さんの墓参りをしに八はち王おう子じに向かった。

　それは、今までしてきたようにただ彼女の死を詫びるためでなく、救えなかった分も葵を大切にする決意をするため。

　前に進まなければいけない。

　そう強く願ったものの、俺がかかった呪じゅ縛ばくは強くて、その夜ベッドに入ると悪夢にうなされた。

　クライアントのお嬢さんがマンションの屋上に立ち、俺の顔を見て悲しそうに笑って……俺の制止も聞かずに飛び降りる。

『やめろー！』

　喉の奥から声を絞り出して叫んだ。

　ひどくうなされていて、もっと他にもなにか叫んでいたような気がする。

　悪夢から俺を救い出してくれたのは葵だった。

『恭吾さん、夢だよ』

　彼女が俺を抱きしめ、必死になって何度も声をかけてくれて、それでようやく目が覚めた。

　頭がはっきりすると、彼女に俺が見た夢の話をした。

　クライアントのお嬢さんの墓参りをしたことも打ち明けたのだが、彼女に『つらかったね』とまた抱きしめられて、ずっと心にかけていた鍵が外れた。

『俺は……あの子を死なせてしまった』

　自分の苦悩を吐露すると、彼女は俺に叱りつけるように言ったのだ。

『でも……恭吾さんは、私を救ってくれたじゃない！』

　彼女の声が胸に響く。

　俺が……救った？

　葵の言葉は衝撃的だった。

　暗闇にパッと光が差し込んだような感じで、優しい温もりが俺を包み込む。

　温かさを感じるのは、葵が俺を抱きしめてくれているから。

　まるで陽だまりのようだ。

　俺も彼女の背中に手を回すと、その柔らかくて温かい感触に心が落ち着いた。

『うん。葵は生きてる』

『そうだよ。恭吾さんのお陰でこんなに元気だよ』

　彼女がお日様のように笑うので、つられて笑ってしまった。

『やっぱり葵ってあったかいな』

　温かいということは生きているということ。

　すごく単純なことなのだが、俺に改めて実感させてくれたのは葵だ。

　彼女が愛おしくてギュッと抱きしめた。

『生きてるんだから当然ですよ』

　また彼女にそう返され、自然と笑いが込み上げてきた。

　俺……なにやってるんだろうな。

　ひとりでうじうじ悩んで、これじゃあ弁護士失格だ。

『ちょっと……その笑いはなんなんですか？』

　笑いをこらえる俺を見て、彼女が怪訝そうな顔をする。

『ご……ごめん。葵ってすごいなって思って。葵がいると元気が出る』

　俺がそう弁解するが、彼女は訝いぶかしげな視線を俺に向けた。

『それ、褒めてます？　笑われているだけじゃあ？』

『ちゃんと褒めてるし、感謝もしてる。葵がいてくれて本当によかった。本当に……』

　それは、嘘偽りのない本当の気持ち。

　今、俺の目に映っているのは彼女だけ。

　俺が見つけた誰よりも大切な存在――。

　葵が俺をじっと見つめて、お互い求め合うようにキスをして……。

　その流れで彼女と身体を重ねて、こうして朝を迎えたわけだが、明け方まで抱いて少し無理をさせたと反省している。

　狂おしいほどに葵を求めてしまった。

　葵が「う……ん」と寝返りを打ち、俺に抱きついてきた。

　これは疲れてずっと起きないかと思ったが、俺が葵の髪を梳すくと、彼女がパチッと目を開けた。

「おはよ」

　とびきりの笑顔で挨拶すれば、彼女は俺を見て顔を赤くする。

　心の中で『ギャー』と叫んでいそうだ。

「後悔してる？」

　葵の顎を掴んで目を合わせると、彼女は「してません！」と少し怒って言った。

　その言葉を聞いて安心する。

　一方的に彼女を抱きたくなかったから。

「それじゃあ、葵は俺の身体を気に入ったわけだ」

　ニヤリとしながら口にすれば、葵は「恭吾さん！」とひどく動揺して声を荒らげた。

　そんな彼女に顔を近づけて口づける。

　もう俺はこの唇の感触をよく知っていた。

　これで何度彼女にキスしたのだろう。

　今はチョコよりも葵とのキスの方が最高の癒やし。

　温かくて、甘い――。

　キスを終わらせると、葵を強く抱きしめた。

「あ～、葵を抱きたい。なんで今日も仕事があるんだろう」

「なに駄々っ子みたいなこと言ってるんですか！　朝から抱かれたら私倒れます！」

　俺の腕の中で猛抗議する声も耳に心地よく感じる。

　俺って自分でも驚くくらい、彼女にぞっこんなんだな。

「葵はどうして俺に抱かれてもいいって思ったの？」

　ニヤニヤしながら彼女にそんな質問を投げかける。

　俺は葵に好きだと言ったが、彼女の気持ちは聞いていない。

「そ、そんなの言わなくてもわかるでしょう！」

　彼女はうろたえながら俺から視線を逸らした。

「ごめん。俺、鈍感だからわからないな」

　意地悪かと思ったが、そう言い返したら、彼女は語気を強めて話を逸らす。

「恭吾さんが鈍感だったら、世の中のほとんどの人は鈍感になります！」

「葵、話をごまかさないでくれる？　被告人には、黙秘権がありません。良心に従って何事も隠さず、真実を述べてください」

　故意に法廷用語を使って追及すると、彼女は戸惑った様子で聞き返した。

「え？　なんで急に弁護士口調？」

　葵の質問を無視して、再度彼女に自白を迫る。

「俺に抱かれたいと思った理由を被告人は述べてください」

　普通、被告人には黙秘権があるのだが、今の彼女はあまりにも動揺していてそのことに気づかない。

「あ、あの……その……あー、もう七時半だ。朝食作らないと」

　俺の抱擁を解いて白々しくもそんな言い訳をする彼女の身体を再び捕まえる。

「言うまでベッドから出さないけど、それでもいいの？」

　ペロッと葵の首筋を舐めて、一応彼女の意見も聞いてみる。

「ギャッ！」と奇声をあげる彼女。

「それは俺に抱かれたいってこと？」

　クスリと笑みを浮かべて確認したら、彼女は俺に噛みついた。

「違います！　もう、私を誘惑しないでください！」

「じゃあ、理由を説明してくれるんだ？　さあ、言ってよ」

　にっこりと要求すれば、彼女は渋々といった顔でボソッと呟くように言った。

「……恭吾さんが……好き……だから」

　その言葉に自然と頬が緩む。

　だが、もっとはっきり聞きたくて彼女に聞き返した。

「声が小さすぎて聞こえない」

　俺の発言に葵は疑いの眼差しで反論する。

「絶対聞こえたでしょう！　恭吾さんって優しそうに見えて結構ドＳですよね？」

　そんなことを言われたのは初めてで、ある意味新鮮。

　意地悪するのは、彼女限定だからね。

「また話をすり替えようとしてるよ、葵。今日はふたりで仕事お休みしようか。正一さんが泣いちゃうかもしれないけど」

　今度はパクッと葵の耳朶を甘噛みすると、「きょ……恭吾さん、本当にダメ」と少し艶っぽい声が聞こえた。

「いい声だね」

　もっと鳴かせてみたい……という考えが頭に浮かんだ。

　しかし、葵は不穏な空気を感じたのか、ついに観念して半ばキレ気味に俺を見据えて言った。

「恭吾さんが好きだからです！」

　彼女には悪いが、あと百回ぐらい聞きたい。

　動画にでも撮っておけばよかったな。

「も、もういいでしょう！　早くシャワー浴びて朝食を作らないと……」

　葵は俺から顔を逸らし、胸を布団で隠しながら床に落ちた服を拾い上げる。

　俺もベッドを出て素早く下着を身につけると、服に袖を通す葵を抱き上げた。

「キャッ！」と彼女は驚いた顔で叫ぶ。

「ちょっと、恭吾さん、なにしてるんですか！」

「葵をバスルームに運ぶんだよ。ふたりで一緒にシャワー浴びた方が時間の節約になるよね」

　葵を抱き上げて寝室を出たら、彼女は俺の腕の中で暴れた。

「それベッドで過ごすのと大差ないですよ！　それに私は彼氏と一緒にシャワーなんて経験ない」

　もう元彼の話題はいい。過去の男なんてすべて忘れさせる。

「だったら今から経験させてあげるよ」

　悪魔のように微笑んでみせたら、彼女は顔を引きつらせながら遠慮した。

「いや、結構です。絶対シャワーだけじゃ終わらない予感が……」

　いい勘してる。そうだね。終わらないかも。

「大丈夫。始業時間には間に合うようにするから」

　そう約束してあげたのに、葵は全力で拒否した。

「全然よくない～！」

「素敵なクリスマスイブの始まりだな」

　ハハッと笑って彼女をバスルームに連行。

　結局、俺たちがオフィスに到着したのは九時の始業時間ギリギリだった。

　そんな俺たちを見て晶が溜め息をつく。

「あなたたち、朝からラブラブでいいわね」










これがオフィスラブ？




　九時ちょうどにオフィスに着くと、ドアの前で晶さんに出くわした。

「あなたたち、朝からラブラブでいいわね」

　私と恭吾さんを見て呆れた顔をする彼。

　なんでラブラブってわかるわけ？　一緒に出勤したから？

　それとも、顔に恭吾さんと寝たとでも書いてある？

　結局バスルームでも彼に抱かれ、朝食も食べてなくて遅刻ギリギリ。

　なんだか朝から悪いことをした気分だ。

　ギョッとしていたら、晶さんの視線はなぜか下の方に……。

　私も目線を下に向けてようやく気づいた。

　あっ、恭吾さんと手を繋いだままだ。

　私が朝から疲れてうまく歩けなかったから、彼が手を引いてくれたんだよね。

　慌ててパッと手を離したが、晶さんは刑事のような鋭い目で私と恭吾さんを見た。

「手だけじゃないわよ。葵ちゃんは愛されオーラ出まくりだし、恭ちゃんは色気がダダ漏れ。あ～、涼ちゃんだって今日萌音ちゃんと熱い一夜を共にするで……痛い！」

「ホント、お前にはデリカシーの欠片もないな。口を慎め」

　いつの間にか現れた涼太さんが晶さんの頭をボコッと叩き、晶さんが身を屈めて頭を押さえている。

「もう涼ちゃん、痛いわよ。いいじゃないの。イブだっていうのに私だけシングルベルなのよ」

　拗ねた顔で言い訳する晶さんに涼太さんは冷たく言い放った。

「そんなの知るか。お前は普段からチャラいのが悪い。好きな奴がいるなら真剣に告白しろよ」

　涼太さんらしいアドバイスだが、晶さんは聞く耳を持たない。

「あら私はいつだって真剣よ。ただひとりに決められないだけ」

「この節操なし」

　その後もふたりの賑やかなやり取りが続く。

「葵、行くよ」

　恭吾さんが私の手をまた掴み、晶さんと涼太さんを放置してオフィスに入った。

　すると、先に来ていた正一さんがどこかぎこちない笑顔で挨拶する。

「おはようございます」

「わっ！」

　正一さんの存在を忘れていて変な声を出す私。

　だが、恭吾さんはいつもの穏やかな顔で「おはよう」と返して、スッと自然な感じで私と手を離すと、自分のデスクにつく。

　私も「おはようございます」と挨拶して、自分の席に座った。

　絶対に正一さんにもさっきの会話が聞こえていたはず。きっと私と恭吾さんの関係が変わったことに気づいたに違いない。

　だって、いつもなら『今日は一緒に出勤してきたんですね』って言いそうなのに、なにも突っ込んでこないし、私と目を合わせてくれないんだもん。

　あ～、それもこれも恭吾さんのせいだ。一緒にシャワーなんて浴びなかったら、余裕でオフィスに着いたのに。お陰で今日もノーメイクでメガネだよ。

　普段と変わらぬ態度でクライアントに電話をしている彼に、恨みがましい視線を向ける。

　書類に目を通しながらなにかをアドバイスしている恭吾さん。

　この人とさっきまで抱き合っていたんだよね。

　美形なのはよくわかっているけれど、今日はよりキラキラ輝いて見えるのは気のせいかな？

　それって……私が彼を好きだから？

　そんなことを考えていたら、恭吾さんと目が合った。

　晶さんが言ってたようにセクシーさ全開で、見つめられると心臓がドキッとする。

　これがオフィスラブというものなのだろうか。

　元彼とは合コンで知り合ったし、こういうのは経験がない。

　目を逸らそうとしたら、恭吾さんが電話を終わらせて私にお使いを頼んだ。

「葵、コンビニでサンドイッチ買ってきてくれない？　葵もなにか食べたいもの買っておいで」

　恭吾さん、正一さんの前で私も朝食を食べてないことなにげにバラしてませんか？

　注意したいが、正一さんがいてはできない。

　だが、考えようによっては、心を落ち着かせるチャンスをくれたのかも。

　ついでにささっとコンタクトとお化粧もしちゃおう。

「はい」

　バッグを手に取って返事をしたら、彼がスーツの内ポケットから長財布を取り出そうとしたので止めた。

「後でお金もらうからいいですよ」

「でも、やっぱり上司としての面子もあるから」

　そう言って彼は財布から一万円札を抜いて差し出すが、首を横に振った。

「コンビニで一万円札は実用的じゃないです」

「じゃあ、俺のスマホで」

　今度は自分のスマホを渡そうとする彼に、溜め息交じりの声で返した。

「だから、そんな個人情報満載のものを人にホイホイ預けないでくださいよ」

「別に社用携帯があるし、葵は家族みたいなものだから」

　恭吾さんの発言に、前の席にいる正一さんが『ええっ！』という驚きの表情で恭吾さんをまじまじと見た。

　さらっと口にしたけど、恭吾さんすごいこと言ってない？

　家族って……。

　じわじわと目に温かいものが込み上げてくる。

　マズイ。泣きそう。

「私……行ってきます」と顔を隠し、逃げるようにオフィスを出ると、廊下の突き当たりにあるトイレに駆け込み、洗面台の鏡を見た。

　目がほんのり赤くなっている。

　メガネをしているからわかりにくいけど、恭吾さんにはすぐにバレそう。

　最近、涙腺緩すぎ。

　あの人……意識的に言ってるの？　それとも無意識？

　どちらにしろ、『好きだ』と言われるくらい胸が熱くなる。

　彼に守られているような感じがするのだ。

　メガネを外して顔を洗うと、コンタクトレンズをつけた。

「早く化粧してコンビニ行かなきゃ」

　化粧といったら晶さん！

　トイレを出ると、晶さんの執務室に行って、コンコンとドアをノックする。

「はい」という仕事モードの落ち着いた声がして部屋の中に入った。

「晶さん、今大丈夫ですか！　ちょっとメイク道具を貸してもらいたい……」

　そう声をかけたが、彼の姿を見て声を失った。

　さっきまでスカートだったのに、今はビシッとメンズスーツを着ている。

　うわー、晶さんて本当に男の人だったんだ。彼の本来の姿を見るのは初めて。

　襟足が長くパーマがかったそのライトブラウンの髪に目が行く。

　女装の時はウイッグで、これが地毛なのかな。

　イケメンでちょっとホストのような危険な色気を纏まとっている彼の姿をじーっと見てしまう。

　なんだか知らない人みたい。いつもと違って近寄り難いよ。

「ええと……やっぱりいいです。忙しいですよね？」

　出ていこうとしたら、「待て」と腕を掴まれて、応接セットの椅子に座らされた。

「大丈夫。メイクしていけばいい」

　フッと笑みを浮かべ、晶さんはメイクボックスを私の前に置く。

　いつもの彼じゃないので急に緊張してきた。

「あの……晶さんは今日はどうして男装……男の格好をしているんですか？」

　沈黙になるのが怖くて、思いついたことを質問したら、少し冷たい低音ボイスで返された。

「クライアントの要望だ」

　本当に晶さん？　女装の時はもっとペチャクチャしゃべるのに……。

　ここを早く出ろ……と頭の中の声が警鐘を鳴らす。

　だが、身体が麻痺したような感覚に陥り、椅子から立ち上がることができない。

「今日も俺がメイクをしようか？」

　どこかおもしろそうに笑う目が私を捕らえ、ゴクッと息をのむ。

『いいです』と断りたいのに、言葉が出ない。

　晶さんはメイクボックスを開けて、前回と同じように化粧水、乳液……ファンデーションと、私の顔に無言で化粧をしていく。

　そして仕上げに真っ赤なルージュを塗ると、悪魔のように妖しく微笑んだ。

「このルージュ、アンジュの新作で色落ちしないんだ。本当かどうか試してみるか？」

　その言葉にゾクッと悪寒がしたと思ったら、晶さんが私の顎を掴んだ。

　キスされる！

　そう危険を察知したが、魔法でもかけられたかのように身体が動かない。

「じょ……冗談ですよね？」

　ハハッと笑ってその場の空気を変えようとするも、うまく笑えず、おまけに晶さんの目が漆黒に染まって、嫌な汗がスーッと背中を流れた。

「この姿の時は冗談は言わない」

　わー、ぎゃー、怖い、怖い！　誰か助けて！　誰か……。

　必死の思いで「恭吾さん～！」と叫ぶと同時に、ドアが勢いよく開いて、誰かが私を背後から抱き寄せた。

「晶、人のものに手を出すな。次同じことやったらその口に口紅突っ込むよ」

　その声は恭吾さんだった。

　落ち着いた声だけど、殺気に満ちているように聞こえたのは私だけではなかったようで、晶さんはハハッと苦笑いする。

「お前、本気で怒るなよ。怖い」

「晶が調子に乗って葵に手を出そうとしたからだよ」

　恭吾さんがやんわりと責めると、晶さんは自じ嘲ちょうめいた笑みを浮かべた。

「誘惑したが失敗した。普通の女は俺が口説けば誰でも落ちるが、葵は違うらしい」

「お前のは誘惑じゃなくて威圧してるんだよ。葵がお前の豹変ぶりにビクビクしてるのわからない？」

　恭吾さんの胸にしがみついて震える私を見て、晶さんは頬を緩めた。

　その顔はいつもの晶さん。

「ごめんね、葵ちゃん。ちょっと葵ちゃんの気持ち試しちゃった。この私を見ても、恭ちゃんがいいのね、ふふ」

　そう言って彼は私の頭をよしよしと撫でる。

　そんな晶さんを見てようやくホッとしたのだが、恭吾さんは私を椅子から立たせて、晶さんに目を向けた。

「うちの葵が邪魔したね」

　ニコッと笑うと、恭吾さんは私の手を引いて晶さんの執務室を出る。

「恭吾さん、どうして晶さんのところに？」

　私が叫んだのを聞いてからではすぐに現れなかったはず。

「妙な胸騒ぎがしてね。あれほど晶には近づくなって言ったのにな」

　そう、恭吾さんは何度も私に警告していた。

　なのに自分から晶さんの執務室に行っちゃった私って本当に馬鹿だ。

「……ごめんなさい。反省してます」

　しゅんとなって謝ると、彼は優しい目をして微笑んだ。

「わかってくれたならいい。でも、次やったらお仕置きするよ。こんな風にね」

　恭吾さんの目がキラッと光ったと思ったら、彼の顔が目の前に迫ってきて……。

　ふわりとその唇が私の唇に触れた。驚く私を見て楽しそうに彼は微笑む。

「ちょ……恭吾さん、ここ家じゃないんですよ！」

　声を潜めて周囲に誰もいないか確認する。

　心臓はバクバク。

「大丈夫だよ。誰も見ていない。でも、スリルあったでしょう？」

　この事務所には悪魔が何人もいるけれど、どうやら彼は最強のようだ。

「スリルあったでしょう……じゃないですよ！　もう私の心臓が持ちません！」

　小声で文句を言ったらギュルルと私のお腹が盛大に鳴って、彼がククッと笑った。

「ほらそんな怒るからお腹が鳴るんだよ。早くコンビニ行っておいで」

「腹の虫が鳴ったのは、朝から恭吾さんに抱かれてお腹が空いたからです！」

　売り言葉に買い言葉。

　ついカッとなって大声で言い返すが、自分の失言に気づいて青ざめた。

　あっ……。

「これで公認の仲になりそうだね」

　恭吾さんのいじりに顔の熱が急上昇する。

　もう、恭吾さんの馬鹿～！

　二十七歳のクリスマスイブは、朝から彼に翻弄されっぱなしです。










過去の呪縛




「あ～、やっと終わった～！」

　時刻は午後六時過ぎ。

　今日は一日、みんなの好奇の視線に耐えた。

　よく頑張ったよ、私。

　デスクに突っ伏すと、正一さんの声が耳に届いた。

「それでは僕はこれで失礼します」

　この場から逃げるようにオフィスを退出する彼。

　顔を上げて挨拶を返そうとするも、もう正一さんの姿はない。

「……もういなくなってる」

　ドアの方を見て苦笑いすると、恭吾さんと目が合った。

　ひょっとして私と恭吾さんのことを気にして帰ったのかと思ったが、恭吾さんの見解は違った。

「あの慌てよう。今日はイブだから彼女と約束でもあるんだろうね」

　彼の発言に素っ頓狂な声をあげる。

「え～！　正一さんて彼女いたんですか？」

　今まで栄光の世代の弁護士三人が目立ちすぎて、正一さんにはあまり注目していなかったが、彼も堅実で、弁護士にはなれなかったけれど頭もいいしモテると思う。

　というか、普通に女の子が本気で恋をするタイプかも。

　恭吾さんはハイスペックすぎて、違う世界の人だと私も最初線引きしていたし、彼と恋人関係になるなんて全然考えていなかった。

「学生時代から付き合ってる彼女がいるみたいだよ」

　恭吾さんはデスクの上を片付けながらそんな情報を私に伝える。

「正一さん、一途なんですね。それだけ思われてみたいなあ」

　なにも考えずに頬杖をつきながらそんなことを口にしたら、コートを着た恭吾さんが私のデスクに軽く腰かけ、私の頬に手を添えた。

「じゃあ、思わせてみせてよ」

　楽しそうに笑みを浮かべるその顔にトクンと胸が高鳴る。

　男の色香を纏った彼は最強。

　晶さんも涼太さんもカッコいいと思うけど、恭吾さんが一番だと思うのは、惚れた欲目だろうか？

「私には難題ですよ」

　自信のない私は、彼の要求に諦め顔で返した。

　私をずっと好きでいさせる方法なんてわからない。

　それに、恭吾さんと身体を重ねたけれど、まだ彼の恋人になったという実感がなくて、夢を見ているような気がする。

「そんなことない。こうやってずっとそばにいて、キスしてくれればいい」

　彼が顔を近づけて口づける。

　仕事場だというのに、その極上に甘いキスを受け入れる私。

　だって抗えない。

　彼と触れ合っていると、胸がキュンとなって……大事にされてるんだって感じる。

　恭吾さんがキスを終わらせると、なんだか寂しくなった。

「葵、もっとしてほしいって顔してる」

　フッと微笑して彼は私の唇を指でなぞる。

「そ、そんなことありません」

　すぐに否定するも、いつものように強く言えない。

　そんな私の気持ちはすべてお見通しなのか、彼は私の耳元で囁いた。

「意地っ張り」

　そのセクシーな声に全身がゾクッとした。

　私……とんでもない人を相手にしているような気がする。

　こんな美形なんだもの。知りたくないけど恋愛経験は多そう。

　過去の恋人はどんな人だったのだろう。

　恭吾さんの顔をじっと見て考えていたら、彼の声がまた聞こえてハッとした。

「……葵ともっとキスしていたいけど、今日はやることがたくさんあるからね。もうここを出ないと」

　恭吾さんの言葉に首を傾げて説明を求める。

「やること？」

　ひょっとしてプライベートで予定があるのかな？

　てっきり一緒に過ごすのかと思っていたけど、考えてみたら、今日彼と約束なんかしてないもんね。

　イブだけど、一緒に過ごせないのかあ。

　少しがっかりする自分がいる。

「今月の二十七日が祖母の誕生日でね。葵にプレゼントを選んでもらおうと思って」

　優しい目で答える彼。

　私が選ぶの？

「恭吾さんのおばあちゃんってどんな人なんですか？」

　プレゼントを選ぶ参考にしたくてそう尋ねると、彼は顎に手を当てながら言った。

「うーん、いつもニコニコしてるけど、結構したたかな人だよ」

　それってまんま恭吾さんのことじゃないの。

「……血は争えないですね」

　そんな皮肉を口にしたら、彼はにっこり微笑んだ。

「晶たちにもよく言われる。実はね、葵も俺の祖母に会ってるよ」

　その発言に驚かずにはいられない。

「え？　嘘。いつ？」

　恭吾さんに聞くが答えてくれず、彼は私にコートを着せて急かした。

「時間がないから行くよ」

　彼に手を引かれオフィスを出ると、これからクリスマスデートをする涼太さんと萌音ちゃんにビルを出たところで会った。

　ふたりは今朝私が叫んだことで私と恭吾さんの関係を知っているわけで、恥ずかしくて彼らの顔も見ずに「お疲れ様～」と小さく呟く。

　すると、萌音ちゃんに「葵さんと恭吾さんもこれから食事ですかあ？」と声をかけられた。

　今日の予定がイマイチわからず恭吾さんに目を向けたら、彼が穏やかな笑顔で答える。

「まあそんなとこ。じゃあ、また明日」

　恭吾さんは軽くふたりに手を振り、私の手を握って通りでタクシーを捕まえた。

「さあ、乗って」

　彼が私の背中を押して、そのままタクシーに乗り込む。

　恭吾さんが運転手に「銀座まで」と行き先を告げた。

　彼とイブに一緒にいられるのは嬉しいが、これからなにが起こるのかわからなくて戸惑っていた。

　十五分ほどで、タクシーは銀座にある高級ブランド店ＳＲの前で停車する。

　恭吾さんが支払いを済ませると、タクシーを降りて店の中へ。

　世界にブランド店はいっぱいあるけれど、このＳＲはその最高峰と言っても過言ではない。

　私の憧れのブランド。

　でも、価格が他のブランドの二～三倍はするから、キーケースといった小物を買うのがやっとだ。バッグやお財布は高すぎて手が出せない。ましてやアクセサリーなんて、夢のまた夢。

　なんの躊ちゅう躇ちょもなく入ってしまう恭吾さんてやっぱりセレブだよね。

「値段は気にしなくていいから、祖母によさそうなものを選んでほしい」

　恭吾さんにそう頼まれるが、本当に私が選んでいいのか不安だった。

「バッグがいいとか、アクセサリーがいいとかあります？」

　なにかプレゼントしたいものがあれば、選びやすい。

「うーん、基本なんでも持ってる人だからね。葵が直感的にいいって思うのがいいかな。女性が喜ぶものって俺にはあまりわからないから」

　私よりも恭吾さんの方がおばあちゃんのことをよく知ってるし、センスもよさそうなのにな。

「私は恭吾さんが選んだ方がいいと思いますけど」

「いや、毎年俺が選んでたから、葵が選ぶ方が祖母の好奇心を刺激していいんだ。一階から順に見ていく？」

　恭吾さんの提案に小さく頷いた。

「そうですね」

　一階にはスカーフやショール、マフラーなどが置かれていて、なかなか華やかな雰囲気。クリスマスイブとあってカップルが多い。

「恭吾さんのおばあちゃんってスカーフとか巻きます？」

「洋服は普段あまり着ないから、スカーフを巻いてるのは見たことないかな」

「じゃあ、スカーフはやめて、あっ、ストールは？」

　ショーケースにある色鮮やかなストールが目に映り、彼に確認する。

「ストールね。なかなかいいかもしれない」

　恭吾さんがにこやかに笑って、一緒に売り場に行く。

　ネイビーやワインレッド、ブラウンといった色のロゴ入りストールを見せてもらった。値段は二十万ほどもするが、買うのは恭吾さんだから気にしない。

　私がストールを巻いて恭吾さんに見てもらう。

　どれも私的にはいい感じ。

　パープルのストールを手に取った時、昨日、コンビニで会ったおばあさんのことが頭をよぎった。

　薄紫色の着物を素敵に着こなしていたあのおばあさんなら、このストールも似合いそう。

　パープルのストールを巻いて鏡を見ながらおばあさんの姿を思い出していたら、恭吾さんがじっと私を見た。

「そういえば、祖母は紫が好きだったな」

「それじゃあ、このストール候補にあげておきます？」

　恭吾さんに聞くと、彼はニコッと頷いた。

「ああ。次は二階に行ってみよう」

　店員さんにストールの取り置きをお願いし、二階に移動する。

　ここは時計や宝飾品などの売り場。一階よりもさらにカップルが多い。

　まずは時計売り場へ。

　でも、おばあちゃんに時計をプレゼントするのはあまり聞かない気がするし、すでに特別なものを持っていそうだ。

　次にアクセサリー売り場に目を向ければ、知った顔があって足が止まった。

　げげっ！　あれは、元彼ではないの。

　髪型がちょっと変わったけど、間違いない。

　しかも、ド派手な真っ赤なロングコートを着た女性を連れている。

　彼女は本命の恋人。

　元彼と付き合っていた頃、ふたりがデートしているところに出くわして、その場で彼を問い詰めたら私の方が浮気相手だったことがわかったので、彼女も私の顔は知っている。

　今年の春に別れたのに、すごい昔のことに感じるな。

「ねえ、この指輪いい。買って！」

　彼女がおねだりしているが、彼の方は渋っていて、この場から離れようとする。

「違う店も見てみよう」

　そりゃあ、そうよね。ここのアクセサリーはちょっとお高いもの。

　元彼は広告代理店に勤めていてわりと給料はよかったけど、財布の紐ひもは固かった。

　私の誕生日にくれたケーキだってコンビニのものだったからね。

　別に愛情があればそれでもいいんだけど、私は本命でもなかったし……。

　今思えば、どうしてあんな人と付き合ってしまったのだろう。

　所詮私は田舎者だし、付き合ってた頃は彼がすごくカッコよく見えたのかも。

　恭吾さんみたいな極上男子なんて周りにいなかったもんね。

　彼らのやり取りを見ていたら、恭吾さんが少し身を屈めて私の顔を覗き込んだ。

「葵？　誰か知り合いでもいた？」

「ううん。なんでもない。プレゼント、時計って感じじゃないから、三階行こうか？」

　早くこの場から離れたくてそう提案するが、彼は首を縦に振らなかった。

「いや、腕時計の調子が悪くて修理を頼みたいから、葵はちょっと待っててくれる？」

「……はい」

　元彼を気にしながらぎこちなく笑って返事をすると、恭吾さんは私から離れて店員さんに声をかける。そして、店員さんと共に奥にある個室に消えた。

　このままここでじっと待つのはマズイ。どこかに移動して恭吾さんにはラインで知らせよう。

　そう決めて売り場から離れようとしたら、元彼が彼女を連れてこちらにやってくるのが見えた。

　思わずプイと視線を逸らす。

　どうか私に気づかないで！

　だが、私の願いは通じず、彼女の方が「あら」と声をあげた。

　元彼と私のことを話しているのが聞こえる。

「よお、葵じゃないか」

　ふたりは私を馬鹿にしたかったのか、わざわざ声をかけてきた。

「どうも」とムスッとした顔で返したが、元彼は挨拶だけで終わらず立ち止まって私に話しかける。

「元気にしてるか？　お前、噂で丸岩辞めさせられたって聞いたけど」

　そのおもしろがるような発言にズキッと胸が痛んだ。

　元彼とは丸岩の同僚主催の合コンで知り合ったから、彼がその噂を聞いたとしても不思議ではない。

「転職したの」

　無視してもしつこく聞いてくるだろうと思って、そう言い返した。

「転職した？　どこに？」

　元彼はさらに質問を重ねてくる。

　ああ、もうしつこい。

　今度こそ無視してここから離れようとしたら、恭吾さんが颯さっ爽そうと現れて、ギュッと私の手を掴んだ。

「僕のいる法律事務所にですよ」

　ふたりは驚いたように、まじまじと恭吾さんを見た。

「葵とはどのようなお知り合いなんですか？」

　恭吾さんはそんな彼らの視線を気にせず、柔らかな物腰で質問する。

　私と手を繋いで、名前で呼んで、親密さをそれとなくアピールしてるよね？

　そんな恭吾さんがいつも以上に頼もしく思えた。

　元彼は呆気に取られた顔をしているし、本命彼女は恭吾さんを見てうっとりとした表情になっている。

　女性なら恭吾さんを見たら誰もが振り返るし、目が合っただけで顔が赤くなる。モデルのように背が高く、スラッとした美形男子で、どこかミステリアスだからだ。

　彼の周囲だけ異空間というか、キラキラしたオーラが出ているし、テレビで観る俳優さんよりもカッコよくて知的だものね。

「お邪魔してすみません」

　元彼はルックス的に負けたと思ったのか、ボーッとなって恭吾さんを見つめている本命彼女の手を引き、そそくさと私たちの前から去っていく。

　その後ろ姿を見ながら恭吾さんが私に確認した。

「ひょっとしてあれが元彼？」

　できれば恭吾さんには知られたくなかった。人間として尊敬できる人ではないもの。

　きっと私以外にも元彼には浮気相手はいたと思う。

「……うん。でも、再会しても全然未練は感じなかったよ。むしろ別れて正解だった」

　それは嘘ではない。そんな風に思えるのもきっと恭吾さんがいるから。

　明るく笑ってみせたら、彼は優しく微笑んだ。

「葵も成長したね。まあそばに俺がいるしね」

　そんなに自信満々で言われるとなんだか悔しい気分になる。

　だが、本当のことだし、それが恭吾さんだもんね。

「うん。そういえば、恭吾さんの元カノの話って聞いたことないけど、どんな人と付き合ってたの？」

　このタイミングで思い切って聞いてみた。

　今を逃したらきっと聞く勇気がない。

「同棲するとか、毎週デートするとか、そういう付き合いのできる彼女っていなかったよ」

　私の目を見てしっかりと答える彼。

　言われてみれば、女の人と住むのは嫌みたいな話をしてたっけ。

「プレゼントあげるような女性もいなかったな。気になるなら二十七日のパーティで祖母に聞いてみたら？　きっと恋人なんていなかったって答えると思うよ」

　恭吾さんはフッと笑みを浮かべ、どこか楽しげに言う。

「え？　私もパーティに行くんですか？」

　驚かずにはいられない。

　だが、次の彼の発言にさらにビックリした。

「当然だよ。祖母にも葵を紹介するし」

「ええ～！」

　素っ頓狂な声をあげたら、周囲にいた人たちが一斉に私の方を見て、慌てて手で口を押さえた。

　あっ……しまった。

　恭吾さんと目が合い、彼がクスッと笑う。

「異論は認めないよ。寝てても連れてくからね」

　本当にいいのだろうか？

　私を紹介するっていうけど……それだけ真剣なお付き合いだって解釈していいのかな？　それとも外国みたいな軽いノリ？

「難しい顔してるけど、美味しいものを食べに行く、くらいの気持ちでいればいいからね。じゃあ次見ていこう」

　恭吾さんが私の手を掴んでアクセサリー売り場に行く。

「アクセサリーよりもバッグとかの方がよくないですか？」

　若い子ならともかく、ご年配の方だと相当高価な宝石じゃないと満足しないんじゃあ。いくら値段は気にしなくていいと言っても、一財産使っちゃうよ。

「祖母は宝石に目がないんだよね。だからここも見てみよう」

　それならご本人に選んでもらった方がいいと思うのだけれど、まあお年寄りだと外出も大変だったりするよね。

　恭吾さんとショーケースの指輪を見ていく。

　店のロゴ入りの指輪、カッコいいな。あっ、このプラチナのペアリングも素敵！　シンプルなのに華やかさがある。デザインがいいんだよね。

　つい見入ってしまったけど、自分のものを選びに来たんじゃなかった。

　ハハッと苦笑いして別の指輪を見る。

「あのダイヤの指輪、素敵じゃないですか？」

　二カラットはありそうな豪華な指輪を指差すと、彼は店員に声をかけた。

「すみません。ショーケースの指輪いくつか見せてもらっていいですか？　葵、指のサイズいくつ？　祖母も葵と同じくらいなんだけど」

　恭吾さんがチラッと私の指を見る。

　彼のおばあちゃんも指が細いのね。

「六号ですけど」

　自分のサイズは知っているのですぐに答えると、彼は再び店員に聞いた。

「六号のサイズありますか？」

「はい、ございます」

　店員はにこやかに返事をして、裏からいくつか指輪を持ってくる。

　青いベルベットのケースに、大きなダイヤがついた指輪が五つ並んでいた。

　どれも車が買えそうなお値段。

　キラキラしていて一日中眺めていられそう。

「葵、代わりにはめてみて」

　恭吾さんの声でハッとする。

「え？　私がはめていいんですか？」

　彼と店員に目を向ければ、笑顔で頷いている。

　こんなに大きなダイヤの指輪、つけるの初めて。

　指輪に手を伸ばし、注意深く手に取って左手の薬指にはめた。

　メインのダイヤの周りにメレダイヤがグルッと渦巻のように敷き詰められたデザインで、キラキラしている。

「とってもゴージャス」

　私がはめるにはまだまだ貫禄が足りないけど、恭吾さんのおばあちゃんのお年なら似合いそう。

　次に手に取ったのは、花がモチーフの指輪。中央はブルーサファイア、周りの花びらにはメレダイヤをあしらった可憐なデザインで、もう見てるだけでうっとりしてしまう。

「これもすごく綺麗」

　ほうっと見惚れながら指輪をはめる。

　日常生活には向かないデザインだけど、目の保養にはなる。

　そんな感じで次々と指輪を試していった。

　店員も弁護士バッジをつけた恭吾さんを上客と思ったのか、他にもいろんな指輪を持ってくる。

　しまいにはペアリングも出してきて私と恭吾さんに勧めた。

　さっき気になって見ていた上下にミルグレインが施されたプラチナの指輪をはめてみる。

　お洒落で洗練されてる感じ。こんなのをつけながら仕事してみたい。

　さっきの大きなダイヤの指輪よりも現実味があってテンションが上がる。

「すごくいいなあ。お金貯まったら買おうかなあ」

　指輪を眺めながらそんなことを呟くと、彼がおもしろそうに目を光らせた。

「そんなに気に入ったんだ？」

　マズイ。ちょっと熱心に見すぎたかも。

「女の子なら誰だって指輪好きだと思いますよ。私くらいの年齢だと、このくらいシンプルなのが素敵に思えるんです。重ねづけとかも流行ってますけど」

　実はペアリングに憧れていたとは言えない。買ってとおねだりしているみたいで嫌だ。

　あくまでも一般論であることを強調する。

「へえ、そうなんだ」

　私の話に少し興味深げに彼は相槌を打った。

「おばあちゃんには最初の指輪がいいかも。ダイヤが大きくて見栄えもするし」

「そうだね。祖母もそういう感じの指輪いつもしているな」

　笑顔で頷くが、彼はここでは取り置きをお願いせず、カタログと店員の名刺を受け取った。

　結局、アクセサリー売り場には一時間近くいたような気がする。

　ここにそんなに時間をかけてよかったのだろうか？

　次に三階のバッグ売り場に行き、ひと通り見せてもらうが、特にこれという品物はなかった。

　恭吾さんは店員に礼を言うと、私に目を向けた。

「最初に見たショールに決めた方がよさそうだな」

「私もそう思います」

　彼と同じ意見で安心する。

　やっぱりあのショール以上のものはない。

「俺は会計をしてくるから、葵は上のカフェで待っててくれる？　買い物に付き合って疲れただろ？」

　私を気遣う恭吾さんに向かって小さく微笑んだ。

「ではカフェで紅茶でも飲んでますね」

　ここの四階にはＳＲが経営しているカフェがあって、アフタヌーンティーを楽しむことができる。飲み物は基本一杯千円前後と割高だけど、どれも美味しい。私も数回利用したことがある。

　恭吾さんと別れ、エレベーターで四階に上がると、これまたカップルが多かったが、若い女の子や年配の人もちらほらいた。

　店員に窓際の席に案内され、ダージリンの紅茶を頼み、窓の外を眺める。

　外は雪が舞っていた。

「わー、綺麗。ホワイトクリスマスかあ。雪が降るなんて知らなかった」

　天気予報を見る暇もなかったもんね。

　ボーッと窓の外を眺めていたら、温かい紅茶が運ばれてきてホッとひと息つく。

　でも十分ほどが経ち、紅茶を飲み終わっても、恭吾さんは来ない。

　イブだからお会計が混んでいるのかも。

　長居するわけではないし、彼の様子を見に行こう。

　会計をしてカフェを出たところで、メイクが落ちていないか気になって、隣の化粧室に立ち寄った。

　口紅を塗り直してからエレベーターに向かったら、キャメル色のコートを着た女性とドンとぶつかった。

「痛い！」と声をあげて顔をしかめる女性。

　ぶつかってきたのは向こうなのだけど、条件反射で「すみません」と謝って相手の顔を見る。

　すると、それはもう二度と会いたくなかった人で……。

「天あま宮みやさん……」

　雷に打たれたかのような衝撃を受け、呆然と彼女の名前を呟く。

　心臓が激しく鼓動し、息をするのが苦しくなった。

　彼女は天宮麗れい子こといって、私が前勤めていた丸岩の社長秘書だ。

　恭吾さんの下で働く前、私は丸岩の常務の秘書をしていて、彼女と同じ秘書室にいた。

　天宮さんは取引先の社長令嬢ということで丸岩では女王様のように振る舞っていて、陰では女帝と呼ばれていた。

　秘書室の誰もが天宮さんに媚こびへつらい、逆らう者などいない。

　総務部から移動してきた私は秘書経験がなかったから彼女に新人のように扱われていたけれど、言いなりにはならなかった。

　会社のお金を私物化して洋服や宝飾品を買ったり、高級レストランで飲食したりするのが許せなくて注意したのだが、彼女は反省するどころか、逆に私に嫌がらせをしてきた。

　最初は私の担当幹部のスケジュールのデータを書き換えるという地味なものだった。

　でも、嫌がらせは次第にエスカレートし、私が手配した弁当やホテルなどを勝手にキャンセルして私を困らせた。

　それでも私がへこたれずに仕事をしたものだから、彼女は私が丸岩を解雇されるよう企てたのだ。

　あれはクビを言い渡された日のこと。

　社食から秘書室に戻ると、天宮さんが『私の財布がない』と騒いでいた。

　その時は持ってくるのを忘れたか、バッグの底にでも入っているんじゃないかと軽く考えていた。

　でも、彼女は大騒ぎし、周りの秘書も一斉に財布を探すことになり、ついには秘書室にいる人たちの持ち物検査にまで発展。

　私は天宮さんの財布のことなんて知らないし、騒ぎすぎだろう、くらいに思っていた。

　だけど、天宮さんが私のバッグを調べると、彼女の財布が見つかって……。

『あったわ！　これ、私の財布よ。朝比奈さん、いくら自分が買えないからって同僚の財布を盗むなんて最低ね！』

　天宮さんが目を吊つり上げて私を非難してきた。

　私が密かにいいと思っていたＳＲの深紅の革財布が自分のバッグにあったことにただただ驚いて、動揺しながら彼女に言い返した。

『私はなにも知りません！』

　なにかの間違いだ。私は天宮さんの財布なんて取っていない。

　ひょっとしてこれも彼女の嫌がらせ？

　そんな考えが頭に浮かび、天宮さんに確認しようとするも、他の秘書たちも皆一斉に、『朝比奈さんて泥棒だったんだ』と言って、私を罪人扱いした。

　騒ぎを聞きつけてやってきた総務部長は、天宮さんから事情を聞くと、表情を険しくして私を見据えた。

『私は彼女の財布なんか盗んでません！』

　そう何度も訴えたのに、部長は聞く耳を持たない。

　彼も他の秘書同様、罪人を見るような目で私を見ていて愕がく然ぜんとした。

　誰も私を信じない。話もまともに聞いてくれない。

　私の味方はどこにもいないのだ。

　総務部長は、他の役員に判断を仰ぐことも、会議を開いて議論することもなく、その場で私に解雇を言い渡した。

『朝比奈さん、君のような人はうちの社員として認められない。今日付けで退職してもらう』

　私には死刑宣告に思えたその言葉を聞いて、天宮さんはうっすら口角を上げていた。

　その表情を見て確信した。

　私は彼女にはめられたのだと。

　悲しさ、苦しさ、悔しさ、それに絶望――。

　あの時感じた負の感情が蘇よみがえってくる。

「あら、誰かと思ったら朝比奈さんじゃないの？　まだ東京にいたのね。てっきり群馬の実家にでも逃げ帰ったかと思ったわ、泥棒さん」

　ハハッと高笑いする彼女の声を聞いて耳鳴りがして、身体が震え出した。

「私は……私はあなたの財布なんか盗んでない」

　喉の奥から声を絞り出して言い返す私に、彼女はフンと鼻を鳴らす。

「この期に及んでなにを言ってるのかしら？　秘書室のみんながあなたのバッグの中に私の財布があるのを見たのよ。嘘をつくなんて見苦しい。私が警察に届けていたら、あなた、逮捕されていたんじゃない？」

　その発言にカッとなって声を荒らげる。

「私は盗んでなんかいないわ！」

　周りに人がいるかどうかは頭になかった。私の視界には天宮さんしか映っていなかったのだ。

　だが、カフェの方から恭吾さんの声が聞こえてハッとした。

「葵？　どうしたの？」

　声の方に目を向ければ、数メートル先に彼がいて目を見張った。

　彼はいつからそこにいたのだろう？　私と天宮さんの話、全部聞かれた？

　……どうしよう。

　頭がパニックになる。

　彼には私がどうしてクビになったか、詳しくは説明していない。

　前の会社では誰も私の言うことを信じてくれなかった。

　だったら彼も……私が天宮さんの財布を盗んだと思うんじゃあ。

　絶望が私を襲う。暗い闇が私を侵食し始めて……。

「私は……天宮さんの財布を盗んでなんかいない！」

　半狂乱になりながらそう叫んで目の前にあるエレベーターに乗り込み、一階のボタンを押し、閉ボタンを連打する。

　ここから逃げることしか考えなかった。

「早く閉まって！　お願い！」

　恭吾さんにまで信じてもらえなかったら、私はもう誰も信じられなくなる。

　それが怖かった。

「葵！」

　恭吾さんが私の名前を呼んで追ってくるが、ギリギリのところで扉が閉まった。

　肩を上下させて大きく息をしながら壁にもたれかかる。

　まさか天宮さんに会うなんて。もう私の人生から消したはずなのに……。

　その上、恭吾さんに話を聞かれたかもしれない。

　今度こそ私はおしまいだ。もう彼のそばにはいられない。

　エレベーターが一階に着くと、走って店を出る。

　背後から「葵、待って！」と恭吾さんが追ってきたけど、構わず逃げた。

　外はかなり吹雪いていて視界が悪い。

　でも、止まっちゃダメだ。

　雪が顔にかかっても、足が痛くても走り続ける。

　寒くて吐く息が白い。息も苦しい。

「葵!!」

　恭吾さんの声がまだ聞こえて胸が張り裂けそうだった。

　お願いだからもう放っておいて！　私をひとりにして！

　走りながらそう願ったのに、彼の足音がだんだん近づいてくる。

　このままだと彼に追いつかれる。

　止まるな。逃げるんだ。

　足が絡まって転びそうになったけど、なんとかこらえる。

　だけど、やはり恭吾さんの方が足が速くて、彼に腕を掴まれ、抱きしめられた。

「葵、もう逃げられないよ」
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「思ったより時間がかかったな」

　チラリと時計を見れば、午後七時半過ぎ。

　ブランド店のフロアをいくつか回り、支払いを済ませて、葵の待つ四階のカフェに行く。

　だが、そこに彼女の姿はなかった。

「トイレにでも行ったかな？」

　葵を探しにカフェを出ようとしたら、ドア付近で女性の声が聞こえてきた。

「……てっきり群馬の実家にでも逃げ帰ったかと思ったわ、泥棒さん」

　相手を嘲笑するようなその口調。軽い冗談ではなく、悪意が込められている。

　声のした方に足を進めると、葵とキャメル色のコートを着た見知らぬ女性がエレベーターの前で対たい峙じしているのが見えた。

　葵が青ざめながら女性に向かって言う。

「私は……私はあなたの財布なんか盗んでない」

　そんな葵の発言を聞いて、彼女の前にいる女性はせせら笑った。

「この期に及んでなにを言ってるのかしら？　秘書室のみんながあなたのバッグの中に私の財布があるのを見たのよ。嘘をつくなんて見苦しい。私が警察に届けていたら、あなた、逮捕されていたんじゃない？」

　会話の内容から、キャメル色のコートを着た女性は、晶が話していた社長秘書だと思った。

　葵はひどく取り乱した様子で叫んだ。

「私は盗んでなんかいないわ！」

　その悲痛な声に胸が痛くなる。

　今にも倒れそうな顔をしているし、早く止めないと。

「葵？　どうしたの？」

　ふたりの間に割って入るように声をかける。

　すると、葵は俺の存在に気づいて、目を大きく見開いた。

「私は……天宮さんの財布を盗んでなんかいない！」

　肩で大きく息をしながら俺に向かって訴えるように声をあげると、目の前のエレベーターに飛び込む。

　かなり気が動転しているように見えた。

「葵！」

　彼女の名を呼んで慌ててエレベーターに乗り込もうとするが、無情にも扉は俺の目の前で閉まった。

「くそっ！」

　ドンと扉を叩いて悪態をつく。

　そばにいたキャメル色のコートの女が驚いた顔で俺を見ていたが気にしなかった。

　今は他人なんてどうでもいい。すぐに葵を捕まえないと……。

　カフェの前にある階段を一階まで一気に駆け下りる。

　必死に彼女を追いながら頭の中で考えた。

　一瞬、社長秘書の天宮という女から逃げたように思えたが、あれは違う。

　葵は俺から逃げたんだ。

　なぜだ？

　もしかして、葵が財布を盗んだという話を俺が信じると思ったのだろうか？

　だから俺に向かって、『私は……天宮さんの財布を盗んでなんかいない！』と叫んだ？

　一階に着くと、葵が乗ったエレベーターはもう二階に上がっていた。

　店を急いで出て左右を確認したら、目の前の大通りを左の方向へ走る彼女の姿が見えた。

　雪が吹雪いていたが、コートのボタンを閉める余裕なんてない。

　人の波を縫うようにして葵を追い、俺は声を張り上げて叫んだ。

「葵、待って！」

　俺の声は届いているだろうに、彼女は立ち止まらない。

　逃げる彼女を人混みを縫いながら追いかける。

　俺は足が速い方だが、百メートルほど走ると、さすがに息が乱れてきた。

「葵!!」

　呼んだところで彼女が止まらないのはわかっていたが、それでも叫ばずにはいられなかった。

　かなり動揺しているし、道路に飛び出して事故にでも遭ったら大変だ。

　それに、ここで葵を見失ったら、俺は一生彼女に会えないかもしれない――そんな予感がした。

　葵は人通りの少ない路地に入っていく。

　俺はさらに加速して葵との距離を詰め、ついに彼女の手を掴んだ。

「葵、もう逃げられないよ」

　ゼーハー息を吐きながら、彼女を俺の胸に抱き寄せて強く抱きしめる。

「嫌、離して！」

　葵が俺の胸を叩いて暴れるが、優しく声をかけた。

「葵……落ち着いて」

「嫌！」

　半狂乱の葵は手をバタバタさせた。

「ちゃんと俺を見て！」

　彼女の腕を押さえつける。

「離して！」

　涙を流し、髪を振り乱して抵抗する彼女。

　息遣いも激しい。

　そんなやり取りを何度繰り返しただろう。

　彼女も疲れてきたのか、抵抗する力が弱くなった。

「葵」

　彼女の顎をクイッと掴んで目を合わせる。

　葵は大人しくなったが、その瞳は恐怖で震えているように思えた。

　どうすれば彼女を落ち着かせることができる？

「葵、俺は敵じゃないよ」

　彼女の目を見てはっきりと告げる。

　葵がまだ俺を信じていない気がしたのだ。

「恭吾……さ……ん？」

　葵がまじまじと俺を見たので、にっこり微笑みながら彼女の涙を指で拭った。

「世界中が葵の敵になっても俺は葵の味方だよ」

「敵じゃ……ない？」

　ハッとした顔をする彼女に穏やかな声で問いかける。

「俺が敵だったことがある？」

　俺の質問に彼女はしばし考えた。

　乱れていた呼吸も徐々に静まってきている。

　いい傾向だ。

「……ない」

　葵は俺の目を見て答えた。

　そんな彼女をギュッと抱きしめる。

　雪が降っているせいか、お互いの身体は冷え切っていた。

　でも、こうして抱き合っていると、少しずつ身体が温かくなる。

　人って不思議だ。愛しい人といるとこんなにもあったかい。

　昨日は彼女が俺を悪夢から解放してくれた。

　今日は俺が葵を笑顔にする番。

「しっかり覚えておいて。俺は敵じゃないよ。それと、葵が解雇された理由も知ってる」

　真摯な目で伝えると、彼女はか細い声で「……知ってたんだ。逃げて……ごめんなさい」と謝った。

　だがその時、ギュルル～と葵のお腹が盛大に鳴って、ついククッと笑ってしまう。

　さっきまでの緊迫した状況から一転、一気に脱力して葵に寄りかかる。

　すると、彼女が恥ずかしそうに怒って俺の腕を少しつねった。

「きょ……恭吾さん、笑いすぎ！」

「ごめん。葵は一回に食べる量が少ないからお腹が空くんじゃない？　今日の朝だってオフィスでおにぎり一個しか食べなかったよね？　携帯食用意したら？」

　謝りながらそんなアドバイスをすると、彼女はじっとりと俺を見た。

「今お腹が鳴ったのは、いっぱい走ったからです！」

「はいはい。お腹が空くと葵は機嫌が悪くなるし、うちに帰ろう」

　抱擁を解くと彼女の手を引き、通りでタクシーを拾う。

　二十分ほどで自宅マンションに着いて玄関に入ると、葵が突然「あっ！」と声をあげた。

「どうしたの？」

　靴を脱ぎながら葵に目をやれば、彼女は両手で頬を押さえて落ち込んでいる。

「食材買ってないから、たいした料理ができない」

「大丈夫だよ。ちゃんと準備してあるから」

　安心させるように微笑んだら、彼女は少し首を傾げた。

「準備？」

「いいから、葵も早く上がって」

　彼女を急かして玄関を上がると、リビングに向かう。

　部屋に入れば、クリスマスツリーの電飾が光っていて綺麗だった。

　部屋は暖房をセットしてあったので暖かい。

「やっぱりクリスマスツリーっていいですね」

　ツリーを見て葵が頬を緩めたので、俺も笑顔で相槌を打った。

「ふたりで見るからいいんじゃない？　じゃあ、ツリーは後で楽しむとして、部屋の電気つけるよ」

　そう言ってリビングの明かりをつければ、葵が驚いた顔ではしゃいだ。

「わあ～、こたつじゃないですか！　いつの間に？」

　リビングの真ん中に長方形のこたつが置いてある。

　俺自身、うちで見るのは初めてだが、リビングに馴染んでいていい感じ。

「日中設置してくれるよう業者に頼んでおいたんだよ。あと、今夜はお好み焼きにするから」

　そう言ってこたつの上のホットプレートを指差す。

「お好み焼き、大好き！」

　子供のように目を輝かせる葵。

　この笑顔が見たかったんだ。

「よかった。イブだからホテルでの食事も考えたけど、ツリーもあるし、家でまったりするのもいいかと思ってね」

　お好み焼きの食材は、祖母のところのお手伝いさんに頼んで用意してもらったのだ。

　お互い一旦寝室へ行き、部屋着に着替えてリビングに戻ってくると、葵は化粧を落としてメガネをかけていた。

　いつものくつろぎモードに入ったな。

「お好み焼きのタネは俺が作るから、葵はお皿運んで」

「了解です！」

　葵はピッとかわいく敬礼する。

　少し前まではひどい状態だったので、元気になった彼女を見てホッとした。

　キッチンであらかじめ切ってあった野菜や肉、魚介類をボウルに入れる。

　それを葵にこたつまで運んでもらうと、ホットプレートに油を引いて、お好み焼きのタネを流し込んだ。

「実家にいた時、週一でお好み焼き作ってたんですよ。山芋を入れると生地が膨らんで美味しいですよね」

「そうだね。俺も祖母の家で何回か作ったことがあるよ。ちなみに、こたつは今日が初体験」

　俺がそんなことを打ち明けたら、彼女はビックリした顔をする。

「えー、こたつ初体験なんですか？　あー、でも都会にいると床暖とかあってあったかいから必要ないか。一度入るとなかなか抜け出せなくなりますよ」

　葵の話にクスッと笑ってしまう。

「ヤドカリみたいだね」

「こたつから出たくないからこたつの周囲に物を置くんです。ティッシュとかリモコンとか、あと枕がわりのクッションとか。昔、こたつに入りながら受験勉強してたら、そのまま寝ちゃって、弟によく鉛筆でほっぺたを突かれて起こされましたよ」

　葵は少しムッとしながら学くんとのエピソードを語る。

　普通なら微笑ましく思えるのだが、ふたりのやり取りにちょっとジェラシーを感じた。

　本当の姉弟じゃなかったら、今持っているヘラをボキッと折っていたかもしれない。

　そんな俺の心情を彼女に悟られぬよう、笑って学くんから教えてもらった情報を口にする。

「そういえば、学くんが葵がどこでも寝るって言ってたな」

「え？　いつの間にそんな話したんですか？」

　ギョッとした顔をする彼女に向かってフッと微笑んだ。

「葵が寝てる間にね。おっ、いい感じで焼けてきた」

　ヘラでお好み焼きを裏返すと、じっと見ていた葵が俺を褒めた。

「やっぱり恭吾さんって手慣れてる」

「なに、やっぱりって？　ただひっくり返しただけじゃないか」

　こんなの誰でもできると思う。

「恭吾さん、なんでもそつなくやっちゃうから。なんか手つきがプロですよ」

「じゃあ、弁護士やめたらお好み焼き屋にでもなろうかな」

　ノリでそんな発言をしたら、葵は目を丸くした。

「冗談でしょう？」

「うん、冗談」

　そんなたわいもないやり取りをするうちにお好み焼きが出来上がった。

　俺がかつお節、青のり、ソース、マヨネーズなどをのせて仕上げをすれば、葵はフフッと笑った。

「こういう料理って男の人がやると美味しく見えますよね？」

「俺が焼いたんだから美味しいはずだよ」

　ニコッと笑いながら、まず葵の分を皿にのせて彼女に手渡す。

「あっ、すごい自信」

「そりゃあ、いっぱい愛情込めてるから」

　そんな軽口を叩いたが、それは嘘ではない。彼女に喜んでほしいから、いろいろ考えて、うちでお好み焼きをすることにしたのだ。

　クリスマスイブの夜は誰にも邪魔されず、ふたりだけで楽しく過ごしたい。

　自分の分も皿にのせると、いただきますをして食べ始めた。

「あふあふ……美味しい！」

　葵はホクホク顔。

「愛情がこもってるから」

　その主張を繰り返したら、彼女はじーっと俺を見る。

「そここだわりますね」

「ちゃんと愛は伝えないと。あっ、葵、頬にソースついてる」

「え？　どこ？」

　素直に右の頬と教えてもよかったのだが、彼女に触れたくなって、顔を近づけてソースをペロッと舐めた。

「取れたよ」

　しれっとした顔で言えば、彼女はカーッと赤くなって怒った。

「きょ……恭吾さん！」

「教えてあげるより、俺が取ってあげた方が早かったから」

「だからって……いきなり舐めなくても……もう……恭吾さんたら……人をからかって……」

　葵は俯うつむいてゴニョゴニョ言っている。

　そんな彼女がかわいい。

「葵、食べないと冷めちゃうよ」

　俺がそう声をかけると、彼女は「わー、食べます！」と再びもぐもぐとお好み焼きを口にする。

「私、恭吾さんが作ったピザとかパエリア食べてみたいなあ」

　不意にそんな話をするので、不思議に思った。

「誰に聞いたの？　俺が料理するって」

「萌音ちゃんです」

　ああ。最近よく彼女とランチ行ったりしているから、そこで俺のことが話題になったのだろう。

「じゃあ、今度葵のために作るよ」

　もう料理ができることを隠す必要はない。

　そう約束すれば、彼女は破顔した。

「やった！　楽しみ～。絶対に忘れないでくださいね！」

　それからお好み焼きを食べ終わると、ホットプレートを片付けて、ケーキとシャンパンを用意した。

　ケーキのロウソクに火をつけて、部屋の電気を消す。

「すごくロマンチック。こういうの、ずっと憧れてたんですよ。クリスマスイブはいつもひとりだったから」

　ロウソクの灯りを見て、葵は目を輝かせる。

「今年からはもうひとりじゃないよ」

　葵の目を見て告げれば、彼女は幸せそうに「そうですね」と相槌を打った。

「葵、ロウソク消して」

　俺が合図すると、彼女がフーッと息を吹きかけて火を消す。

　その様子を俺は動画に撮った。

　再び部屋の電気をつけてケーキを切り分けると、シャンパンをグラスに注いで彼女に手渡す。

「今日は酔い潰れて寝ちゃっても平気だよ」

「うっ、あの時は飲みすぎちゃって」

　前にバーで飲んだ時のことを反省しているのか、彼女は気まずそうな顔をした。

「俺の前だけなら許す。乾杯」

　笑いながらグラスを重ねたら、葵はわざと怒った顔をして突っ込んだ。

「何様ですか！」

「うーん、葵のなんだと思う？」

　意地悪く聞き返すと、彼女は言葉に詰まった。

「え、私の？」

「お互い共通の認識を持つことが大事だから確認しておこうと思って。で、俺は葵のなんなの？」

　葵に回答を迫れば、彼女は俺の反応を確認するように自信なさそうに答える。

「こ……恋人？」

「どうして疑問形？」

　少し厳しく問い詰めると、葵はか細い声で返した。

「だってまだ付き合いだしたばかりだし……」

　確かに昨日初めて身体を重ねて恋人になったわけだし、まだ実感がないのかもしれない。

　だから、今日……俺からも逃げたんだ。

「まだまだ俺の愛が足りなかったかな。今夜もじっくり愛し合おうか、葵？」

　悪魔のように微笑んでみせたら、彼女は顔を引きつらせた。

「い、今のも冗談ですよね？　今朝だっていっぱい……!?」

「本気だよ。まだまだ抱き足りない」

　葵の顎を掴んで視線を合わせたら、彼女はゴクッと息をのんだ。

「あっ、やっぱり私と恭吾さんは恋人です！　もうすっごく、すっごくラブラブです！」

　少しずつ俺から目線を逸らし、葵は声を張り上げ訂正する。

　普段の彼女なら絶対に口にしないそのセリフ。

　葵をからかうのは楽しい。

　シャンパンを二杯ほど口にすると、彼女の目がトロンとしてきて、やがてテーブルに突っ伏した。

　こたつに入っているせいもあるけど、今日も疲れたんだろうな。

　昔の同僚にも会ったし。

　寝室からブランケットを取ってきて葵の肩にかけると、彼女のメガネを外してテーブルに置く。

　そして、スマホを手にし、晶に電話をかけた。

《はい？　イブに電話なんてどうしたの？　葵ちゃんは？》

　すぐに電話に出た晶は、彼女のことに触れる。

「今疲れて寝ている」

　フッと笑みをこぼしながらスーッと寝息を立てて眠っている葵に目を向けた。

《あら、お盛んね》

　俺の返答を勘違いして皮肉を言う彼にクールに返した。

「普通に疲れて寝ただけだ。お前だってクライアントとデートだろ？」

《知ってるならかけてこないでよ。今いいところなのよ》

「本当に楽しんでたら、俺の電話なんて出ないんじゃないかな？」

　俺がそう指摘したら、晶は一瞬黙った後、男に戻った。

《……お前、鋭すぎだ》

「そんなことより、晶に頼みがあるんだけど」

　真剣な声で話を切り出す。

《なんだよ？　高くつくけど、いいのか？》

　俺様口調の晶にチクリと言った。

「お前には貸しがあるよね？　今朝、お前が葵を誘惑しようとしたのを許してやっただろう？」

《俺に貸しを作るつもりであっさり引いたのか？　相変わらず策士だな》

「本題に戻るが、葵の不当解雇の件、正面切って争わないことにした」

《それじゃあ泣き寝入りするのか？》

　今日の葵の悲痛な表情が忘れられない。それに、あの社長秘書の葵を馬鹿にしたような顔も。

　胸の奥から怒りが込み上げてくる。

　あの女……絶対に許さない。

「いや、泣き寝入りなんかしない。ちゃんと報復はするさ」

　今日の葵の状態を見て強く思った。

　彼女はまだ立ち直れていない。だから、間違えるな。

　相手を訴えたところで必ずしも被害者が幸せになるわけではない。

　大事なのは本人がどう思うか。

　クビにされたことを思い出すと決まって彼女は表情を暗くする。

　不当解雇や名誉毀損を裁判で争うことを、彼女に強要させてはいけない。

「お前がお近づきになった丸岩の秘書とコンタクトを取ってくれる？　詳細は後でメールするよ」

《わかった》

　晶が静かに返事をして電話を切ると、今度は祖母に電話をかけた。

「華子さん、ちょっとお願いがあるんですが」

　祖母と話をして、彼女の誕生日に例の社長秘書を招待するように頼んだ。

　通話を終わらせると、起きる気配のない葵を俺の寝室に運び、ベッドに寝かせる。

　そして、ベッドの近くに置いておいたダークグリーンの紙袋を手に取り、中から小さな箱を取り出した。

　それは今日、ＳＲで葵に内緒で購入したもの。

　箱を開けるとプラチナのリングがふたつ入っていて、サイズの小さい方を箱から取り出した。

　眠っている葵の左手を取り、彼女の薬指にはめる。

　店でも試したから、サイズはぴったり。

　今日のメインの買い物はこの指輪だ。祖母のプレゼントはついで。

　彼女がこの指輪を一番気に入っているようだったから、迷わず購入した。

「起きてすぐ気づくかな」

　葵が目覚めたところを想像してフッと笑みを浮かべる。

　身を屈めて彼女にそっと口づけると、書斎に行って、晶にメールを打った。










私のサンタ




　目覚まし時計の音がしてパッと目を開けると、横から恭吾さんが腕を伸ばしてアラームを止めた。

　ん？　あれ？　私、いつ寝たっけ？

　ここは……恭吾さんの寝室？

　まだ頭が働かずポカンとしていたら、恭吾さんが私の顔を覗き込んだ。

「おはよう。いっぱい寝たね」

　爽やかに笑ってチュッと羽のようなキスをする彼。

　朝からこの人は王子モード。彼のキスではっきり目が覚めた。

　今日はクリスマス。

　昨日はいろいろあったけど、ぐっすり眠ってしまったらしい。

　天宮さんに会って嫌なことを思い出したのに、幸せな気分でいられるのは恭吾さんのお陰だ。

　彼は私のことを全部知っていて、それでも私を受け入れてくれている。

　私の味方だって言われてすごく嬉しかった。

　人の運命ってわからない。

　人生最悪の日に、恭吾さんに拾われて、今、彼の恋人になって……。

　昨日のことがあって、より彼への信頼が高まった。

　恭吾さんはちゃんと私を見てくれる。

　彼に出会えて、彼を好きになって本当によかった。

　今の私は絶対の安心感と幸福感で満たされている。

「私……ひょっとしてシャンパン飲んで寝ちゃいました？」

　恭吾さんに確認したら、彼はコクッと頷いた。

「うん。こたつで寝て、俺がベッドに運んだんだ。やっぱり葵は外でお酒は控えた方がいいかもね。俺がいないところで飲んで誰かにお持ち帰りされないか心配」

「私は恭吾さんみたいにモテないから大丈夫ですよ」

　ヘラヘラ笑ってそう返したら、彼に呆れられた。

「ホント無自覚すぎて怖いよ」

　私が思うに、彼は父以上に心配性だ。

「だって社会人になるまで恋人なんていなかったんですよ。いや、正確には元彼だって本当の彼氏ではなかったし」

　自慢ならぬ自虐ネタを披露するが、恭吾さんは信じてくれない。

「それボーッとしてて相手がなに言っても気づかなかったってオチだよ」

　なぜそう断定できるんですか？

「いえ、私そんな鈍くないですよ」

　真顔で否定するも、彼の冷ややかな視線が私に突き刺さった。

「俺が何度警告しても、ひとりでホイホイ晶のとこに行って襲われそうになったのは誰？」

　それは女装の晶さんに慣れちゃって警戒しなかったから……と言い返そうかと思ったけどやめた。

　こういう話題に関して恭吾さんはめちゃくちゃ厳しい気がする。

　でも、それは私を大切に思っているからだよね。

「……私です。すみません。今後は気をつけます」

　今度は反省して謝ると、恭吾さんは優しい目で私の頭をよしよしと撫でた。

「わかってくれればいい」

　兄姉がいないせいか、今みたいに頭を撫でられると嬉しい。

「このままベッドで過ごしたいけど、今日も仕事があるからね。朝食は俺が作っておくから、葵はシャワー浴びてきたら？」

　おっ、今日の恭吾さんは大人な感じ。

　いろんな表情を見せる彼といると毎日が楽しいし、一緒にいると落ち着く。

　彼の声のトーンとか体温とか、優しさが心地いいのだ。

「恭吾さんが作ってくれるなら、頑張って起きようかな」

　彼と笑みを交わし、なにげなく前髪をかき上げたら、左手がキラリと光った。

　不思議に思ってよく見てみると、なぜか左手の薬指にプラチナの指輪をしている。

　え？　ええ～!?

「これ……ＳＲの指輪」

　呆然と呟く私。

　上下にミルグレインが入っているこの指輪、昨日店で見て欲しいと思ったやつだ。

　でも……なんで？　夢でも見ているのだろうか？

　だけど、何度目を瞬いても、指輪は私の指にある。

　夢じゃない。これは現実。

　どうやら私には、とびきり優秀なサンタがいるらしい。

　恭吾さんに目を向けると、彼は極上のスマイルを見せた。

「犯人は……恭吾さんですね。ズルイ」

　じわじわと目が涙で潤んできて、彼の顔がぼやける。

　こんな最高に嬉しいサプライズは初めてだ。恭吾さんの優しさに胸がジーンとなる。

　頬からスーッと涙が伝うと、彼の手が伸びてきて私の涙を手で拭った。

「気に入ってくれた？」

　その甘い口調に涙腺が崩壊する。

「気に入るもなにも……私が一番……欲しいって……思った……指輪です」

　あなたには私の心が読めるんですか？　それに、どれだけ恋人に尽くすんですか？

　私を甘やかしすぎです。

　恭吾さんは泣きじゃくる私をそっと抱き寄せて、耳元で囁くように言った。

「よかった。実は祖母のプレゼントを見に行くってのは口実で、真の目的は葵のプレゼントを買うためだったんだ」

　どうりでアクセサリー売り場に長くいたわけだ。

　なにかおかしいとは思ったけど、まさか私へのクリスマスプレゼントを買うためだなんて、これっぽっちも考えなかったよ。

「恭吾さん……ありがとう」

　少し落ち着いてきて心から感謝の気持ちを伝えたら、彼は抱擁を解いた。

「いいえ、どういたしまして」

　彼がフッと微笑すると、その左手もキラリと光って「あっ！」と声をあげる。

　恭吾さんも私と同じ指輪をしていたのだ。

　考えてみたら、ペアリングなんだから当然かもしれない。

　でも、恭吾さんもつけているのを目にすると、ちょっと照れくさくなった。

　まるで『彼は私のもの』って言っているみたい。

　彼も楽しげに目を光らせて同じことを口にする。

「俺、指輪するのは初めてだけど、見るたびに俺は葵のものって主張してる感じがしていいね」

　結婚指輪をするのも邪魔くさいっていう男の人も結構いるのに、彼は違うらしい。

　弟は絶対に指輪つけるのを嫌がるタイプだ。

　それにしても……。

「私……恭吾さんへのプレゼント、なにも用意してないの。ごめんなさい」

　昨日は彼のおばあちゃんの誕生日プレゼントを買うことで頭がいっぱいだったとはいえ、私の馬鹿～！

　あー、時間を巻き戻せたら、昨日のお昼にネクタイとかマフラーとか買いに行ったのにな。

　後悔する私の頬に彼が触れた。

「謝らなくていいよ。俺も今もらうから」

　ん？　今？

　そう疑問に思ったところで、彼に唇を奪われた。

　目を見開いて驚く私にゆっくりとキスをすると、焦らすように唇を離す。

　え？　これで終わり？

『もっとして』と言うのは恥ずかしい。

　恭吾さんを上目遣いで見ておねだりしたら、彼はニヤリとしてまた唇を重ねた。

　今度は激しくて、すべてを忘れて彼のキスに応える。

　口の中が熱い――。

　優しい口づけも素敵だけど、こういう所有欲剥むき出しのキスも好き。

　彼も私を求めてるんだって思えるから。

　私も彼が欲しい。

　恭吾さんがいつの間にかキスを終わらせたが、彼はまだ私に熱い眼差しを向けていた。

「やっぱり今日はフレックスにしようかな？」

　ギュッと私を抱きしめ、肩に顎をのせる彼。

　あっ、また甘えてる。

「ダメですよ。今日は朝からクライアントと打ち合わせでしょう！」

　厳しくそう指摘したら、彼はクスッと笑みをこぼした。

「優秀な秘書が恋人だとサボれないね」

　恭吾さんは名残惜しげにもう一度軽くキスをすると、色気ダダ漏れの顔で告げた。

「メリークリスマス、葵。今夜は寝かさないから覚悟してね」

　この切り替えの速さに頭がついていかない。

「え？」

　ポカンとする私を置いて、彼はベッドを抜け出し、寝室を出ていく。

「今夜は寝かさないって……嘘でしょう！」

　寝室でひとり青ざめる私。

「そんな朝までコースいらない」

　求められるのは嬉しいけど、限度というものがある……って、ここで考えてたら、またメイクする時間がなくなっちゃう。

　私もベッドを出てバスルームに向かうと、洗面所で恭吾さんが歯磨きをしていた。

　シャワーを浴びたいけど、彼がいる前で服を脱ぐのは恥ずかしい。

　恭吾さんの歯磨きが終わるのを待っていたら、鏡越しに彼と目が合った。

「シャワー浴びないの？」

　恭吾さんが歯ブラシを持つ手を止めて、私に話しかける。

「恭吾さんの歯磨きが終わるのを待っているんです」

　そう答えたら、彼は理由を聞いた。

「なんで？」

　その顔は少しニヤニヤしている。理由なんて頭のいい彼なら察しがついているだろうに。

「……裸見られるの恥ずかしいから」

　ボソッと呟いたら、恭吾さんはフッと笑った。

「今さらだよ。もういっぱい見てるのに」

「でも、恥ずかしいの！」

　声をあげて言い返す私を彼はおもしろそうに見た。

「まあそこが葵のかわいいところだよね。十年後も同じこと言いそう」

　確かに言っちゃうかも。男の人の前で裸になるのは抵抗がある。

　まだ部屋が暗くて相手も脱いでいるならいい。でも、洗面所は明るいし、彼は服を着ている。

　いつの間にか恭吾さんは歯磨きを終えていて、「じゃあ、朝食作って待ってる」と私の肩をポンと叩いて出ていった。

　こんな調子でこれからもずっと彼にいじられそう。




　シャワーを浴びてダイニングに行くと、テーブルの上には甘い香りのホットケーキが置かれていた。

「葵、冷めないうちに食べよう」

　恭吾さんが柔らかな笑みを浮かべる。

　絵に描いたような食卓。

　私のサンタはまだまだ私を甘やかすようだ。










彼女と一緒に［恭吾 side］




「そういえば最近、恭吾さん、チョコ食べなくなりましたね」

　正一さんはパソコンの電源を落とすと、俺に目を向けた。

　彼の左手薬指には結婚指輪がはめられている。

　そう、彼はクリスマスイブにずっと付き合っていた恋人と入籍したのだ。

　俺と葵のペアリングのことで事務所のみんなに冷やかされると思っていたが、正一さんの結婚の方がインパクトがあったようで、俺たちはあまりいじられていない。

　それに俺と葵の他にペアリングをしているカップルがもう一組いる。

　それは涼太と萌音ちゃん。

　イブに無事に両思いになったようで、ふたりも左手に指輪をしている。

　それでひとりおもしろくなさそうな顔をしているのが晶で、『もう私には宗一郎さんだけよ。私と今流行りのおっさんずラブしません？』と、奥さんに先立たれて現在独り身の宗一郎さんに絶賛ラブコール中。

　親友の俺も本気なのか冗談なのかわからない。

　今日は十二月二十七日。

　うちの事務所の仕事納めの日で、祖母の誕生日でもある。

「ああ。チョコよりも甘くて美味しいものを見つけたからね」

　チラリと葵に目をやってそんな意味深発言をすれば、正一さんは俺の言わんとすることを理解したようで少し頬を赤らめた。

「あー、なるほど」

　ハハッと苦笑いする正一さん。

　だが、彼の前の席にもっと顔を真っ赤にしている人物がいる。

「恭吾さん！」

　葵が赤面しながら俺を注意するが気にしない。

「なにか悪いこと言った？　葵だっていつもチョコ食べすぎって言ってたよね？」

　不敵な笑みを浮かべれば、彼女はギュッと唇を噛み、俺に恨みがましい視線を向けてくる。

「こら、そんな唇噛んでると血が出ちゃうよ。ただでさえ葵は唇乾燥してガサガサになりやすいんだから。もう葵だけの唇じゃあ……!?」

　葵がひどく焦った顔で俺の口を手で塞ぎ、声を潜めて警告した。

「そんなこと言う人にはキス禁止にします」

「へえ、そんなこと言っていいの？」

　ニヤリとして葵に確認したら、彼女は「うっ……」と言葉を詰まらせる。

　そんな俺たちのやり取りを見て気を利かせたのか、正一さんはコートを羽織って、「では、僕はこれで。よいお年を」と優しい笑顔でオフィスを後にした。

　そんな彼の顔は幸せに満ちていたように思う。

　愛する奥さんが家で待っていたら当然か。

　彼はこの正月にハネムーンでハワイに行くらしい。

「さて、俺たちもそろそろ出ないと」

　腕時計をチラリと見て葵に言った。

　時刻は午後六時十分。

　パソコンの電源を落としてコートを着ると、葵もコートを羽織ってバッグを手にする。

　オフィスを出て玄関に向かえば、祖母の誕生パーティに出席する他の面々もいた。

　宗一郎さん、晶、涼太に萌音ちゃんが俺と葵を一斉に見た。

「みんな揃ったところで行こうか」

　宗一郎さんが事務所を施錠し、声をかける。

　そして、徒歩十分ほどのところにある高級ホテルに皆でぞろぞろと向かった。

「萌音ちゃんは、恭吾さんのおばあちゃんに会ったことあるの？」

　葵がそばを歩いている萌音ちゃんに尋ねる。

「ありますよ。すごく上品なおばあさんですよ。顔立ちが綺麗で、やっぱり恭吾さんに似てます」

　ニコニコ顔で答える萌音ちゃんの言葉に葵は胸を押さえながら相槌を打った。

「そうなんだあ。もうすっごくドキドキしてるの」

「大丈夫だよ。俺が葵を好きになったように祖母も葵を好きになる」

　俺が優しく微笑んで葵に言葉をかければ、晶が突っ込んだ。

「あんたキャラ変わったわね。なにげに溺愛してるのをアピールしてない？」

「恭吾は晶がまた葵ちゃんにちょっかい出さないように牽けん制せいしてるんだ。恭吾のものに手を出したら、お前社会的に抹殺されるぞ」

　涼太がそう忠告すれば、晶が大きく頷いた。

「恭ちゃんならためらいもなくやりそうね。今日もとんでもないことやる予定だし。この人、非情な男よ」

　晶がぺちゃくちゃしゃべりだしたので、俺は注意した。

「晶、口は禍わざわいのもとだよ」

　ギロッと睨めば、晶はブルッと震える。

　そんなやり取りをしていたらホテルに着いた。

「葵の着替えがあるから、みんなは先に会場に行っててください」

　俺が葵の手を握ってそう告げれば、横にいた涼太も「俺も萌音を着替えさせるから」と萌音ちゃんの手を掴む。

　お互い恋人を連れてフロントで手続きをし、部屋のカードキーをもらうと、それぞれの部屋に入った。

「今着ているワンピースじゃダメですか？」

　葵がコートを脱ぎ、ネイビーのワンピースをつまんでみせる。

「悪くはないけど、俺の方で用意したのがあるから着てみてよ。恋人に自分が見立てた服を一度着せてみたかったんだ」

　部屋を入ってすぐの場所にあるハンガーラックを指差した。

　ハンガーにかかっていたのは、シルクのような光沢のあるワインレッドのカクテルドレス。

「わあ～、このドレス素敵。でも……こんなドレスを着るぐらい、すごいパーティなんですか？」

　少し不安そうな顔をする彼女に曖あい昧まいに微笑んだ。

「祖母は賑やかなのが好きなんだよ。じゃあ、着替えて」

　ドレスをハンガーごと取って葵に手渡すと、彼女は俺から離れていく。

「バスルームで着替えてきます」

「ここで着替えればいいのに」

　俺がすまし顔でそんなことを言えば、葵は顔をしかめた。

「嫌ですよ。ストリップショーじゃないんですからね」

「葵も結構言うね」

　クスッと俺が笑うと、葵は無言でバスルームに入った。

　だが、しばらくすると「うーん、あれ？　あれ？」と彼女の声が聞こえてくる。

「どうしたの？」

　ドア越しに声をかけたら、彼女が少しドアを開けて顔だけ出した。

「ワンピースのファスナーに手が届かなくて」

　恥ずかしそうに告げる彼女。

「今朝着た時は余裕だったのに。なんで？」

「それじゃあ、こっち出てきて後ろ向いて」

　そう言ったら、彼女は胸元を押さえながら出てきて俺に注文をつける。

「目を瞑っててくださいね」

「それだとどこにファスナーがあるのかわからないよ」

　フッと笑って指摘して葵のワンピースの背中のファスナーを下ろす。

　すると、彼女がボソッと呟いた。

「なんか……エロい」

「一応言っておくけど、俺が無理矢理やってるわけじゃないからね。でも、そそられるなあ」

　その綺麗な肩甲骨にチュッと口づけたら、彼女の身体がビクッとなった。

「このままここで愛し合ってもいいよね」

　次に葵の首筋をペロッと舐めたら、彼女はわなわなと震えて怒った。

「これからパーティだっていうのになに言ってるんですか！　誘惑しないでください！」

　俺の方を振り返ってキッと睨みつけると、彼女は鼻息荒くバスルームに戻る。

　あー、彼女をからかうのは楽しい。

　クスクス笑っていたら、ズボンのポケットに入れておいたスマホがブルブルと震えた。スマホを取り出して画面を見れば、晶からラインが来ている。

【天宮麗子、会場に来てるわよ】

　彼からのメッセージを読んですぐに返信した。

【了解】

　天宮麗子……これから料理するのが楽しみだよ。

　バスルームのドアが開いて葵が出てきたので、すぐにスマホをポケットにしまった。

「よく似合ってる」

　彼女のドレス姿を見て頬を緩める。

　オフショルダーで膝丈のカクテルドレスは、葵の白い肌を引き立たせる。

　だが、彼女は落ち着かない様子。

「オフショルダーって初めてでなんか緊張する」

「綺麗だよ。堂々としてればいい」

　そう元気づけたら、彼女は俺を見てはにかみながら言った。

「恭吾さんて気き障ざなセリフを口にしても、違和感ないですよね。こっちが照れちゃう」

　上目遣いに俺を見る彼女の腰に手を回し、「思ったままを言っただけだよ」と返して部屋を出る。

　今日のパーティ会場となる鳳ほう凰おうの間に向かうと、かなりの人が集まっていた。

　立食形式のパーティで、参加人数はざっと三百名程度。祖母の友人や政治家、うちの一族で経営している黒瀬の取引先の社長、芸能人などだ。

「これが誕生日パーティですか？　普通もっとこぢんまりしたものじゃあ……。なんか有名人もいません？」

　会場に入った途端、葵は青ざめる。

「うーん、どうだろうね。俺も誰が出席してるか詳しくは知らないんだ。結婚式の披露宴みたいなものだよ」

　気を楽にさせようとするが、彼女は俺の言葉を全力で否定した。

「いや、絶対に違います！　私……帰ろうかな」

　後ずさる彼女の腕をガシッと掴む。

「ここまで来てなに言ってるの？　それに、もう無理だと思うよ」

　正面から淡いピンク地に菊の古典柄の着物を着た華子さんが笑みを湛たたえながらやってくる。

　彼女の後ろには俺くらいの年の男性秘書がいた。なかなかやり手の秘書で、祖母のお気に入りだ。

　俺の視線の先を見て、葵が声をあげた。

「あっ！　抹茶チョコのおばあさん！」

「あら、あなたは確かコンビニで会った……？」

　祖母が葵を見て目を見開く。

　お互い驚いた顔で見つめ合っているので、俺が間に入った。

「華子さん、彼女が先日話した朝比奈葵さん。もう顔は知っているだろうけどね。葵、祖母の華子さんだよ。華子さん、これプレゼント」

　イブの夜、祖母に電話して葵を連れてくることは伝えてあった。

　華子さんに先日葵と選んだプレゼントを渡す。

「まあ、ショールね。素敵な色。ありがとう。あなたが孫とお付き合いしている人だったのね。また会えて嬉しいわ」

　祖母が笑顔で葵の両手を握ると、葵も頬を緩めた。

「こちらこそ、抹茶チョコありがとうございました。すごく美味しかったです」

「いいえ、どういたしまして。私のことは華子さんと呼んで。恭吾くん、葵さんがコンビニで私に電子マネーの使い方を教えてくれたのよ。恭吾くんが葵さんを選ぶのも納得だわ。恭吾くんがこういう場に恋人を連れてきたのって初めてなの。いつ結婚するのかしらって思っていたのだけど、いらぬ心配だったわね」

　華子さんは俺が葵を連れてきたのがよほど嬉しかったのか、興奮気味に話す。

　そんな祖母の話を葵は興味深げに聞いていた。

「華子さん、葵に余計なプレッシャーかけないでくださいね」

　やんわりと釘を刺せば、華子さんは少し拗ねるように言った。

「だって私、早くひ孫を抱きたいのよ」

「そのセリフ百万回聞きましたよ」

　少しうんざり顔で返すと、祖母もそれ以上その話題には触れず、葵に目を向けた。

「ところで、そのドレスは素敵だけど、胸元になにかあるともっといいわね。佐さ竹たけ、私の部屋からあれを持ってきてくれない？　私のお気に入りの」

「はい」

　後ろに控えていた秘書の佐竹さんが返事をして俺たちの前から消えた。

　彼と入れ替わるように俺の両親と兄がこちらにやってくる。

「お前来ていたのか。そちらは？」

　親父が最初に俺を見て、次に葵に目を向けた。

　わけがわからずおどおどしている葵の手を掴んで安心させる。

「彼女は……」

「彼女は朝比奈葵さんといって、恭吾くんの未来のお嫁さんよ」

　華子さんが俺の言葉を遮り、自慢げに葵を紹介した。

「あら、まあそうなの？　本当に？」

　母が嬉々とした顔で葵を見れば、親父も「ほお」と葵を興味深げに見る。

　父と兄とは、俺が弁護士になると言って家を飛び出してからずっと疎遠だったが、去年、祖母が病気をしたのを機に和解した。祖母が肺炎で入院した時、家族が集まって話し合いをしたのだ。

　俺たち親子が仲直りをするのは祖母のたっての願い。父も兄も俺の仕事について一切口出ししないと約束し、俺も譲歩して、今後は年に数回は実家に顔を出すことにした。あと、祖母の前では喧嘩はしないというのが、俺たち親子の暗黙の了解になった。

「葵、俺の両親と兄だよ。父は総合商社の黒瀬の社長で、兄が副社長をしているんだ」

　華子さんの紹介に顔を引きつらせている葵に家族を紹介すれば、葵は「あの黒瀬の！」と声をあげ、次の瞬間、石化した。

　予想通りの反応。

　父が黒瀬の社長であることは彼女に伝えていなかったが、こんなに驚くなら言っておいた方がよかったかもしれないな。

「恭吾、お前話してなかったのか？」

　衝撃を受けて固まっている葵を見て、兄が声を潜めた。

「言ったらすぐに逃げるタイプだからだよ」

「へえ。金目当てじゃないなんて、いい子なんだな」

「とびきりのね」

　フッと微笑する俺に、兄は「はいはい、ご馳走様」と苦笑いし、うちの家族に注意する。

「みんないくら恭吾が初めて彼女を連れてきたからって興奮しすぎだ」

　そこへタイミングよく晶や涼太たちが現れ、場が盛り上がる。

　葵もうちの家族とだいぶ打ち解けた頃、秘書の佐竹さんが戻ってきて、赤いベルベットの箱を祖母に渡した。

「葵さん、ちょっとこっちへ来て」

　祖母が赤い箱から五カラットはありそうなダイヤのネックレスを取り出し、葵を手招きする。

「これをつけてみて」

「え？　こんな高価なものをですか？」

　ネックレスを見て葵は目を丸くする。

「私も気に入っているのだけど、もうこういうデザインは私のようなおばあちゃんがつけるのは厳しいのよ」

　フフッと笑いながら祖母は葵の首にネックレスをつけて、俺を見た。

「いいわね。どうかしら、恭吾くん。よく似合ってると思わない？」

「そうですね。そのドレスによく合います」

　俺はにっこりと笑って頷いたが、葵はあたふたした様子で祖母に訴えた。

「いや、でも華子さんの大切なものを私がつけるわけには……」

「もう私のものではないわ。今からあなたのものよ。そのネックレス差し上げます」

　祖母は葵を気に入ったのか、気前よくプレゼントする。

　多分、何千万円もする代物だ。

「きょ、恭吾さん～」

　葵が俺のスーツの袖を掴んで助けを求めたが、笑って返した。

「華子さんはうちの親族の中で一番強いんだ。誰も逆らえない。素直にもらっておくといいよ」

「電子マネーの時のお礼よ」

　華子さんは目を細めて微笑むが、身内の俺には圧力をかけているようにしか見えない。

　だが、葵は怯ひるまず、毅然とした態度で断った。

「あの時はチョコをいただきましたし、もらいすぎです！」

　葵の発言に俺の家族は皆一瞬唖然となったが、より好意的というか、ある意味尊敬の眼差しを彼女に向けているように思う。

　祖母も自分にはっきり物申す葵を気に入ったようで、今度は身内でも滅多に見ない優しい笑みを浮かべた。

「ではこう考えて。あなたが恭吾くんのそばにいてくれるお礼よ。恭吾くんがこうして明るく笑えるのもあなたのお陰だわ」

　祖母の思いが葵にも伝わったようで、葵は祖母をまっすぐに見て礼を言った。

「……ありがとうございます」

　葵の表情を見て、彼女は俺の正体を知ってもそばにいる覚悟ができたんだと確信する。

　でなければきっと断っていただろう。

　それから談笑していると、ある親子が遠慮がちに祖母に声をかけてきた。

「華子様、今日はお招きいただきましてありがとうございます」

　そう挨拶するのは、『天宮鉄鋼』の天宮社長。隣にはその娘の麗子もいる。

　天宮鉄鋼は業界で五本の指に入る大企業だが、うちの一族が経営する黒瀬と比較すると格下。

　実はイブの夜に祖母に頼んでパーティに呼んでもらったのだ。

　葵は天宮麗子に気づいて顔を強張らせ、震え出す。俺はそんな彼女と向き合い、その手をしっかりと握った。

「葵、俺を見て。葵」

　目を合わせ、彼女に優しく言い聞かせる。

「俺がいるから大丈夫だよ」

「……うん」

　小さく返事をするも、まだ彼女の震えはおさまらない。

　だから、もう一度あの言葉を口にした。

「葵、世界中が葵の敵になっても俺は葵の味方だよ」

「……恭吾さん」

　葵がハッとした表情で俺を見る。効果があったのか、彼女の震えがピタリと止まった。

「なんの心配もいらない。葵は堂々としていればいいんだ」

　俺が優しく笑ってみせると、彼女もニコッと微笑み返す。

「うん、ありがと。もう大丈夫だから。恭吾さんが信じてくれれば、私は大丈夫」

　その笑顔を見てホッとした。

　祖母は、葵が天宮麗子のせいで不当に解雇されたことを知っている。だが、素知らぬ顔をして天宮社長と和やかに話していた。

「天宮さん、来てくださって嬉しいわ。そちらはお嬢さん？」

「はい。ひとり娘の麗子です」

　天宮社長は緊張した面持ちで答え、横にいる娘にも挨拶するよう促す。

「天宮麗子です。お誕生日おめでとうございます。そのお着物もとてもよくお似合い……あっ!?」

　天宮麗子が目をカッと見開き、忌いま々いましげに葵を指差した。

「どうしてこの女が！」

　彼女が大声を出したので周囲の人の視線を集めたが、華子さんは構わず穏やかな顔で答える。

「葵さんは私の孫の大事な婚約者よ。孫が弁護士をしているのを天宮さんはご存知だったかしら？」

　祖母の紹介に天宮麗子は明らかにショックを受けたようで、呆然とした様子で呟いた。

「黒瀬の社長のご子息の婚約者……」

　自分が馬鹿にした女が、政財界で一目置かれている黒瀬華子の孫の婚約者なのだから、相当衝撃を受けただろう。

　まだ葵と正式に婚約したわけではないが、今日この場に連れてきたことで俺の結婚相手として認知はされたので、あながち祖母の紹介は嘘ではない。

　これはまだ序章だ。天宮麗子、葵を傷つけた報いは受けてもらうよ。

　うっすら口角を上げると、俺は葵の手を離し、スーツの内ポケットから名刺入れを出した。

「孫の黒瀬恭吾です。どうぞよろしくお願いします」

　天宮社長に名刺を差し出して礼儀正しく挨拶すると、彼は名刺を受け取り、俺と祖母ににこやかに返した。

「弁護士とはすごい。優秀なお孫さんに恵まれましたね」

「ええ。小さい頃からとっても正義感が強かったんですよ。お嬢さんは天宮さんのお仕事を手伝っているのかしら？」

　祖母が自然な流れで天宮麗子の仕事を尋ねたら、天宮社長はどこか誇らしげに言った。

「いいえ、知り合いの会社で秘書として働いていまして」

「まあ、それは素敵ね。さぞかし周りからも頼りにされているんでしょう？　前に恭吾くんが話してくれたどこかの社長秘書は、女帝と呼ばれてみんなに恐れられているそうよ。恭吾くん、あれはどこだったかしら？」

　祖母の話に天宮麗子がギョッとした顔になる。

　わざとらしくとぼけてみせる祖母に、「丸岩ですよ」と俺が柔らかく微笑みながら答えると、天宮親子は青ざめた。だが、祖母は構わず話を続ける。

「ああ、そうだったわ。丸岩だったわね。同僚を窃盗犯に仕立て上げて、解雇させたんですって。他にも会社の金を横領したり、同僚を恫どう喝かつしてパワハラをしていたそうよ。怖いわねえ」

　天宮親子の顔色をうかがいながら祖母が肩をすくめる。俺の家族は皆、「それはひどい」と相槌を打った。

　葵が心配だったが、彼女は祖母の話に目を大きく見開いて驚きはしたものの、意外に落ち着いていた。

　俺も葵が動揺しないよう彼女の腰に手を回して寄り添う。

「ところで、天宮さんのお嬢さんはどちらにお勤めなの？」

　邪気のない笑顔で祖母が質問すると、天宮社長は額に汗をかきながら取り乱した。

「あの……それは……その」

　この状況で丸岩とは言えないよな。

　天宮社長に冷ややかな視線を向ければ、彼の横にいる娘がわなわなと身を震わせながら声を荒らげた。

「わ、私は解雇させてなんかいないし、会社の金も横領していない。それに、パワハラもしていないわ！」

　彼女の声でざわめきが起こり、人だかりができる。

「それは、法廷で述べてください。私のクライアントは、あなたが真実を話し、罪を認めることを望んでいます」

　天宮麗子を見据えてそう告げると、彼女は怪訝な顔をした。

「〝法廷〟？　それに、〝私のクライアント〟って一体？」

「私のクライアントは丸岩本社の秘書室に在籍している四人の社員の方々で、このたびあなたをパワーハラスメントで訴えることになりました。こちらのふたりの弁護士も代理人として対応させてもらいます」

　晶と涼太に目をやって彼らを紹介したら、天宮社長は「うちの麗子が訴えられた？」と顔面蒼白になる。

　ショックで放心する親子に容赦なく告げた。

「あらかじめ言っておきますが、示談には応じません」

　チラリと天宮麗子に目を向けると、彼女の目は凍りついていた。

　だが、葵が受けた苦痛はそんなものではない。

「あと、お嬢さんの勤務先の丸岩からも依頼を受けていまして、業務上横領罪で本日付けで被害届を出しました。近いうちに警察からの呼び出しがあるかと思いますが、素直に応じられた方が今後のためにもいいと思いますよ。それでは、失礼します」

　俺の話を聞いて、天宮親子がヘナヘナと床に座り込む。

　軽く一礼をしてあとのことを祖母に任せると、俺は葵の手を引いてこの場から離れた。

　晶や涼太、それに萌音ちゃんもついてきて、ウエイターからシャンパンを受け取ると、みんなで乾杯する。

「これでやっと年を越せる。晶、涼太、協力してくれてありがとう」

　みんなとグラスを交わせば、晶が少しつまらなそうに言った。

「もう、恭ちゃんひとりで全部話を進めるんだもの。私の出番がなかったじゃない」

「お前は、秘書室の女の子たちのケアをしてればいいだろ？」

　涼太は晶を邪険に扱い、晶はそんな涼太を挑発した。

「あらあ、涼ちゃん、私が羨ましいの？　ひとりに決めなければ、いろんな子の相手ができるわよ」

　今回、晶は丸岩の秘書室の女の子たちを誘惑し、告訴するように仕向けたのだ。

「喧嘩してる場合じゃないよ。年が明ければ忙しくなる。裁判には絶対勝つよ」

　ふたりを注意し、フッと不敵な笑みを浮かべてシャンパンを口にしたら、葵が俺の腕に触れて上目遣いに睨んだ。

「三人でなにかコソコソしていると思ったら、私のことで動いてくれてたんですね」

「うん。職業柄、悪をのさばらせてはおけないからね」

　素直に認めると、葵は目に涙を浮かべて俺に礼を言う。

「……ありがとう」

　彼女の目からこぼれ落ちる涙を指でそっと拭えば、彼女が俺をじっと見つめてきて、衝動的にキスしたくなった。

「恭ちゃん、公衆の面前よ」

　俺の思考を読んだのか、晶が呆れ顔で注意する。

　とりあえず祖母への挨拶も済ませたし、大事な仕事も終わった。

　俺と葵が退出しても誰も文句は言わないだろう。

「わかってる。俺たちはこれで失礼するよ。葵、行くよ」

　葵の手を掴んで足早に会場を出る。

「ちょっ……恭吾さん、どこに行くんですか！」

　小走りでついてくる彼女に「俺たちの部屋」と告げてホテルの部屋に戻り、ベッドルームに直行する。

「途中で抜けていいんですか？　恭吾さんのご家族とか、心配して探しに来るんじゃあ？」

「大丈夫だよ。そんな野暮な人間はいない。きっと部屋で愛し合ってると思ってる」

　不安そうな顔をする葵に向かってフッと笑みを浮かべ、彼女をベッドに押し倒してキスをする。

　ああ、いつだって彼女はチョコより甘い。

　そのまま俺たちは、明け方まで愛し合った。




　その年の大おお晦日みそかの夜、俺と葵は浅あさ草くさの浅せん草そう寺じにいた。

　言わずと知れた日本有数の観光地。正月三が日は初詣客も多く、参道には人が溢れている。今日もここは多くの人で賑わっていた。

「完全防備で来たのに寒い～」

　葵が俺の腕に抱きついて暖をとる。

　深夜とあって気温は二度とかなり冷え込んでいて、参拝を並んでじっと待つのはなかなかキツイ。

「一回戻って明日の朝出直す？」

　そう提案するが、彼女は首を縦に振らない。

「せっかくここまで来たんですもん。絶対にお参りして帰りますよ」

　こういうところは結構頑固だ。

「了解。じゃあ、ここで並んで待ってて」

　列を抜けて近くの店で甘酒を買い、葵のもとに戻る。

「はい、これ」

　甘酒を手渡すと、彼女は満面の笑みを浮かべた。

「わーい、甘酒～。恭吾さん、ありがとう」

　フーフーしながら甘酒を口に運ぶ。

　火傷やけどしそうなほど熱かったが、飲むと身体がじわじわと温まった。

「たまには甘酒もいいね。ここで酔って寝ないでよ」

　俺が笑って注意したら、葵もクスッと笑みをこぼしながら否定した。

「さすがに甘酒では寝ないですよ」

　その後すぐに除夜の鐘が鳴り、葵を見つめて言った。

「明けましておめでとう。今年もよろしくね、葵」

「明けましておめでとうございます。こちらこそよろしくお願いします」

　葵も俺を見つめ返し、とびきりの笑顔で挨拶すると、俺にここに来た理由を尋ねた。

「あのう、恭吾さん、自宅マンションの近くに神社があるのに、なぜ浅草まで来たんですか？」

「それはね、下見だよ」

　俺がニヤリとしてそう答えたら、葵は首を傾げる。

「下見？」

「そう。正月に葵のご両親と学くんを東京に招待しててね。東京見物に連れていってあげようかと」

　俺の話を聞いて、彼女は素っ頓狂な声をあげた。

「え？　ええ～！」

「もういい加減、ご両親に本当のこと言った方がいいよ」

　諭すように言えば、彼女は少し俯き加減に返事をする。

「……そうですね」

「それに末長いお付き合いになるから、葵のご両親にもきちんと挨拶しておきたいんだ」

　俺の言葉に葵はパッと顔を上げた。

「……恭吾さん」

「十年後も二十年後も……それから五十年後も、一緒に初詣に来よう。家族も増えてるかもしれないけどね」

　優しく微笑めば、葵は目を潤ませながら俺の目を見てしっかりと頷いた。

「はい」

　それは後から学くんに指摘されて気づいたけど、プロポーズだったんだと思う。

　彼は「今度はちゃんと本人に言えてよかったですね。恭吾さんを兄さんと呼ぶ日も近いかな」と弾けるように笑った。

　プロポーズに早いも遅いもない。自分の運命の相手かは直感でわかるもの。

　無意識にプロポーズの言葉を口にしてしまったのは、葵が俺のそばにいるのが当然だと思っているから。

　彼女と一緒にこれからの人生を歩んでいきたい。

　ずっと――。
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みんなに幸あれ




「コホン……あのう、ひとつ言い忘れていたんだけど、恭吾さんのお父さんは、あの商社の黒瀬の社長なの」

　私が咳払いしてから恭吾さんの家のことを話すと、うちの家族はみんな素っ頓狂な声をあげた。

「あの黒瀬の社長令息～！」

　学も恭吾さんの家のことを知るのは今日が初めて。

　うちは普通の家だし、ショックを受けるのはわかっていたけれど、恭吾さんと結婚するなら内緒にしてはおけない。

　私の両親と弟の学は、私と恭吾さんが浅草寺に初詣をした二日後に上京した。

　恭吾さんと東京駅で私の家族を出迎えたら、なぜか学が得意げに恭吾さんを両親に紹介し、午後六時半頃、赤坂の高級ホテル内にある寿司屋『おおま』にやってきた。

「ち、ちょっと、個室だからって声が大きいよ。他のお客さんの迷惑になるから」

　大声を出すうちの家族に慌てて注意する。

「社長令息と言っても、会社を継ぐのは兄ですし、あまり重く受け止めないでください。うちの家族は葵さんのことをとても気に入っていて、結婚することを喜んでくれています」

　青ざめる私の家族を安心させようと、恭吾さんは真摯な態度で接する。

「う、うちの葵でいいんですか？　わ、私は普通のサラリーマンですし、特に名家というわけでは」

　しどろもどろになりながら恭吾さんに確認する父。

「家柄は関係ありません。僕もたまたま黒瀬の家に生まれただけです。葵さんだから結婚したいんです」

　恭吾さんがなんとかして説得しようとするも、父はおろおろするばかり。

　そんな父に向かって彼は頭を下げた。

「お願いです！　一生大事にします！　葵さんを僕にください！」

「御曹司と……葵が……結婚……」

　動揺していてはっきり返答しない父を見かねて、頼れる弟が父の肩にポンと手を置く。

「おい親父、ちゃんと返事しろよ」

　母もそっと父の腕に手をかけた。

「お父さん、葵が選んだ人よ。よろしくお願いしますって言ってあげなきゃ」

　どうやら母も私に味方してくれるらしい。

　弟と母に急かされた父は、目の前にあったビールの入ったグラスをグイッと一気飲みすると、恭吾さんをまっすぐに見た。

「きょ……恭吾さん、葵を幸せにしてやってください。お願いします」

　父が深々と頭を下げたら、その勢いが強すぎてテーブルにゴンと頭をぶつけた。

「痛てっ！」

　顔をしかめて頭を押さえる父に、恭吾さんが心配そうに声をかける。

「大丈夫ですか？」

「あっ、大丈夫です」

　父が苦笑いすると、私の家族はハハッと大笑いした。

　感動のシーンで私は今にも泣きそうだったのだけれど、父がおっちょこちょいだったお陰で涙が引っ込んだ。

　なんかこういうの、ドラマと違ってうちらしい。

「親父、ドジだなあ」

　学が父をからかい、場の雰囲気も和らいだ。

「必ず葵さんを幸せにします」

　恭吾さんが父の目を見て約束すると、父は嬉しそうに頬を緩めた。




　その後、みんなで美味しい料理に舌鼓を打っていたら、すっかり酔いが回ってご機嫌になった父が爆弾発言をする。

「いやあ、葵の結婚が決まってよかった。お前が三十になっても結婚しなかったら、近所の隆たか史しくんにもらってもらおうかと思ってたんだよ」

　父の話に持っていた箸がポロッと落ちた。

「はあ？」

　お父さん、突然なにを言い出すの？　隆史って、女グセすごく悪いじゃない。

　父に文句を言おうとしたら、恭吾さんがニコッとしながら父に尋ねた。

「近所の隆史くんと葵さんは仲がよかったんですか？」

「いやあ、口喧嘩ばかりだったなあ。だが、喧嘩するほど仲がいいって言うし、お似合いなんじゃないかと思っていたんだが、実際に葵が選んだのは恭吾さんのような立派な青年だったから、夢でも見てるみたいでね」

「俺も一時期、葵は隆史と結婚するのかと思った」

　学も悪ノリして父の話に楽しげに頷く。

「へえ、そうなんですね。ふーん、隆史くんねえ」

　恭吾さんが私をチラッと見て父や弟にそう返すが、彼の笑顔がなんだか怖い。

　ここは誤解される前に、ちゃんと否定しておかないと。

「勘違いもいいとこ。あいつと結婚するくらいなら、海外に逃げるわよ。お父さんも変なこと言わないでよね」

　そもそも五年以上隣の幼馴染には会っていない。今、父が名前を出すまで隆史のことなんてすっかり忘れていた。

　隆史は顔はそれなりによくて女の子にモテていたのだけど、ヤンキーで、いかんせん頭が悪かった。

　だって、中学まで一時間を百分と思っていた奴よ。

　そんなお馬鹿な幼馴染のことを忘れるくらい、今の私は恭吾さんに愛されハッピーなのだ。

「だが、隆史くんはお前が結婚するって聞いて相当ショックを受けてたよ。ああ見えて葵に一途だったんだなあ」

　酒を飲んでいい感じに緊張がほぐれた父は饒じょう舌ぜつになり、場の空気が読めなくなっている。

　お父さん、そんな話初耳ですけど。それに、今は幼馴染の話なんてどうでもいいわよ。私と恭吾さんが気まずくなるようなことを言わないでほしい。




　それから三十分後に食事会が終わり、両親はホテルで開催される演芸会を見に行った。

　両親を見送った後、私と恭吾さんは彼のマンションに帰る予定だったのだけれど、学が恭吾さんに声をかけた。

「ここって温水プールあるんですよね。恭吾さん、食後の運動に泳ぎませんか？　俺、最近勉強ばっかで運動不足なんです」

「うん。いいよ」

　恭吾さんが快く応じ、私たち三人は四階にあるプールへ。受付で水着をレンタルして、男女更衣室に分かれて着替える。

　借りたのは競泳用の水着で、露出が少なく動きやすい。

「ビキニじゃなくてよかった。身体に自信ないもん」

　プールに行くと、すでに恭吾さんと学が二十五メートルプールで泳いでいた。

　他にもジャグジープールがあるが、ラッキーなことに利用客は私たちだけ。

　ビート板やドーナツ型の浮き輪もある。

　タオルをデッキチェアに置いて、ふたりが泳ぐのを見ていたら、恭吾さんがプールから上がって私の方にやってきた。

「葵は泳がないの？　気持ちいいよ」

「私はそんなに泳ぎがうまくなくて、もうちょっとしたらジャグジープールに浸かろうかな」

　昔、川で溺れたこともあって、泳ぐのはちょっと苦手だ。

　そんな発言をしたら、学がプールに浮かんでいた浮き輪を私に向かって投げた。

「なにばーちゃんみたいなこと言ってんだよ。ほれ、葵の必需品」

　私の顔面めがけて飛んできた浮き輪を恭吾さんが「危ない！」とうまくキャッチしたが、私は弟をキッと睨みつけた。

「こら！　投げないでよ。浮き輪だって当たったら痛いわよ」

「ちゃんと恭吾さんが取ってくれると思ってたから。葵も運動しないと腹回りに肉がつくぞ」

　学はニヤリとして、私にプールの水をかける。

「キャッ！」

　見事に顔に水がかかってブチ切れた。

「もう、なにするのよ！」

　私もプールに入って、弟に向かって何度も水をかけて反撃する。

「うわ～、葵、こえーよ」

　ケラケラ笑いながら学が水を避けようとするが、「うわっ！」と足を滑らせ、水の中に沈んだ。

「天罰よ！」

　フンと鼻を鳴らせば、弟が水の中から浮かび上がってゲホゲホとむせた。

　その様子を見て私は大笑い。

　あ～、なんだか楽しい。

　恭吾さんも「俺も参戦しようかな」と笑顔で加わって、みんな子供のようにはしゃいで水をかけ合った。

　十分ぐらいで私は息が上がってしまい、ふたりに離脱を伝える。

「私は休憩」

　プールから上がろうとしたら、ツルッと足を滑らせ、バランスを崩した。

「キャッ！」

　プールの縁に頭をぶつけると思ったが、すかさず恭吾さんが抱き寄せてくれて回避した。

「顔面打たなくてよかったね」

　穏やかな目で微笑む彼。

　どこにいても守られてるな、私。

「ありがと」

　恭吾さんをじっと見つめてお礼を言ったら、弟に苦笑いされた。

「あ～の～、仲がいいのはいいけど、俺がいること忘れないでくれる？」

　学の声でハッと我に返る。

　そうだ。学がいたんだった。

「忘れてないわよ！」

　わざと怒って返すと、慌てて恭吾さんから離れてプールから上がった。

　デッキチェアに腰を下ろしたら、学が「ねえ、勝負しない？」と恭吾さんを誘う。

「いいよ。二十五メートル、クロールでいい？」

　恭吾さんは笑顔で応じて学に確認した。

「了解。あ～、なんか久しぶりにワクワクする」

　子供のように目をキラキラさせる弟。

　ふたりはスタート台に立つと、ゴーグルをはめる。

　準備ができたのを見て、私は声をかけた。

「位置について、用意スタート！」

　ふたりが一斉に飛び込む。

　弟は運動神経がよく、水泳も得意。まだ二十代だし、学の方が有利かな。

　そう思っていたのだけれど、恭吾さんもスピードが速く、フォームがとても綺麗。

「ふたりとも頑張れ～！」

　声を張り上げて応援する。

　弟じゃないが、この勝負に興奮していた。

　十五メートルまでは互角だったが、ラストは頭ひとつの差で恭吾さんが勝った。

「うっわ～、恭吾さん速すぎ！」

　学が悔しがる横で、恭吾さんは余裕の表情。

「学くんもいい泳ぎするね」

　健闘を称えられたが、弟はまだやる気満々で再び恭吾さんに勝負を挑む。

「恭吾さん、もう一回やろう。今度は百で」

「あんまり自信ないけどいいよ」

　恭吾さんは笑顔で受けるが、その目は鋭く光る。

　普段は穏やかな彼だけど、結構熱くなってるな。

　再度ふたりがスタート台に立ち、準備が整うとまた私はスタートのかけ声をかけた。

　次はどっちが勝つのか。

　前半は恭吾さんがリード。やはり無駄な動きが一切なく、スイスイ進む。

　だが、弟も負けじと食い下がり、後半はほぼふたり並んでいて、もうどっちが勝つかわからない。

　最後は、学がガッツを見せて、タッチの差で勝った。

　ゴーグルを外してガッツポーズをする弟。

「よっしゃ～！」

「やっぱ百はキツイね。学くんすごいよ」

　少し息を乱している恭吾さん。今回は負けたとはいえ、彼もなかなかのスイマーだ。

　頭もいいし、なんでもできちゃうのね。

「今回は引き分けですね。俺、全力出しきってヘトヘト。恭吾さん、三十代とは思えないですよ」

　ふたりは互いを称え合う。そんな彼らを見て羨ましく思った。




　その後、学が「大人な夜を過ごしたい」と言うので、ホテルの最上階にあるバーへ向かった。

　バーの名前は、『ＷＯＮＤＥＲＬＡＮＤワンダーランド』。

　入口には大きな看板はなく、店名とうさぎの絵が描かれたカーペットが置かれているだけのひっそりとした佇たたずまい。

　店内は薄暗く、ピアノの生演奏が流れていて落ち着いた雰囲気。全面ガラス張りで、東京の夜景を一望できる。

　三十代から五十代のお客さんが多く、静かで居心地もよさそうだ。

　私たちは窓側のテーブル席についた。

　腕時計に目を向ければ、午後十時過ぎ。

「学くんはなににする？」

　恭吾さんがメニューを手に取り、学に見せる。

「うーん、俺はマティーニにしようかな。カラオケ屋でしか飲んだことないんだよね」

　メニューをじっと見ながら弟が答えると、恭吾さんは柔らかく微笑んだ。

「王道だね。バーテンダーに言わせると、マティーニはお酒の配分が難しいらしいよ」

「へえ、そうなんだ。簡単そうなのにね。恭吾さんはなに頼むの？」

「マッカランのロックにしようかな」

　即決する恭吾さんを弟が羨望の眼差しで見る。

「お～、なんか大人な男って感じでカッコいい。俺もマッカランにしようかな。葵はなににする？」

　学は恭吾さんから私に視線を移した。

「プールで身体がちょっと冷えたから、カルーアミルクのホットにする」

　私のオーダーにフッと笑う弟。

「葵は子供だな」

「子供はカクテル飲まないよ」

　学のコメントに対して正論を言えば、弟は珍しく反論せず小さく頷いて、窓の外に目をやった。

「確かに。それにしても夜景が綺麗だなあ。恭吾さんのマンションも眺めがいいけど、この店もいい」

　学が言う通り、その宝石箱のような煌きらめきに見入ってしまう。

「次は彼女と一緒に来れば？　いるの？」

　恭吾さんが自然な流れで聞く。その質問に耳がダンボになった。

　私が聞いても弟にいつもはぐらかされるからだ。

「いないですよ。今は勉強が恋人っていうか」

　弟がちょっと自虐的に返答したその時、背後からよく知った声が聞こえた。

「あらあ、学ちゃん、今フリーなの？　じゃあ、私なんてどうかしら？」

「え？　晶さん？」

　後ろを見たら、いつの間にか晶さんがいて学に抱きついた。

「うわっ、出た～！」

　ギョッとした顔で晶さんの方を振り返る弟。

「『出た～！』って失礼ね。妖怪じゃあないんだから」

　晶さんが顔をしかめてみせるが、その目は楽しげに笑っている。

「いや。似たようなもん。なんでここに？」

　弟も慣れた様子で相手をしながら、晶さんに尋ねた。

「私の彼と一緒に来たんだけど、あなたたちが来るちょっと前に喧嘩別れしたとこ。スイートに泊まりたかったのに、ここ高いからって断られたのよねえ。もうケチな男って嫌だわ」

　ハーッと溜め息をつく晶さんのホールドを、学が眉間にシワを寄せながら解いて突き放す。

「じゃあ、あんたが払えばよかったんじゃないの？　俺だってこんな高いホテルは払えないよ」

「学ちゃんは未来のお医者様じゃない。前途有望よ」

　フフッと口元に笑みを浮かべる晶さんの目が、薄暗い中、キラリと光る。

　完全に弟にロックオン状態だ。

　学は抵抗するかと思ったが、急に真剣な顔で晶さんに告げた。

「俺は小児科かＥＲにいくから、リッチで優雅な生活とはほど遠いと思う」

　学の志望をよく知らなかった私は、弟の発言に驚く。

「そうだったんだね。てっきり外科かと思った」

　だが、次の恭吾さんの話に、さらにビックリした。

「学くんが医者を目指したのって葵がきっかけらしいよ」

「え？　嘘？　私～？」

　自分を指差して恭吾さんに確認すると、彼は私の目を見てゆっくりと頷く。

　そんな恭吾さんに、学が声を潜めて抗議した。

「ちょっ……恭吾さん、ここでバラさなくても」

「ごめん。学くん、照れて一生言わないような気がしたから。君たち姉弟って結構性格似てるんだよね」

　恭吾さんは悪びれた様子も見せずにそう指摘する。

　何事にも動じない弟の顔が赤くなっている。それを見て本当なんだと思った。

「なんで私？」

　学に確認すると、弟は私から顔を背けてボソッと呟くように言った。

「葵が川で溺れた時、俺なにもできなかったから」

　ああ。学はずっと私が溺れて病院に運ばれたことを気にしていたんだ。

　胸になにか熱いものが込み上げてきた。

「学ならきっといいお医者さんになれ……!?」

　弟に太鼓判を押そうとした私の言葉を、晶さんが遮った。

「学ちゃん、なんていい子なの～。医師免許取ったら、藤原総合病院にいらっしゃい！」

　再び晶さんにギュッと抱きつかれ、学は胸に衝撃があったのか「ウゲッ」と奇声をあげる。

　あ～あ、すっかり晶さんに気に入られたな。

　苦笑いしながらふたりのやり取りを見ていたら、学が晶さんの腕を外そうとその身体をよじった。

「ふざけるのもいい加減にしろよ」

「嫌よ。学ちゃんがうちの病院に来ると言うまで離れないわ」

　晶さんがさらに力を強めて学を封じると、弟は息が苦しくなったのか顔を歪ゆがめた。

「ちょっ……なに、その馬鹿力？」

「私、空手の有段者なの」

　不敵の笑みを浮かべる晶さんに、弟は食ってかかった。

「はあ？　反則だろ、それ。日常生活で力を使うな！」

「ごめんなさい。つい力が入っちゃって。ひとりは寂しいのよ。学ちゃん一緒に飲みましょう。私たちお邪魔虫よ」

　晶さんはチラッと私と恭吾さんを見ると、抱擁を解いて学の腕を掴み、無理矢理立たせる。

「こら、そんな引っ張るな。前に俺なんかより、もっと熟したのが好みとかなんとか言ってなかったっけ？」

　学も抵抗するが、晶さんの力が強すぎて敵わない。

「あ～ら～、忘れたわ。学くん、ちょっとひと晩借りるわね」

　晶さんは弟の指摘にとぼけると、私と恭吾さんの方を見てウインクした。

「おい、俺は許可してないぞ！」

　学が晶さんに噛みつくが、晶さんは「はいはい」と軽くあしらい、奥にある個室に弟を連れていく。

「ひと晩って……学、大丈夫かな？」

　少し不安になって恭吾さんに聞いたら、彼は悪戯っぽく笑った。

「晶の冗談だと思うよ。多分」




　それから恭吾さんとバーを後にし、ホテルを出る。

　腕時計を見ると、もう深夜の十二時を回っていた。

「葵、このまま歩いて帰ろう」

「はい。月も綺麗だし、いいですね。あ～、なんかすっごい肩凝った～」

　恭吾さんの言葉に頷きながら肩をトントン叩いた。

「肩凝るほど緊張したんだ？」

　私を見てクスッと笑みを浮かべる彼に力説する。

「初めて親に恋人を紹介するんですよ。そりゃあ緊張しますよ。昨日は、あんまりよく寝れなかったんですからね」

「隆史くんは紹介しなかったの？」

　恭吾さんの口からも幼馴染の名前が出てきてげんなりする。

「……だから、あいつは元彼でもなんでもないですよ。ただ家が隣だっただけです。隣人を選べたら、あいつの隣に住みません」

　あ～、説明するのも疲れる。

　ムスッとしながら返したら、「本当かな？」と彼が聞き返した。

　その不穏な声の響きにゾクッとしたかと思ったら、彼にいきなり両肩を掴まれた。

「……んん!?」

　恭吾さんにキスされ、目を見張る私。

　彼の目は楽しげに笑っている。

　深夜で人影もないとはいえ、ここはホテルのエントランスの前から三十メートルも離れていない。

　なんでこんなところでキス？　誰かに見られたら……。

　そう思って恭吾さんの胸を叩いて止めようとしたら、背後から叫び声がした。

「お、お前、葵から離れろ！」

　気になって後ろを振り返れば、ピンク頭のひょろっとした青年が立っている。

　スタジャンにデニムという格好のその青年を私は知っていた。

「ひょっとして隆史？」

　突然の幼馴染の登場に驚く私。

　きっとうちの家族に今日このホテルで私と婚約者との顔合わせがあると聞いてやってきたのだろう。

　隆史に恭吾さんとのキスを見られたということも忘れた。

「やっぱり彼が隆史くんなんだ？」

　どこか楽しげに私に確認する恭吾さんに向かって隆史は声を荒らげた。

「気安く、隆史くんなんて呼ぶな！」

「東京駅に葵の家族を迎えに行った時から妙な視線を感じたんだよね。ホテルでもずっとそれは続いていてさ。で、俺たちになんの用なのかな？」

　恭吾さんは口元に笑みを湛えているが、その目は若干苛立っているように思えた。

「俺はなあ、お前みたいなスカした男が葵と結婚するなんて認めない！　俺はずっと葵が好きだったんだ！」

　声を張り上げて隆史が私への思いを口にし、ただただ驚いた。

「隆史って本当に一途だったんだ？」

　信じられなくて本人に確認すると、彼はムスッとした顔で答える。

「一途で悪いかよ。俺はなあ、葵が東京が嫌になって群馬に戻ってくるのを待っていたんだ。葵には東京なんて向かないんだよ。葵はそいつに騙されてる。目を覚ませよ」

　この馬鹿、どうしてくれよう。ハリセンがあったら百回ぐらい叩いてやりたい。

　ギロッと隆史を睨みつける。

「ちょっと！　勝手に決めつけないでよ。私はね……!?」

　文句を言ってやろうと思ったら、恭吾さんが私の腰に腕を回して抱き寄せ、隆史を見据えた。

「葵が好きなら、君は手を離すべきではなかった。俺は絶対に離さなかったし、これからも離さないよ」

　敏腕弁護士・黒瀬恭吾としてではなく、彼はひとりの男として私の幼馴染に対峙していた。

「それは……葵の夢もわかっていたから……」

　ゴニョゴニョ口ごもる隆史に、恭吾さんは冷ややかに言い放つ。

「それは言い訳だ。葵の夢を応援したいなら、君も上京すればよかったんじゃないか」

「勝手なこと言うな！」

　激昂する隆史とは対照的に、恭吾さんは静かな声で告げた。

「その言葉、そっくりそのまま君に返すよ。君が葵の幼馴染だろうがなんだろうが、葵は渡さない」

　冷静というよりは、真剣に隆史と向き合っているように思える。

　恭吾さんの言葉に胸がジーンと熱くなった。

　私も隆史にちゃんと言わないとね。

「ねえ隆史、気持ちは嬉しいけど、隆史のこと幼馴染以上には思えないんだ。ごめんね。私、恭吾さんと幸せになるよ」

　幼馴染の目を見てニコッと笑ってみせる。

　すると、どこからか晶さんの声がした。

「は～い、ピンク頭のお兄さんの負ーけ」

　晶さんが私たちの方につかつかと歩いてきて、隆史の頭をポンと叩く。

「晶さん、学はどうしたの？」

　バーで弟と飲んでいるはずなのに、なんでここにいるの？

　晶さんに聞いたら、彼は苦笑いした。

「私がトイレに行っている間に逃げられちゃった」

「おい、お前誰だよ！」

　隆史が眉間にシワを寄せ、晶さんを睨みつけると、晶さんは口角をキュッと上げて微笑んだ。

「私はふたりの親友よ。葵ちゃんと恭ちゃんはラブラブなんだから、あんたが入る余地はないの。あんた、よく見れば、いい顔してるじゃない。私と飲みましょう。夜はまだまだこれからよ」

　ガシッと隆史の手を掴んでホテルの中に連れていく晶さん。

「俺はお前となんか飲まねえ。離せよ！」

　隆史は激しく抵抗するが、ずるずると晶さんに引きずられていく。

　そんなふたりを恭吾さんとフフッと笑いながら、「さよなら～」と手を振って見送り、彼のマンションへ帰った。

　玄関を上がってコートを脱ぐと、恭吾さんに突然抱き上げられた。

「キャッ！　恭吾さん、どうしたの？」

　驚いて声をあげたら、彼はニヤリと笑う。

「やっとふたりきりになったから、葵と愛し合おうと思って。今なら場所を選ばせてあげる。ソファとベッドだったらどっちがいい？」

「ベッドでお願いします」

　恭吾さんの首に腕を回し、ニコッと微笑んで答えたら、彼が「了解」と言って寝室へ連れていく。私をベッドに下ろすと、彼もコートを脱いでベッドに上がった。

「ずっと葵に触れたかった」

　恭吾さんが熱い目で私の頬に触れてキスをすると、私も彼のキスに応えて……。

　その夜は、互いに疲れ果てるまで愛し合った。




　その年の六月。

　私と恭吾さんは都内にあるステンドグラスがとても綺麗な教会で、結婚式を挙げた。

　家族と親しい友人だけのこぢんまりとした式。

　でも、大好きな人たちに祝ってもらえてとても幸せだ。

　祭壇の前には恭吾さんが立っていて、真っ赤な絨じゅう毯たんが敷かれたバージンロードを、父と共に一歩一歩ゆっくりと歩いていく。

　私と彼の家族、法律事務所の同僚や私の大学時代の友人の顔を見て、感無量になる。

　ここで泣いちゃダメ。せっかく綺麗にお化粧してもらったのに崩れちゃう。

　ドレスを踏んで転ばないように慎重に歩く私を恭吾さんが優しい笑顔で見守る。

　祭壇の前まで行くと、父は涙ぐみながら恭吾さんに私を託した。

「葵を頼みます」

「はい」と恭吾さんは父に約束すると、ウエディングドレスに身を包んだ私を見て甘く微笑んだ。

「とっても綺麗だよ」

　そのひと言でこのプリンセスラインのドレスに決めてよかったと思う。ドレスを選ぶのにすごく悩んだのだ。

　彼が喜んでくれれば、私はそれで満足。

　賛美歌を斉唱し、牧師による聖書の朗読が終わると、いよいよ式で一番重要な結婚の誓約。

　もう心臓はドキドキ。

　牧師が恭吾さんに目を向ける。

「健やかなる時も、病める時も……誓いますか？」

　恭吾さんは私を愛おしげに見つめて答えた。

「はい、誓います」

　わ～、次は私の番だよ。ちゃんと声が出るかな？

　そんな心配をしながら、牧師の言葉を待つ私の手を恭吾さんが励ますようにそっと握ってきた。

　うん、うん。大丈夫。恭吾さんがいるんだもん。

　自分に必死に言い聞かせると、牧師が私にも問いかけた。

「健やかなる時も……誓いますか？」

「はい、誓います」

　少し声が震えてしまったけれど、なんとか言えた。

　それで式が終わった気分でいたら、「では、誓いのキスを」という牧師の言葉が聞こえて慌てる。

　あっ、誓いのキスのこと忘れてた。

　でも、みんなの前で唇にキスするのは恥ずかしいから、式では額にすると、事前に恭吾さんと打ち合わせしてあったんだよね。

　恭吾さんと向き合い、彼が私のベールを上げて顔を近づける。

　フッと悪戯っぽく恭吾さんが目を光らせたと思ったら、彼の唇が私の唇を塞いで、頭が真っ白に。

　え？　え？　え～！

　キスを終わらせると彼は、「やっぱりキスは唇にしないとね」と楽しげに口にした。

　この裏切り者！

　顔を赤くしながらじっとりと彼を見る。

　彼と並んで退場しながら、声を潜めてキスのことを責めた。

「恭吾さん、打ち合わせと違うじゃないですか。あ～、恥ずかしい」

「ごめん。葵が綺麗すぎて我慢できなかった」

　とても幸せそうに笑って謝る彼。

　そんな顔をされたら、もう怒れない。

　みんなに祝福されながら退場して、締めはブーケトス。

　渡したい相手は決まっている。それは私の大学時代の親友、渡わた辺なべ美み香か。

　彼女は今、宝生法律事務所で晶さんの秘書として働いている。

　晶さんにいい子がいたら紹介してと頼まれて、前の会社の上司からパワハラを受けて困っていた彼女を推薦した。

　いつもメガネをかけ、長い黒髪をひとつにまとめ、リクルートスーツを着ている美香。晶さんはそんな地味で洒落っ気のない彼女をオシャレ女子にしようと、毎日彼女にメイクを施す。

　そのお陰で、美香もだいぶあか抜けたし、明るくなった。今まで恋愛と無縁だったが、素敵な人と結婚して幸せになってほしいと願わずにいられない。

「投げるよ～！」

　とびきりの笑顔で親友に向かってブーケを投げる。

　彼女はブーケに手を伸ばすも、指に当たって受け取れず、代わりに今日はダークグレーのメンズスーツをカッコよく着こなした晶さんがキャッチした。

「美香、相変わらずトロいな。ほら」

　晶さんは呆気に取られている美香にブーケを手渡す。

　そんなふたりの指に繋がっている赤い糸が一瞬見えたような気がした。

　あれは幻？

　何度か瞬きすると、恭吾さんが私の顔を心配そうに覗き込む。

「コンタクトレンズがズレたの？」

「ううん。晶さんと美香に赤い糸が見えたような気がしたの」

　笑われると思ったが、正直に恭吾さんに話すと、彼はフッと微笑した。

「実際に赤い糸で繋がっているのかもしれないな。晶、美香ちゃんのこと結構気に入っていると思うよ」

「ふたりがくっついてくれたら嬉しいな。私と恭吾さんも赤い糸で繋がっていたのかもしれないね」

「ああ。きっとそうだよ」

　恭吾さんが私の目を見て甘く微笑む。

　今思えば、恭吾さんとの出会いは運命だったんだと思う。

　彼に出会えたことを神に感謝したい。

　みんなにも幸あれ――。




The end.










あとがき




　こんにちは、滝井みらんです。このたびは『エリート弁護士は独占愛を刻み込む』をお手に取ってくださりありがとうございます。ヒーローが弁護士というのは初めてなのですが、最後までお楽しみいただけたら嬉しいです。

　さて、今回もゲストに来てもらいました。黒瀬恭吾さん、藤原晶さん、どうぞ。


恭吾　黒瀬恭吾です。こんにちは。

晶　　私が呼ばれるなんて光栄だわ。やっぱりこの作品の準主役だからかしら。

恭吾　勘違いも甚だしいな。今日はお前を尋問したくて呼んだんだよ。

晶　　ちょっ、恭ちゃん、目が怖い。尋問ってなにを？

恭吾　お前、俺と葵の結婚式の日、美香ちゃんに手を出しただろ？　彼女のこと、ちゃんと真剣に考えてるのか？

晶　　相変わらず鋭いわね。大丈夫よ。遊びじゃないから。ただ、どうアプローチしていいかわからなくなるの。私が男に戻ると、彼女緊張しちゃうし。

恭吾　お前が恋愛に悩む日が来るなんてね。晶、女装して逃げるなよ。素のお前でいい。じきに美香ちゃんも慣れるさ。

晶　　恭ちゃん……。ああ、私、あんたに一生ついていくわ！

恭吾　だから、それをやめろと言っている。それに、俺はお前に構ってる暇はないよ。

晶　　なんでよ。私とじゃれ合うくらいいいじゃないの。あっ……その嬉しそうな顔、ひょっとして葵ちゃんおめでた？

恭吾　そう。来年パパになる予定。

晶　　おめでとう。恭ちゃんがパパになるのねえ。私が名付け親になろうかしら。

恭吾　お前キラキラネームつけそうだから絶対にやめて。では、みなさん、またどこかでお会いしましょう。



　わ～、赤ちゃんが生まれたら、恭吾はきっと溺愛するでしょうね。また、晶も美香にメロメロになりそうな予感（笑）。

　最後になりましたが、私を温かく支えてくださった編集部の森さま、妹尾さま、また、素敵なイラストを描いてくださったえまる・じょん先生、厚く御礼申し上げます。そして、いつも応援してくださる読者の皆さま、心より感謝しております。

　この本を通しての出会いに乾杯！




滝たき井いみらん
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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